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仙台の南縁 を画 して東流する名取川の北岸一帯には、数多 くの埋蔵文化財が包蔵 され、随所

にその分布をみることができます。なかでも山田上ノ台 。人来田・上野・三神峯の各遺跡はそ

の代表として古 くから周知 されています。

北前遺跡は、一昨年発掘調査の対象となり、 5～ 6万年以前にまで遡 る前期旧石器時代の遺

跡 を包蔵する重要な追跡 として注 目をあつめた山田上ノ台遺跡の北縁に接 して一段高い青葉山

段丘状丘陵の南縁一画に位置 しています。

仙台の中心的市街の北縁 を画する台ノ原丘陵 を「北の社」 とするならば、名取川北岸 にせま

る青葉山丘陵は南縁 を画する「南の杜」 とも言 うべ き貴重な緑園でありましたが、戦後の土地

開放や市街地の拡大によって、近年、特に大型団地 を中心とする土地開発が進展 し、自然地形

を大 きく改変 しながら市街化が促進 されてきています。この北前遺跡 を中心 とする根岸地区一

帯もその例にもれず、最近 ますます宅地化が進められている現況 にあります。

こうした中にあって、今回の発掘調査の対象となった北前遺跡の一画は、畑地 として利用 さ

れてきたことによって保存継承 されてきた貴重な遺跡でありますが、土地所有者の下山氏の、

農業経営上、どうしても深 く天地返 しを行い、土壊の改良を計 らねばならないとの要請から、

仙台市教育委員会が県 。国との協議 を重ねた結果、国の補助対象事業として、緊急発掘調査 に

踏み切 ることとなった次第であります。

本調査は、多くの地元民や学識者の協力を得ながら、 8月 から12月 末 まで実施 されましたが、

東北地方でも数少ない縄文時代早期 (7,000～10,000年 前)の集落跡 の発 見や、縄文時代前期

(6,000～ 7,000年 前)の土壊群の検証 をはじめ、これらの遺跡群の基盤 をなす人山灰層からは

前期旧石器、後期旧石器時代の文化層 も発見 され、結論的には、隣接する山田上ノ台遺跡 と連

続する重要な複合遺跡であることが判明するに至 りました。

本報告書は、その調査結果 をまとめたものでありますが、調査や整理 にあたっては、多 くの

方々のご協力やご指導と調査員の夜 を徹 しての労苦によって作成 されたものであります。心か

ら敬意 と感謝 を申し上げる次第であります。

本報告が多くの学兄諸氏、研究家はもとより、文化財保護啓蒙思想の啓発 に大 きく役立つこ

とを念 じて、その序にかえるものであります。

昭和57年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤  井    黎
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例    言

1.本書は、農地改良に先立って行った、北前遺跡の発掘調査の本報告書である。すでに公表

された現地説明会資料等に優先するものである。

2.報告書作成のための整理は、佐藤洋・斎野裕彦が担当し、田中則和・吉岡恭平・荒井格・

主浜光朗がこれを補佐 した。また、直接整理にか加 しなかった職員にも全面的な協力をい

ただいた。

また、編集は、整理参加職員の協力を得て、佐藤洋・斎野裕彦が行った。

3.本文の執筆は、佐藤洋・斎野裕彦・吉岡恭平・荒井格が分担し、本文目次に示 した。

4.作図 。写真撮影等については、下記の通り分担した。

遺構 トレース :大場拓俊・斎藤秀寿・石黒伸一朗 。松本仁 。大友透・内藤隆史

遺構写真 :佐藤洋・斎野裕彦・大場拓俊

遺物実測 (土 器〉田中則和・主浜光朗・斎藤秀寿。石黒伸一朗・柿沼敏朗・古屋敷則雄・

佐藤幸子・松岡敦子・藤沢敦

(石 器〉梶原洋 。阿部朝衛・小川出・山田晃弘・横山裕平・藤田淳・吉岡恭平・

荒井格

遺物 トレース (土器)田中則和・主浜光朗・斎藤秀寿・藤沢敦・石黒伸一朗

(石 器〉阿部朝衛・山田晃弘・小川出・鈴木博子

遺物拓影 :相沢史子・石黒仲一朗・古屋敷則雄・柿沼敏朗・古川陸子・佐藤幸子・吉田康

子・松岡敦子

遺物復原 :森剛男

遺物写真 :田 中則和・吉岡恭平・荒井格 。主浜光朗 ・佐藤甲二・阿をL朝衛

版組 :田 中則和・吉岡恭平・荒井格・主浜光朗・横山裕平・佐藤洋・斎野裕彦

地形・地質については豊島正幸氏、石材鑑定は佐々木隆氏に御教示を願った。

5.発掘調査及び遺物整理にrD・ いて、下記の方々に助言・協力を賜った。

伊東信雄 (東北学院大学教授)、 藤沼邦彦・岡村道雄 (東北歴史資料館X鎌田俊昭・藤村新

―・梶原洋・阿部朝衛・小川出・山田晃弘・横山裕平・鈴木博子 (石 器文化,i炎話会)、 豊島

正幸 (東北大学院生)、 佐々本隆 (仙台市科学館 )

以Ji敬称略

凡    例

○本書中の土色については、「新版標準土色帳」(小山、竹原1973)を使用した。



○図版中の水糸レベルは海抜高を示す。

O本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台南西部」を使用した。

○基本層序には「第」を付 し、他の埋土や層の対比のできないものには付 していない。

○遺構の名称は、時代・種類毎に通し番号を付し、時期不明の上壊は最後に扱った。

○本書で使用している「ローム」は、単に大山灰を示し、粒土区分した表現ではない。

O「埋土」という用語は、覆土、堆積土と同一の意味で用いている。

○土壌の埋土が単層の場合は、文章中で述べただけのものもある。

○写真図版のうち、縄文早期の土器については、外面、内面を上下で示した。

O奪群無荘 F「 は図版中焼土を示す。

○
:導華群 F「 は図版中炭化物を示す。

O】ヒ前遺跡の出土遺物は、仙台市教育委員会が一括保管している。

調 査 要 項

遺 跡 名 称 北前遺跡 (C-131)

所  在  地 仙台市山田字北前46-12

調 査 主 体 仙台市教育委員会

調 査 担 当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

担 当 職 員 佐藤洋 。斎野裕彦

調 査 期 間 昭和56年 9月 1日 ～12月 28日

調査対象面積 2,500ド

調 査 面 積 1,320∬

調査 参加 者 大場拓俊、大友透、松本仁、長谷川徹、内藤隆史、五十嵐康洋、高橋建一、樋

口賢一、諸沢暁、古川睦子、小野正康、八島浩一郎、阿部正規、真壁二郎、三

品雄一、石川俊英、本戸春夫、小原 ミツヨ、阿達成子、大里ちよし、沼田和子、

阿部とよ子、沼田スエノ、菅井マツ子、沼田すい子、阿部とめよ、千葉時子、

日黒和子、阿部貞子、柴崎清子、阿部あき子、阿部いしよ、阿部武志、阿部高

子、阿部とめよ、太田かつ子、大里美恵子、大久節子、小野俊子、小沼ちえ子、

加藤けい子、川村玲子、甲山静子、佐柏千圭子、佐藤ふみ子、佐藤よし江、庄

司よしみ、鈴木つや子、西村日出子、早坂みつえ、曳地いな子、沼田廣子、沼

田絹子、嶺岸光子、梶原洋、阿部朝衛、小川出、山田晃弘、石黒伸一朗、柿沼

敏朗、佐藤政人、山田しょう



第 ェ章 調 査 の 概 要

1.調査に至る経過

仙台市西部の山田地区は、近年まで畑地等に利用され追跡も比較的良好な保存状況を示して

いた。しかし最近の団地や宅地の造成に伴ない畑地も急速に姿を消 しつつあり、それと並行 し

て遺跡の破壊が進行 している。

今回の調査は、団地や宅地などの造成工事等によるものではなく、農地改良により遺跡が破

壊される危険が生じたためによるものである。当地区は畑として使用されていたが、天地返 し

により地表下 lmま で攪乱される事になったため、仙台市教育委員会では昭和54年 2月 に試掘

調査を行なった。その結果地表下20～30cmで遺構面となり縄文時代の遺物を出土し、また遺構

のプランも確認した。その後、本調査区南約200m位置する山田上ノ台遺跡が昭和55年度に調査

され、旧石器時代・縄文時代・平安時代にわたる複合遺跡であることがわかり、同じ丘陵上に

位置する北前遺跡はその関連性において重要視されてきた中で調査を行なうに至った。

2日 遺跡の位置と環境
仙台市内には、名取川およびその支流である広瀬川が東流 している。この河間の丘陵は蕃山

丘陵と呼ばれ、残丘の多い、起伏に富む丘陵 (370～ 100m)である。この丘陵の南部には、岩

頚と呼ばれる太臼山 (標高320.8m)が存在 し、仙台駅の南西約7.5kmに 位置 している。

この太白山から南東に丘陵がイ申び、この丘陵上には太白団地や日本平団地などの団地群が所

在 している。また、この丘陵は、名取川および太白山周辺に源 を発する焦川の河間にあり、さ

らに名取川の支流 によって 2つ に分離 されている。 2つ の丘陵には、それぞれ山田・鈎取付近

で段丘が連 なる。

この うち、北前追跡は西側の丘陵に運なる山田付近の段丘面上 (山 田面)にのっている。ま

た、昭和53年度に調査 し、前期旧石器時代の石器などが発見された山田上ノ台遺跡 も同一面上
,み わ   (注 )

に存在する。 しかし、この段丘面が地形学上、台ノ原段丘・上町段丘のどちらに属するかはまだ

決着 をみていない。

歴史的環境

仙台市南部には、名取川が形成 した扇】犬地および名取川左岸の青葉山段丘南側などに、多く

の遺跡群が散在 している。これらの遺跡群については、先に山口遺f亦 の報告書において指摘 し

たところである (佐藤洋 :1981兆 ここでは、北前遺跡周辺に限って述べることにする。

北前遺跡の南約200mに は、前期旧石器時代の文化層や縄文時代中期の集落跡などが検出さ

れた山田上ノ台遺跡 (第 1図 2)があり、さらに南狽1に は名取川が形成 した自然堤防上に清太
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第 1図 北前遺跡と周辺の追跡分布図

ミ

癸i

跡

号

追

番
遺 跡 名 所 腐 時 期

遺 跡

番 号
進 跡 名 所 属 期

旧石 器 (前 、後 X縄文 (早 、前 、中 )、 平 安 、江 戸

旧石 器 (前 、後 )、 縄 文 (早 、中 、後 )、
立 安 、江 戸 奈 良 平 安 中 世

青 葉 山 違 肋 掘 ノ 内 選 跡

縄文、平安

原  追  跡 占墳、奈良、平安

古 墳

坂 ノ 下 追 跡
|

養 町 古 墳

縄 文 奈 良 (末 )、 平 安 苦墳

人来 田 A遺 跡
|

縄 支 (中 )、 弥 生 (中 |

土 手内 横 穴 群 奈 良 、平安 (

縄 文 、 古 墳 、 平 安 平 安

人 来 田 C遺 跡
|

上 子 内 窯 跡 奈良 、平安

縄 文 、 古 墳 、 平 安 古 墳

卸 堂 平 逮 跡
|

砂 押 古 jFl

縄 文 奈 良 、平安

江 戸

町  逮  跡
|

教 塚 古 墳

縄文 (中 、後 )、 弥生、古IR、 奈良、平安

縄 文 (中 )、 奈 良 平 安

伊 古 田 退 跡

船 波 前 遺 跡 奈 良

奈 良 、 平 安

上  野   対巨  FJI 茶良  平安

八 幡 遺 跡 縄 文

奈 良 、 平 安 (?) 44文 (中 )

熊 野 堂 横 穴 群

鍛治屋敷 B追跡 平 密 岩 口 に 追 跡 古墳 奈 良 平 安

第 1表 北前遺跡と周辺の遺跡地名表



原西遺跡 (第 1図 21)、 清太原東 (第 1図 22)、 船渡前遺跡 (第 1図23)な ど縄文時代中期および

奈良、平安時代の遺跡が散在 している。また、先の船渡前遺跡では、弥生時代の包含層が確認

されている。東側では、裏町古墳 (第 1図 37)、 町遺跡 (第 1図 19)、 原遺跡 (第 1図35)な どの

縄文、古墳～平安時代に属する遺跡や縄文時代前期の集落跡 として知 られる三神峯遺跡 (第 1

図39)が散在 している。また、北側 には、古 くより旧石器時代の遺跡 として知 られる青葉山遺

跡 (第 1図 3)や今年度宮城県教育委員会が調査 を行った御堂平遺跡 (第 1図16)な どがある。

さらに、西側には先に指摘 した山田上ノ台遺跡や上野遺跡 (第 1図25)な どと同様 に広大の面

積 をもつ 、縄文時代が主体の人来田遺跡 (第 1図 11)、 さらに平安時代 を主体 とする羽黒台遺跡

(第 1図14)な どがある。 しかし、その内容が十分にす巴握 されている遺跡は数少ない。また、

歴史的変遷 をたどる場合、空白となる時期 も数多 く存在する。こうした状況の中で、今回の耳ヒ

前遺跡の調査は極めて意義深いものがある。すなわち、山田上ノ台遺跡の旧石器時代の文化層

を追認 したこと、ほとんど不明であった早期の住居跡 (集落跡)や前期末の土羨群 などを検出

した。 しかも、今回北前遺跡の調査 において検出された、縄文時代以後の各時期に渡る遺構 は

山田上ノ台遺跡 (仙台市教育委員会 :1980)よ り検出された遺構 と相互補完的な状況 を示 して

いる。段丘上における人間活動の変遷 を知 る上で貴重な発見になったといえるだろう。

注 仙台市内には、高位から青葉山段丘・台ノ原段丘・上野段丘・中町段丘・下町段丘の大きく5つの段

丘に分類されている。このうち、台ノ原段丘は南関東の下末吉段丘・武蔵野段丘に対比され、また、中

町段丘は立川段丘に対比されている。 (地団研仙台支部編 :1980)



3.調 査 の 概 要

調査は 9月 1日 より開始され、方位に合わせて調査区に6mグ リッドを設定した。東西ライ

ンを東から1～ 11、 南】ヒラインは北からA～ 」とし、耳し東杭 をグリッド名とした。グリッドは

さらに四分割 し北東区をaと し、時計まわりに以下をb・ c・ dと した。南東部は当初から攪

乱が及んでいたことが知られていたため、調査区 Fラ イン以南、 7ラ イン以東に幅50cmの トレ

ンチを入れ攪乱の範囲を確認し土捨て場とした。攪乱の及んでいない他の調査区については各グ

リッドの a区及び c区 をあけて遺構確認を行ない、状況 に応 じて拡張 した。また調査区が、昭

和54年度の調査で旧石器時代の文化層の存在が確認された山田上ノ台遺跡と同じ段丘上にある

ことから、本調査区においても旧石器時代の文化層の存在が予測された。このため調査区南東

部の各地形の縁辺に計 6ケ所の探掘 リトレンチを設定 し調査を行なった。

また、耕作土中に遺物が散乱していること、耕作土下20～ 40cmで火山灰層に到達することか

ら、全て手掘 りで行なった。

検出された遺構は竪穴住居跡12棟・竪穴遺構 1基・埋設土雫 1基・土渡69基・濤跡 8条・工

房跡 1棟であった。時代は縄文時代早期後葉、縄文時代前期末、縄文時代中期中葉、平安時代

江戸時代後半と各時代にわたるoさ らに旧石器時代の文化層も確認された。

特に山田上ノ台遺跡 と同様に旧石器時代の文化層が 2～ 3枚確認され、 2万数千年～ 3万数

千年前より以前の石器が20数点出土している。旧石器時代に関しては今回は文化層の確認の域に

とどまった。また縄文時代早期後葉の竪穴住居跡が8棟、土獲が10基確認され、志津川町の大

平館跡に次いで県内では 2番 目の集落跡の発見となった。竪穴住居跡 1棟 を除きほとんどの遺

構は調査区南側に集中する。中に1棟だけ大型の住居跡 も見られる。縄文時代前期末に属する

遺構は土墳だけであるが、北半部から西半部に分布 し、調査区北側中央に集中する傾向が見ら

れる。縄文時代中期では、長軸約7.5m程の大型の住居跡が検出された。他に平安時代の竪穴住

居跡、江戸時代後半の墓壊などが検出されている。遺物も各時期にわたり多量に出土 した。

調査は 4ケ 月間に及び、その間、11月 20日 には現地説明会を開き一般市民への公開の場とし

た。また、現地説明会の時点では旧石器時代の文化層は確認されていなかったため、新聞・テ

レビの報道によリー般公開の場とした。

調査終了は12月 28日 、埋戻しは1月 25～ 27日 に行なった。



第 2図 調 査 区 設 定 図



第Ⅱ章 層

D-3a区 の層位 を基本 として各層の概略とその成囚に

ついて述べることにする。調査区の基本的な層位は大 きく

4つ に分けられる。第 1層 の耕作土、第 2層 ・第 3層 のシ

ル ト質土層、第 4層 ～第 9層 の大山灰層、10層 ～15層 の砂

～粘土層である。第 1層 は約20cmの 厚 さで調査区全域 にみ

られるが、第 2層 。第 3層 は部分的な広がりを示す。特 に

調査区南東部は南に開 く1表 い谷地形 を呈 し、第 3層 はこの

谷部にしかみられない。第 4層 ～第 9層 の人山灰層は調査

区全域にわたってみられるが、第 7層 は部分的にしかみら

れない。10層 ～15層 の各層は、土色は明黄褐色、浅黄色、

灰黄褐色 を呈するが、浅黄色が多く、土性は砂～粘土とさ

まざまであるが、粘土質シル トと粘土が大半を占める。こ

こではこの10層 ～15層 を一括 して「浅黄色粘土質土層」 と

よぶ。「浅黄色枯土質土層」は調査区全域 にみられる。以上

の層の基盤は段丘礫層である。

当地区は名取川の旧河床面でありその時に堆積 したもの

が上述の段丘礫層である。名取川 が下刻に摯 じ河床 面 が

離水する (段丘化する)と 、当地区は支谷からの供給物質

(主 に砂・シル ト・粘土)の堆積の場 となる。この時堆積

した支谷起源の堆積物が「浅黄色粘土質土層」である。この

層の起源 となっているものは層相から判断 して当地区の北

側に分布 している軽石質凝灰岩 (旗立層)(地学団体研究会

仙台支部編 :1980)で ある。この層の堆積 には支谷の流水

が関与 してはいたものの、主な堆積はある降水強度以上の

降雨があった時に生 じやすかった と考 え られる。従 って

当地区が当時常に水の影響 を受けていたわけではなく、十

分に生活面になり得る状態であったと判断 される。

第 4層 ～第 9層 の人山灰層は降下火山灰層である。

第 1層 の耕作土・第 2層・第 3層 のシル ト質土層も「浅

黄色粘土質土層」同様に支谷起源の堆積物 と考えられる。
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第 3図 基本層序模式図
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6号住居

基本土層東西北壁セクション注記表 G-7～ G-9土層注記表

5号住居

東西断面図

-61 oo m

南北断面回

0        1m
ヒ 1 1」

36号土壌

1 ‖占褐色 10Y R% ,レ ト ローム を含 む。

-6100m

②
面 つ　＼的

一⑭
睛
一ｏ

4効
｀`ヽ

基本土層 南北東壁セクション (C-7～ F-7)注 記表

層イ立 J二 色 土   性 備 考

1 暗褐色    1 loY R% シルト 現耕作土

la 暗褐色 10Y R% ,レ ト 旧耕作土

黒褐色 10Y R% ,レ ト

3 Ⅲ占筒 已 75YR% ,レ ト

4 明掲色 75YR,イ
'レ

ト ローム漸移層

1 H肯褐色 10Y R% ,レ ト 炭化物 を少量含 むぅ
2 H音褐色 10Y R% シル ト

3 暗褐色 10Y R% ,レ ト

隅乱注記表
1 黒褐色 10Y R% ,レ ト

ユ 睡 10Y R% ,レ ト

ユ H晉褐色 10Y R% ,レ ト

2 褐 色 10Y R%
3 黄褐色 10Y R% シルト

4 褐 色 10Y R% シルト

5 にぶい黄褐色 10Y R% シルト

1 賭褥色 10Y R% シルト

G-10～ G-11土層注記表

1 弼 色 75YRウ イ ル ト   |ロ ームを多量合もヽ。
HI褐色 10Y R% ,レ ト

3 褐  色 10Y R% ,レ ト 暗掲色土帯状 に混入 ローム 多 It

4 Hζ褐色 75YR% シル ト ロームを多量に合む。

唇位 土 色 土   性 rfB
考

l ‖汁鶴色 1 10Y R% ,レ ト 耕作層
‖と褐色 10Y R% シル ト 旧耕作層

b ‖と褐色 10Y R 9F シルト

押二褐色 嘩 シルト

ll」 色 75YR% ラルト

鶴  色 嘩 ザレト ローム漸移層

貰褐色 10Y R% ル ト 軟質ローム
7 黄掲色 10Y R,`

'レ

ト 破 rイ ローム
7 黄掲色 10Y R% 粘土!fシ ル ト スコリア,小円礫をわずかに合む。
8 明黄弼色 10Y R 66 シルト ネH砂 を多量含む。

り!黄褐伯 R テる 砂r'1),レ ト 黒色粒子 (マ ンガン ?)を 少量合 む。
9 にぶ い黄色 25Y% lli土 すtシ ルト 〕色粒 (軽 石 ?)を 少量含むぅ
10 にぶい黄色 25Y% *Ih  f上 ヨ色傑 をわずかに合む。

1戎焚色 25Y%～ 完 粘土質 シ″ ト 細砂 を多重合 むか

1喪賞色 25YFて ～, ルトい砂 わずかに小卜J礫 を合む
1支 賛伯 25Yアぉ～% シルト賞砂 砂 iAH督

G-6～ G-7土 眉注記表
1 穀  色 10Y R% ,レ ト 明黄tFJ色 ブロ ック 粒子 を含む。
2 褐  色 10Y R% 明黄褐色 ブロ ック 粒子 を全体 に合む。
3 暗褐色 10Y R% ,レ ト 明黄褐色粒子 を多量 に合む。
4 暗褐色 10Y R%

'レ

ト 層下部 に明黄褐色 ブロ ック・約子 歩合す|^

5 鶴 色 10Y R%
'レ

ト 全体 に明黄 FF」 色 ブロ ック・粒子 を合む。
6 暗 trJ色 10Y R% テレト 全体 に明黄弼色 プロ ック・粒子 を含む。
7 黄tF」 色 10Y R% シル ト 暗問色 ブロ /ク を合む。
8 暗褐色 10Y Rう シルト 明貢鶴色 ブロック・粒子 を少量合む。
9 暗簡色 10Y R九

'レ

ト 明 責鶴色 ブロ ック・締 子 々全体
「

会

暗 鶴色 10Y R e ル ト 明黄掲色 ブロック・締子 夕/1/h目 合すェ
~~

暗 FgJ色 10Y R%
'レ

ト 明黄 tFJ色 ブロ ンクを少量合む :

暗褐色 10Y R% ,レ ト 明黄褐色 ブロ ックを少量含む。
暗掲色 10Y Rジイ ンル ト 明黄 TI・色粒子 を微量含むハ

G-4～ G-6土層注記表

1 腸  色 10Y R% シルト 明黄褐色土粒子 を合む。

2 fF」 色 75YR兆 シルト

3 開  色 75YR% ,レ ト

4 閥  色 75YR% ンルト

5 暗褐色 10Y R% ,レ ト

6 暗褐色 10Y R% シル ト

7 黄褐色 10Y R% シル ト

8 掲  色 10Y R% シルト

9 暗 褐色 75YR% シルト 明黄鵜色土ブロンクを少量含む。
褐 色 10Y R% シルト 明黄 tg」色土 を少量含む。

褐 色 10Y R% ンルト

12 暗褐色 10Y R/6 ン
'レ

「 明責衡色土 ブロ ックを多量 合む。

13 明槻色 75YR% 粘土質 シル ト ほとんどロームプロック

14 褐  色 75YR% シルト 明赤fa」 色主FiI十 を多量に含む。
賠 TF」 色 10Y R% シルト 黄掲色土粒子 を多量 に含む。

貯褐色 10Y R差 ンルト 明偶色土 ブロ ックを少量 合む。

第 4図 調査区基本層位 (東西・南北断面図)
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なお昭和55年度に調査 された山田上ノ台遺跡で段丘礫層上に堆積する第13層 、第15層 ～第32

層 (仙台市教委 :1981)は 、当地区の「浅黄色粘土質土層」と同一起源の層と判断される。また、

当地区ののる段丘面については上町段丘に比定する説 (田 山 :1933・ 中川 :1960。 1961)と 台

ノ原段丘に比定する説 (中 田他 :1976)の 両説がある。山田上ノ台遺ffalでは段丘礫層の標高が

50～ 55m、 当地区では59～60mと 、 5～10mの標高差があるが両者間に明瞭な段丘崖は認めら

れないため両者は同一段丘にのるものとして捉えられる。

以下各層について記述するが、「浅黄色粘土質土層」の各層は層相変化が顕著であると見られ

るので、これらの各層をトレンチ間で対比を行なうのは困難である。このため10層 以下は各 ト

レンチごとにそれぞれ記述した。

第 1層  10Y R%暗褐色シルト。耕作上である。この層は、さらに2層 に細分される。上部

の層は現在の耕作土であり、下部の層は堅緻で小礫や磁器等を含む。この下部の層

は、およそ江戸時代以降に形成されたものである。また、調査区のほぼ全域にわたっ

て、 2層以下まで芋穴が穿たれている。また、 Eラ イン以南、4ラ イン以束は削平

を受けている。

第 2層 10Y R%黒褐色シルト。この層は、調査区東部に存在し、北部の上羨が密集する地

区から、調査区東南部にかけてみられる。縄文時代早期～中期にかけての遺物が出

土している。平安時代以降の遺構は、この層を掘 り込んでいる。また、極めて狭い

範囲ではあるが、F-4区 からG-5区 にかけての一部とB-4区 に黒色砂質シル

ト (7.5Y R1/)が認められた。この黒色土中から、土師質土器 (江戸時代)が出土

している。

第 3層  10Y R%H旨 掲色 シル ト。円礫、亜角礫、炭化物 を含む。この層は、調査区南束部の

縄文時代早期の住居群の分布範囲に限 られる。早期の土器、石器等が出土すること

から、縄文時代早期の包合層である。

第 4層  10Y R%褐色 シル ト質粘土 (火 山灰層)比較的軟質で、粘性は弱い。径約 l cmの 硬

質ロームブロックを含む。本の根の攪乱が多い。

第 5層  10Y R%黄 褐色 シル ト質粘土 (火 山灰層た しまりがあり、粒子は細かく、白色の微

粒子やパ ミス (2～ 3 cm)を わずかに含み、粘性は弱い。この層の上面からは旧石

器時代の石器が出土 している。

第 6層  10Y R%黄掲色 シル ト質粘土 (火 山灰層た第 5層 と比較すると、しまりはさらにあ

り、白色微粒子や岩片 (0.5～ 1.Ocm)を わずかに含む。この層の上面からは旧石器

時代の石器が出土 している。

第 7層 10Y R%明 黄褐色砂質シル ト (火山灰層兆この層は「川崎スコリア層」 を含む回結
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明黄褐色   loY R% シ ,レ ト質米占土 マ ンガ ン斑 が明瞭に見 られる。

明黄凋色 10Y R% シル ト質粘土 マ ンガ ン斑・酸化鉄斑 入 る

ヱ妄難 25Y% 粘  土 マ ンガ ン斑若千 入 る

平妄誕 25Y% 粘  土 マ ンガ ン斑 ″13よ り多 く含 む

4 1表難 25Y% 粘 土 紗っぽい粘土。

5 ヱ妄絶 25Y% 砂質 シル ト マ ンガ ン斑・小礫 を者千 合 む。

D-3a区東壁

層 位 土   ‖VI 偏 考

明黄凋 色   loY R% シル ト質粘土 マ ンガ ン斑 が明瞭に見 られ る。

明黄濁色 10Y R% シル ト質柏土 マ ンガ ン斑・酸化鉄斑入 る。

2 25Y号 粘  土 ガン斑若千 入 る

3 25Y 粘   土 マンガン斑を13よ り多く含む。
4 ギ麦難 25Y% 粘   土 砂 っぽい粘土

1表艶 loY R% 砂質 シル ト マ ンガ ン斑 .′卜礫 を者十 含 む h

E-8a区北壁

層 位 土    色 土   性 備 考

浅 黄色  125Y% シルト 酸化鉄斑含む。

西  壁
G-8a区西壁

層 位 土 色 土   性 備 考

にぶい黄色  | 25Y% 粘  土 臼色粒 をわずかに含 t」 。

ー

25Y7/R 粘土質 シル ト 細砂 を多量含む。

ヱ妄難 25Y握 シル ト質砂 わずかに小円礫を含む。

,表艶 25Y% 砂 礫

F-5b区北壁

岩片,マ ンガン

マ ンガン斑 多量 に含む。

片.マ ンガン斑含 む。

小礫 少量 含 む。 マ ンガン斑 合 む

酸 化‖j分 呼 状 に入 る。

小礫 ,マ ンガ ン斑 合 t.。

F4多 量 含 む。

―
可

第 5図 深掘リトレンチ断面図(1)
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層位 土 色 土  性 備 考

明黄褐色 10Y R%
'レ

ト 酸化鉄斑 若千含む。
にない黄Fgkt 10Y R% 自色粒子・酸化鉄斑 多量含む。
1表難 25Y% 格  土 マンガン斑若干含む。酸化鉄斑 多量含む。
1安 絶 ЮY R% 粘  土 小礫含む。 縞状 に談化鉄含む。

浅黄色 25Y 粘  土 自色粒子看千 含む。

1麦難 25Y% 枯土質シル ト 礫多量含む。

-9a優こJヒ !

暫位 土 色 土   性 備 考

明黄絶 loY R% シル ト 酸化鉄斑者千含む。

11 了妄難 25Y% 粘  土 マンガン妊若干含む。酸化鉄斑 多量含む

10Y R% 粘  土 小礫含む。 しま状に酸化鉄含む。

14 ,麦 部 25Yな 粘土質 シル ト 際 多量 含 む。

冒位 土   性 傭

11 になぃ黄褐色 10Y R% シルト質粘土 自色粒子・酸化鉄斑 多量含む。

ヱ麦絶 25Y% 格  土 マンガン斑者千含む。酸化鉄斑 多量含む。
12 ヱ麦範 10Y R% 粘  土 小礫含む。 しま状に酸化鉄含む。

褐  色 75YR% 粘土質ンル ト カーボン粒 白色粒子 をまばらに含む。
b 鶴  色 ЮYR% 小礫 自色粒子をまばらに合む。

黄褐色 ЮY R% 粘土質シル ト マンガン斑・黄埒色土粒を多量に合合。
d 黄掲色 10Y R% 粘土質 シル ト マンガン斑を多量に,黄也土粒をまばらに合む。

褐  色 10Y R% 格土質シル ト マ ンガン斑 ,黄燈色上粒 を多量 に含む。

I-5b区北壁

-9a

層位 土 色 土  性 備 考

明蓑色 10Y R% ンルト 白色粘土 を多量に合む

11 1完誕 25Y% ,レ ト質粘上 砂・酸化鉄 を含む

12 1安絶 25Y% 粘  土 酸化鉄 を含む

13 1表鎚 5γ  % 粘  士 2層 より砂っぽい。

[4 橙 色 75YR% 粘  土 酸化鉄 を含む

灰臼色 5Y % 粘  土 円礫 を多量に含む^

I曳 :夕ξl:!〕 25Y% ンル ト質砂 マンガンを微量合む
17 明黄褐 25Y隊 シル ト質砂 小礫を含む

第 6図 深掘 リトレンチ断面図12)



部に相当する。「)H崎 スコリア層」は、蔵王起源と推定され、その噴出年代は14c年

代で31,500± 争13)8年 BP,(TH-365)か ら26,240± li二 88年 BP,(TH-309)

の間のある時期とされる(板垣他 ■981)。 この層は発掘区毎に異っており、まったく

存在しない場所、層厚約 4 cmの スコリア層を伴なっている場所、スコリア層が痕跡

的に残っている場所など様相を異にしている。なお、この層は永野火山灰層 (中川

他 :1960)の基底部に相当する。

第 8層  10Y R%褐色シルト質粘土 (火山灰層 )。 粘土化が進み堅緻である。クラックが発達

している。岩片 (0.5～ 1.Ocm)を 多量に、マンガン斑をわずかに含む。この層の上

面には明瞭な風化帯が形成されている。

第 9層 10Y R%黄褐色シルト質粘土 (火山灰層)。 粘土化が進み第 8層 よりさらに堅緻であ

る。第 8層 と同様の岩片およびマンガン斑を多量に合む。この層の上面からは旧石

器時代の石器が出土している。

(D-3a区 )

10層  10Y R%明 黄褐色シルト質粘土。しまりがあり、0,2～5,Ocmの 風化礫を多量に含む。

マンガン斑が多量に含まれ、部分的に砂を含む。

11層  10Y R%明 黄褐色粘土質シルト。しまりがあり、粘性が強 く、部分的に砂が入る。マ

ンガン斑、酸化鉄斑を含み、小円礫 (0.1～ 2.Ocm)も わずかに含まれる。

12層  2.5Y%浅 黄色粘土。しまりが非常にある。堅緻である。明黄褐色土(2.5Y%)が斑状に混

入し、マンガン斑をわずかに含む。

13層  2.5Y%浅 黄色粘土。しまりが非常にある。堅緻である。明黄掲色土(2.5Y%)が全体的に

含まれ、細砂、マンガン斑を多量に合む。

14層  2.5Y%浅 黄色粘土。しまりがあり、黄色粘土 (2.5Y%)を 一部に合む。13層 に比較

すると、かなり砂質となる。

15層  10Y R/浅黄色砂質シルト。しまりが非常にあり、黄橙色砂 (10Y R%)を 含み、マ

ンガン斑、小礫 (0,2～ 2.Ocm)を わずかに含む。この層の上面より、旧石器時代の石

器が出土している。

(E-8a区 )

10層  2.5Y%浅 黄色シルト。しまりがあり、粘性は弱い。明黄褐色土 (10Y R%)を 一部に

含み、マンガン斑、酸化鉄斑、石英粒がわずかに含まれる。

(G-8a区〉

10層  2.5Y%に ぶい黄色粘土。しまりが非常にある。白色の粒子、小礫 (約1.Ocm)が わず

かに含まれる。



11層 2.5Y%浅 黄色粘土質シルト。しまりが非常にあり、粘性は弱い。細砂を多量に含み、

マンガン、白色の小礫 (0.5～ 1.Ocm)がわずかに含まれる。

12層  2.5Y%浅 黄色シルト質砂。11層 に比較すると、砂粒は粗 くなる。小円礫がわずかに含

まれる。

13層 砂礫層。マ トリックスは、12層 と共通するシルト質砂である。礫はかなり風化を受け

た最大約20cmの 円礫・亜角礫である。

(F-5b区〉

10層 2.5Y%浅 黄色粘土。 しまりが非常にある。一部に酸化鉄斑 (10Y R%)が含まれ、

下部においては帯状となってみられる。マンガン斑を合み、岩片 (1～ 2 mm)が多量

に含まれる。

11層  10Y R%明 黄褐色シルト。しまりがあり、粘性は弱い。一部に明黄褐色粘土 (2.5Y%)

を含み、マンガン斑 (0.2～0.3cm)が 多量に含まれる。

12層 2.5Y%浅 黄色粘土。しまりが非常にある。マンガン斑 (0.5～ 1.Ocm)を 縞状に多量に

合み、岩片が少量合まれる。

13層 2.5Y%浅 黄色粘土。しまりが非常にある。一部に黄橙色砂 (10Y R%)を 含み、マン

ガン斑、小礫 (約1.Ocm)がわずかに含まれる。

14層  2.5Y%灰 黄褐色粘土。 しまりがあり、上下に黄橙色酸化鉄 (10Y R%)が帯状に入る。

15層  2.5Y%浅 黄色砂。しまりはあるが、粘性なし、小礫、マンガン斑をわずかに含む。

15層 は西壁で14層 と16層 の間に一部みられる層である。

16層 2.5Y%浅 黄色砂。しまりはあるが、粘性なし。一部に黄橙色酸化鉄 (2.5Y%)を合

み、礫 (1.0～ 15.Ocm)が多量に合まれる。

(I-9a区 〉

10層  10Y R%明 黄掲色シルト。しまりはあるが、粘性は弱い。酸化鉄斑がわずかに含まれる。

11層  10Y R%に ぶい黄橙色シル ト質粘土。 しまりがある。堅緻である。白色の粒子、酸化

鉄斑が多量に合まれる。

1l a層 2.5Y%浅 黄色粘土。しまりがある。堅緻である。マンガン斑、白色粒子をわずかに含

み、酸化鉄斑を多量に合む。

12層  10Y R%浅黄色粘土質シルト。しまりがあり、粘性が強い。小礫 (1～ 3 cm)を 合み、

一部に酸化鉄斑を含む。

13層 2.5Y%浅 黄色粘土。しまりは良好である。白色の粒子 (0.5cm)を わずかに含む。

14層  2.5Y%浅 黄色粘土質シルト。しまりがあり、粘性が強い。円礫 (1～15cm)が 多量に

含まれる。



(I-5b区 )

10層  10Y R%明 黄褐色シルト。しまりはなく粘性は強い。白色の粘土を多く含む。

11層  2.5Y%浅 黄色シルト質粘土。しまりがあり、粘性が強い。砂粒、酸化鉄、白色の岩片

を混入する。

12層 2.5Y%浅 黄色粘土。しまりがあり、粘性が強い。砂粒、酸化鉄が混入するものの11層

よりは少ない。

13層  5Y%浅 黄色粘土。しまりがあり、12層 より砂質である。

14層  7.5Y R%橙色粘土。しまりがあり、酸化鉄を縞状に含む。

15層  5Y%灰 臼色粘土。円礫 (3.0～ 5,Ocm)を 多量に含む。

16層 2.5Y%浅 黄色シルト質粘土。しまりがあり、粘性は強い。風化礫 (約3.Ocm)を わず

かに合み、マンガンが含まれる。

17層 2.5Y%明 黄褐色シルト質砂。しまりはあり、粘性は16層 より弱い。風化礫 (3～ 5 cm)

がわずかに合まれ、この層の上面からは旧石器時代の石器が出土している。

注 1.下刻 :河流がその底面を低下させるような垂直下方に向かって働きかける侵食作用

注 2.降水強度 :単位時間当りの降水量           (町 田lt編 :1981に よる)

61,00m―

61,lXl m―

59,lXl m― ――

E-8a区

○で囲まれた層は各トレンチ間で層の対比のできない

ものを示した

第 7図 深掘 リトレンチ柱状図
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第Ⅲ章 遺 構 と 遺 物

1日 遺物の分類基準

遺物の分類基準は、遺跡から出土 した遺物が、旧石器時代から江戸時代の各時代にまたがっ

ているため、同一基準で分類するのは不可能である。したがって、各時代毎に遺物の性質によ

って分類した。縄文時代以後の遺物に関しては、縄文時代は型式毎に「群」 として扱い、平安

時代以降については、時代別に「群」として分類している。また、江戸時代に関しては、そう

した表現はとっていない。

第 1群土器

本群は、貝殻腹縁文および沈線文を合わせ持つものを扱った。しかし、本群に属する土器は

わずかに回縁部破片 2点であるため、類型化は困難である。

第 2群土器

本群は、いわゆる縄文条痕土器を一括 して扱った。本群土器は、すべて破片であるため、全

体の器形を知 り得るものがない。 しかし、各部位毎の破片から判断すれば、およそ口唇部付近

がやや外反し、体部がやや張る砲弾形の尖底深鉢形が基本になると推定 される。口縁謝
`は

、日

唇部に刻目や縄文等を施すものがあるが、平縁が基本となり、わずかに波状口縁のものが 1点

存在する。また、底吉[は尖底以外に、平底 (揚底)が 1点存在する。すでに述べた通り、すべ

てが破片であるため、土器の部位毎に分類を行った。すなわち、口縁部・体部・底部付近のも

のを、それぞれ 1類、 2類、 3類 とした。土器全体の属性は、これら1～ 3類の組合せによっ

て構成されるものと考えられるが、今回の出土土器では、それらを明確にすることはできなか

った。

1類、本類は、日縁部破片を一括して扱った。

a.口唇部に刻目あるいは刺突が施 され、口唇部直下に刺突のある隆帯をめぐら

し、隆帯の下位に幾何学的な沈線文を施文するもの。

b.aと 基本的には同一であるが、日縁部文様帯の地支として条痕文が施 される

もの。

c.aと 基本的には同一であるが、口縁部文様帯の地文として縄文を施文するも

σ )。

d.口唇部に刺突 を施 し、口縁部文様帯に幾何学的な沈線文 を施文するもの。

口縁部文様帯以下は縄文が施文 され、文様帯 と体訂
`文

様は側面圧痕によって

区画 されている。口唇部直下には、隆帯が認められない。

e.口唇割;に 縄文 を施 し、日縁き[は地文に条痕文、さらに幾何学的な沈線文を施



文するもの。

f.地文に条痕文を施文 し、さらに幾何学的な沈線を施文するもの。

口唇部には、特徴を持たないものや、欠損していて特徴の不明なものも扱っ

ている。

g.口縁部文様帯と体部文様を細隆帯で区画するもの。

h.口縁部の内外に糸亀文が施文されるもの。

口唇部に束U突 をもつものもある。

i.羽状縄文を施文するもの。

j.内外ともに無文のもの。

2類 .本類は、体部破片を一括 して扱った。

a.外面に縄文、内面に条痕文を施文するもの。

b.外面に縄文、内面に無文あるいは擦痕の認められるもの。

c.外面に縄文、条痕文、内面に条痕文が施文されるもの。

d.内外面に縄文が施文されるもの。(1類 hの 可能性も考えられるが、便宜上区

別して扱った。

c.外面に羽】犬縄文が施文され、内面は無文となるもの。

f.外面に幾何学的な沈線文を施文するもの。

g.地文に条痕文を施 し、幾何学的な沈線文を施文するもの。

h.半我竹管による連続刺突文と斜格子状沈線文を施文するもの。

i.内外面ともに条痕文を施文するもの。

i.内外面ともに無文のもの。

3類 .本類は、底部付近のものを一括 して扱った。本類には、尖底のものと平底 (揚底)

の 2形態が存在する。このうち平底のものは、わずか1点だけである。

a.外面に縄文を施文する尖底のもの。

内面は無文であるが、中には擦痕のつくものも存在する。

b。 外面に縄文、内面に条痕文を施文する尖底のもの。

内面の条痕文は縦方向となる。

c.外面に縄文、内面は無文となる平底のもの。

底面に条痕文が施文されている。



第 3群土器～第 5群土器は器形により類別、さらに分類可能なものについては文様帯、文様

施文要素、文様要素により種別 した。文様は器面に施 される装飾性のすべてであり、文様要素

とは文様 を構成する基本的要素 とし、文様施文の際に器面に対 してなされる断面形態要素 を文

様施文要素とした。また文様帯は一定の上下幅 をもち器面 を全周する文様構成帯として把 え、

頚部 に文様が全周するものは特に頚部文様 として扱った。

口縁部文様帯 をA、 頚部文様 をB、 胴部支様帯 をCと し、文様施文要素は1.沈線文、2.貼付

文、3.刺突文、4.隆帯、5.隆帯十沈線文、6.隆帯十刺突文、7.圧痕文とした。各種文様要素 を

以下に示す。

1.沈線支 1.山 形沈線文、2.斜行沈線文、3.横位沈線文、5.馬蹄形沈線文、6.連続弧状沈線

文、7.弧状沈線文、8.直 曲沈線文、9。 棘状文、 lo。 楕円文、11.縣垂文、12.逆

「 U」 字文、13。 「 C」 字文、

2.貼付文 1.コ ブ状貼付文、2.ボ タン状員占付文、3.棒状貝占付文、4.細 い粘土紐による渦巻文、

5.細 い粘土紐による弧状文、6.細い粘土紐 による幾何学貼付文

3.刺突文 1.円形刺突文、2.連続刺突文、3.連続押 し引 き刺突文

4.隆 帯 1.横位隆帯、2.弧状隆帯

5。 隆帯十沈線文 1.隆帯十山形沈線文、2.隆帯 と沈線 による渦巻支、3.隆帯 と沈線 による曲

線文、4.隆帯 と沈線による直線文

6.隆帯十刺突文 1.隆帯十連続刺突文、2.隆帯十連続押 し引 き刺突文

7.圧痕文 1.縄支原体による側面圧痕文

第 3群土器

第 10図 縄文土器器形模式図

1類  Aタ イプ

ロ縁部が外反 し胴部がややふ くらむ深外形土器である。最大径は国縁にある。口縁は波状 を

なすものもあるが、平縁の方が多く突起 をもつものがある。日縁吉卜は肥厚するものが多くまた

複合口縁 をなすものもある。国縁部文様帯の上下幅が狭 く頚部に段 を有するものもある。



1種

文様帯は頚部で区画 され口縁部 と胴部に二分 される。頚部文様 をもつものがある。 さらに文

様帯が貝占付文や縦位沈線文により口縁部・胴部共に 4区画 されるものがあるが】同部 に支様帯 を

もつものは少ない。口縁部は無文であり、地文は胴部 には横位綾絡文・単節斜行縄文が施 され

薄 く撫で消 してあるものもある。地文の不明なものが多い。文様は縦位・横位・斜めの沈線文

を基調として構成 されている。山形沈線文により特徴づけられる。胎土は粗く、角礫凝灰岩粒

及び砂粒の混入が顕著である。

2種

文様帯は頚部で区画 され口縁部 と胴部に三分 されるが、頚部文様は認められない。国縁部は

無文であり、地文は胴部 には単節斜行縄文が施文 されるが薄い撫で消 しについては不明である。

日縁部文様帯は横位沈線文と連続縦位弧状沈線文 を基調 とする。胴部下半の文様は不明である。

胎土は極めて粗く、角礫凝灰岩粒及び砂粒の混入が顕著である。

2類

器形は口縁部が外傾 し頚部でわずかに屈曲、胴部はほぼ直線的に外傾する深鉢形土器である。

最大径は国縁にある。第50図 1、 1点 である。口縁は平縁であり口縁部は肥厚 していない。

文様帯は頚部で区画 されるが口縁部文様帯だけであり胴部に文様帯はない。口縁部は無文で

あり、地文は胴部には単節斜行縄文が施文 されている。薄い撫で消 しが行なわれている。胎土

は粗 く、角礫凝灰岩粒及び砂粒の混入が顕著である。

3類

器形は口縁部が外反 し頚部で屈曲、あるいはくびれ、胴部でふ くらむ深鉢形土器である。最

大径は胴部にある。口縁は波状 と平縁がある。日縁部は肥厚するものが多く複合口縁 も認めら

れる。口縁端内面に段 をもつものがある。第 2種 には四波状口縁 を呈するものが多い。

1種

文様帯は頚部で区画 され日縁部 と胴部に三分される。頚吉語文様 をもつものがある。 さらに支

様帯が貝占付文や縦位沈線支により回縁部・胴部共に 4区画 されるものがある力羽同部に文様帯 を

もたないものもある。口縁部は無文であり、地文は胴部には横位綾絡文・単節斜行縄文が施文

され、薄 く撫で消 してあるものが多い。文様は縦位・横位・斜めの沈線文 を基調 として構成 さ

れる。山形沈線文により特徴づけられる。胎土は粗く、角礫凝灰岩粒及び砂粒の混入が顕著で

ある。 1類 1種 にほぼ共通する文様帯 をもつ。

2種

文様帯は頚部で区画され口縁部と胴部に三分される。第54図 2、 1点 だけである。頚部支様は

認められない。器面の崇U落 が著しく地文は不明である。日縁部文様は横位沈線文を基調として



しゝる。

4類

器形は口縁部が外反 し頚部でくびれ胴部は上半がややふ くらみをもつが中位でくびれ下半が

円筒状 を呈す深鉢形土器である。胴部下半はやや内弯気味に立 ち上がる。最大径は口縁部 にあ

る。口縁は平縁で口縁部の肥厚は顕著ではない。

文様帯は胴部上半に認められるが、地文だけのものもある。地支は横位綾絡文・単節斜行縄

文が施文 され薄い撫で消 しのなされるものもある。文様は山形沈線文・山形連続刺突文が施文

されているものがある。胎土はやや緻密であり角礫凝灰岩粒の混入は少ない。

5類

器形は口縁部が内弯気味に外傾 し頚部で屈曲 し胴部上半がふ くらむ深鉢形土器と考えられる。

胴部下半については不明であるが、球形の胴部 が底都へむけてしだいにすぼまっていくものと

3類のように円筒状 を呈する2形態があると考えられる。最大径は口縁あるいは胴部 にある。

口縁は平縁であるが突起 をもつものもある。口縁部の】巴厚するものが多い。

1種

文様帯は頚部で区画 され口縁部 と胴部 に三分 されるが、日縁部が無文帯のもの、胴部に文様

帯 をもたないものがある。地文は日縁は無文であるが単節斜行縄文が施 される場合もある。胴

部には横位綾絡文・単節斜行縄文が施文 され、薄い撫で消 しがなされるものが多い。文様は縦

位・横位・斜めの沈線文を基調 としている。胎土は粗く、角礫凝灰岩粒及び砂粒の混入が顕著

である。

2種

支様帯は頚部で区画 され口縁部 と胴部 に三分 されるが、口縁部 と胴部上半の文様要素が同一

である。細い粘土紐 による幾何学貼付文を施文 しているものである。胎土は粗く、角礫凝灰岩

粒の混入が顕著であるが砂粒はほとんど含まれない。第55図 9、 1点だけである。

6類

器形は日縁から底部 までわずかに外傾する円筒形の深鉢形土器と考 えられる。第52図 1、 1点

だけである。胴部上半が残存 している。最大径は口縁 にあり、平縁である。地文は無節斜行縄

文である。支様帯はなく、日唇に隆帯 をめぐらせ口縁部 を】巴厚 させ、隆帯上に4ケ 所コブ状買占

付文を配 してある。胎土は緻密で、砂粒の混入は少ない。

7類

器形は日縁部がやや内弯 し、胴部上半は外傾する深鉢形と考えられる。第55図 12、 1点だけ

である。胴部下半については不明である。日縁は平縁であるが山形突起を有する。最大径 は胴

部上半にあると考えられる。



文様帯は頚部で区画 され口縁部 と胴部 に三分 されるが、隆帯十連続押 し引き刺突文という文

様要素は口縁部・胴部 に共通する。胎土は緻密で、砂粒の混入は顕著ではない。

8類

類別が困難な土器破片である。

第 4群土器

1類

器形は口縁部が強 く内弯 し頚部でくびれ胴部がややふ くらむ深鉢形土器である。復原はでき

なかったが第56図 1～ 6の一括出土遺物である。最大径は国縁 にあり、平縁である。

文様帯は頚部で区画 され口縁部 と胴部 に三分される。地文は口縁部・胴部共に単節斜行縄文

が施文 される。文様は口縁部 には隆帯 と沈線 による渦巻文・曲線文が、胴部 には直曲沈線文が

施文 される。胎土は緻密であり砂粒の混入は顕著でない。

2類

類別が困難な土器破片である。

第 5群上器

1類

器形は第 4群 1類土器とほぼ同形である。第62図 1、 1点だけである。最大径は口縁にあり、

平縁である。

文様帯は頚部で区画 され口縁部 と胴部に三分される。頚部文様が認められる。地文は口縁部

は楕円形の中に単節斜行縄文が施文される。胴部は不明である。文様は日縁部・胴部共に隆帯

と沈線による渦巻文・曲線文 を基調としている。胎土は粗く、砂粒の混入は少ない。

2類

器形は日縁部が外反 し頚部でくびれ胴部がややふ くらむ深鉢形土器である。頚部文様 をもつ

ものがある。最大径は日縁 にある。日縁は平縁が多く突起 をもつものもある。

1種

文様帯は頚部で区画 され日縁部 と胴部に三分 される。地文は単節斜行縄文が施文 されるが、

胴部の沈線区画内に認められるにすぎない。文様は口縁部が隆帯 と沈線による渦巻文・曲線文・胴

部には沈線 による楕円文・縣垂文・逆「 U」 字文などが施文 される。月台土は緻密で砂粒の混入

は少ない。

2種

文様帯は胴部 に認められる。日縁部は無文である。地支は 1種に同 じである。文様は沈線

による楕円文・縣垂文などが施文 される。胎土は緻密で砂粒の混入は少ない。



3種―

地支だ1す のものである。第641図 1である.単節斜行縄凍|が施東される。胎土はやや粗ぐ砂粒

の温入は少ない.。

3類

類別が国難ユな主器破片であるも

第6離土器

1類

主師器邪であるゎ平感であ|る 。体部から1口霧にかけてはやや内菅気味 |こ外懐するものと鵡

的に外傾するものがある。ロタロ成形であり、回転系切りによる切り離し後底部に回転ヘラ調

整が施されるが糸Jり痕はlIと んど残つていない。

外面にはナデ●内面はヘラミがキ後黒色処理が施されている。静±1ま鱗 である。

2-類

土師器甕である。日脚 破片の|た め全体の器形↓鎌Hり 得ないo漂郡で強く外屎、日謡 で■

方本立ち上が4-。 商書印よ長讀彰をなすものを考.た られる。ロタロ「成彦であり、内外面ともナ
ー
デ

が施きれる。

なお、ここでの半縦竹省は1半裁竹答そのものではなく、1半裁竹管状の工県をいう。
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2)縄文時代の石器

石器の分類は本来、形態的・技術的な属性を抽出し詳細な分析 を経た後に行なわれるべきで

ある。しかし本報告書では、時間的制約によりその検討を加えることができなかったので、不

充分ではあるが、とりあえず以下の定義に基づき分類し、集計を行なった。

石鏃 :尖端部の作出が明確で、基部及び両側縁の整形がなされた小形の三角形を基本とする打

製石器

尖頭器 :一 ないし二尖端を作出した長く細身の左右対称の打製石器

石匙 :ノ ッチを入れることによって作出されたつまみを有し、それ以外の部位に連続する二次

加工を施 し刃部を形成 した打製石器

ヘラ状石器 :基部が狭 く刃部の広い、ほぼ左右対称に整形 した縦長の打製石器

スクレイパー :縁辺に連続的な二次加工を施すことによって刃部を形成した打製石器

石錐 :錐状の尖端部を作出し、石鏃・尖頭器・石匙の定義にあてはまらない打製石器

ピエス・ェスキーュ :両極加撃の痕跡 を有し、ニケー対の潰れ状の刃部を有する打製石器

打製石斧 :ヘ ラ状石器より大型でやや細身の、ほぼ左右対称に整形 した打製石器

釣針形石器 :釣針の形をした打製石器

二次加工のある剣片 :二次加工が部分的に施 されたまJ片

微細景J離痕のある景」片 :縁辺に沿って連続もしくは非連続な微細景」離痕を有する劉片

刹片 :象U片 と砕片とは本来分離されるべきであるが、その基準を明確に設定 しえなかったので

ここでは両者を分離せずに系」片として分類した。

礫石器 :礫 を素材とした、使用によると考えられる痕跡を有する石器の総称。その痕跡の種類

・形ガ犬・程度によって糸日別される。

凹石 :凹部のみのある礫石器

磨石 :磨面のみが認められる礫石器

敲石 :敲打による損傷を有する礫石器

上記の三種の痕跡が複合 している礫石器については「凹+磨」、「磨十敲」等のように表現

した。

板ガ犬磨石 :板状の礫を素材とした、磨面が広 く認められる礫石器

石皿 :一般に扁平な礫を素材とし、ややくばんだ磨面が広 く認められる礫石器

砥石 :磨面が完全に磨滅 し、小さな凹凸さえなくなった礫石器

いわゆる「折断調整石器」については、その認定方法についての充分な検討を成し得なかっ

たので分類は行なっていない。従って二次加工のある象U片 、微細象J離痕のある鉄」片・象U片 の中

に合まれる。



2日 旧石器時代の遺物
本追跡では、基本層序の第 5層 。第 6層 ・第 9層 、D-3a区 での15層 、 I-5b区 での17

層の各層上面から旧石器時代の石器が出土 している。 さらに、 1-9b区 東壁に確認 された第

6層 上面からの落ちこみ内埋土上面からも旧石器時代の遺物が出土 している。また縄文時代の

包合層・遺構埋土・表土等から出土 した石器の中にも旧石器時代に属すると考えられるものが

存在する。以 下、各石器群について層位的に古い順に出土状況 を説明する。

(1)出土状況

D-3a区 15層 と I-5b区 17層 の層位的上下関係は、基本層序の項で述べたように対比が

困難な状況のため、便宜的にD-3a区 から記載する。

D-3a区 15層上面出土の石器群 (第11図、第13図、第141図 、写真 1-3～ 7)

D-3a区 の北半部1.5× 3mの 範囲を深掘区とした。径約 lmの 円内の しかも円周寄りに並

ぶ状態で石器が 5点 出土 している。いずれも層理面である15層 上面に貼 り付 く状態で、かつほ

とんどレベル差 をもたずに出上 している。段丘礫層は、西壁付近から南東方向に傾斜 しながら

深掘区の約%に広がり15層 の下へもぐり込む。15層 は残 りの約%に ほぼ水平に広がる。石器は

石斧 1点 、スクレイパー 3点、剣片 1点 の計 5点 で狭義の石器 (Tool)が 多い。石器以外に炭

化物等の遺物は出土 していない。なお、スクレイパー 1点 が北壁にかかっており、石器の分布

の広がりが北側へ伸びる可能性がある。

I-5b区 17層 上面出土の石器群 (第 11図、第15～19図 、写真 1-8、 9)

I-5b区 の南半部1.5× 3mの 範囲を深掘区とした。約1.3× 1.5mの惰円状の範囲に石器が

15点 出土 した。いずれも層理面である17層 _と 面に貼 り付 くか、若干17層 にくい込んで出土 して

いる。17層 は南東方向へ緩 く傾斜 している。石器は、スクレイパー 7点 、エ ンド・スクレイパ

ー 1点 、石核 3点 、剣片 3点、両極剰離痕ある石器 1点 の計15点である。石器以外に、土層中

にある自然石 とは石質の異なる礫や礫片が 3点出上 している。炭化物は検出されていない。な

お石器 5点 が北壁にくい込んでおり、石器の分布の広がりは北側へ伸びる可能性が高い。

第 9層上面出土石器 (第 20図 21図、写真15-21)

I-5b区 の北壁から二次加工ある象」片が 1点 出土 している。石器は層理面である第 9層上

面にのった状態で出土 している。

第 6層上面出土石器群

23号土墳の壁面から象U片 が 3点出土 している。また、 1-9a区 の東壁に確認 された第 6層

上面からの落 ち込みの埋土上面から、スクレイパー 1点 、最」片 2点の計 3点が出土 している。

落ち込みの埋土は第 5層堆積以前の堆槙層であるから、第 6層上面の時期 に近いと考えられる。

第 5層上面出上の石器群 (第 12図、第20図22～ 25、 第2ユ 図、写真 1-10)
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第 11図 旧石器時代の石器出土状況図(1)



A-3d区 の東半部において、約1.5× 2.3mの 不整楕円形のプランが確認 された。プラン内

の南東部分には第 5層起源のロームの盛 り上がりが、北西部分には黒色土がある。この不整形

のプランは調査の結果落 ち込みを形成 しており、プランが不整形であること、底面の凹凸が激

しいこと、黒色土がロームの盛 り上がりの下にもぐり込むことなどの特徴があげられる。これ

らの特徴は「風倒木痕」にみられる特徴 と一致する (石 器文化談話会 :1981)。 形成時期は、流

れこんだ黒色土中の土器より、縄文時代前期以降と考えられる。埋土が比較的水平であること

や、ロームの盛 り上がりを形成 している第 5層 が黒色土による激 しい攪乱 を受けていないこと、

石器が面的まとまりをもつことなどから、石器をのせた】犬態の第 5層 が恨により若千隆起ない

しずれを生 じた程度の「風倒本痕」 と判断 される。 したがってロームの盛 り上がりの上にのっ

ていた石器群は、厳密な意味での原位置は保っていないが、一括性 を保っていると判断 される。

「lll倒木痕」確認】犬況

61,00m
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上 色 土   性 偏 考

1 黄褐色 10Y R% シルト 炭化物 少量含 む。暗褐色土粒 多量含 む。

2 黄褐色 10Y R% 格土質 シル ト マ ンガン斑少量含む。

3 黒褐 色 10Y R% ンルト ロームブロ ック多量含む。

4 褐  色 10Y Rタ ンル ト ローム粒少量含む。

5 黒褐色 10Y R, フル ト ロー ム ブロ ノク多量含 む。

明責禍色 10Y R身 粘土質 シル ト 黒褐色土 ブロ ック少量合 む。

黄褐色 10Y R% ル ト マ ンガン斑少量含 む。黒褐色土 ブロ ック含む。

黄褐色 10Y R% シルト

黄褐色 10Y R% シルト ロームブロ ック部分的 に含む。

第12図 旧石器時代の石器出土状況図12)



このことより第 5層上面出土のものに相当すると考えられる。石器は、スクレイパー 5点 、ノ

(注 1)

ッチ 1点、二次加工ある鉄」片 1点、石刃 2点の計 9点出土している。

縄文時代の包含層等より出上 した石器

縄文時代の包含層、遺構の埋上、表土等から、ナイフ形石器など旧石器時代の石器の可能性

のあるものが計14点出土している。

12)石器群について

ここでは、属性表との重複を避けるため個々の石器の説明は省き、各石器群の特徴を述べる

こととする。ただし、 I-5b区 第 9層 上面出上の石器は 1点のみである。また23号土羨の壁

面、19b区東壁より出土した石器は面的広がりを調査 し得なかった。従って、石器群としての

特徴を充分に把握しかねたため、上記の石器群については言及しない。よって、それ以外の石

器群の特徴について述べる。なお、石器の属性表は 33・ 34頁の第 2・ 3表である。

D-3a区 15層 上面出上の石器群 (第 11図、第13図、第14図、写真13-1～ 5)

出土石器点数は15点のみである。その特徴は次のようにまとめることができる。

①同一母岩の資料はない。

②厚い景J片 を素材としている。

③バルブはよく発達 している。
(注 2)       (注 3)

④背面の面構成は、腹面の崇」離方向と同方向からの崇」離面を主体とし、その中でさらに横方

向からの崇」離面を含むものが1点 ある (第14図 4)。

⑤錯向景」離が施されているものがある (第 13図 1)。

⑥二次加工が施された2縁辺が鋭角に互いに交わるスクレイパーが好2)(第 14図 5兆

⑦両面加工の石器がある (第 13図 2)。

I-5b区 17層上面出上の石器群 (第 11図、第15～ 19図、写真13-6～ 9、 写真14、 写真15

-19・ 20)

出土石器点数は15点で、石核が 3点含まれる。以下に述べる特徴は、ことわりのない限 り石

核 3点 を除 く。

①同一母岩の資料はない。

②やや薄い剰片を素材としている。

③バルブの発達しているものが多い。

①自然面を打面としているものが多い (9点中6点 )。

③背面の面構成は、腹面の崇J離方向に対して横方向からの剣離面を含むものが多い (12点中

7´点)。 (第15図 6・ 7、 第16図 11、 第17図 12・ 13、 第18図 17、 第19図 20)

⑥二次加工が施された2縁辺が鋭角に互いに交わるスクレイパーがある。(第 15図 8、 第16図



11)。

⑦両極崇U離痕のある石器 (第 15図 6)、 両極打法により劉離された、あるいはその可能性のあ

る祭J片 を素材とした石器 (第16図 10、 第17図 14、 第19図 20)、 両極象」離痕のある石核 (第 18

図16)が存在する。

以上、D-3a区 15層 上面出土の石器群と I-5b区 17層 上面出上の石器群についてそれぞ

れ特徴をあげたが、前述のように両者は層位的対比が困難である。しかし、石器の特徴に次の

ような共運点がみられ、両者にはそれ程の時間差はないと考えられる。

①錯向剣離が施 されている石器がある。

②二次加工を施 された2縁辺が鋭角に互いに交わるスクレイパーがある。

③石質は堆積岩系の珪質岩が多い。

ただし、 I-5b区 17層 出土の石器群には両極打法の存在が認められるのに対 して、D-3
a区 15層 上面出土の石器群にはそれが認められない。これは、技術の差を反映するものかもし

れない。しかし、両石器群のまとまりがさらに面的に拡大するのか、或いは完結するのかにつ

いては未調査であるため、その結論を出すことはできない。

A-3d区 第 5層上面出上の石器群 (第12図 、第20図22～ 25、 第21図、写真15-20～ 30)

この石器群の特徴は次のようにまとめられる。

①同一母岩の資料はない。

②薄い小さな剰片を素材としている。

①晒刃が2点存在する (第 20図 24、 第21図 26)①

④折れ面をもつものが多い (9点中 5点 )。 (第 20図 23、 第21図 26・ 28～ 30)

⑤背面の面構成は、腹面の設」離方向と同方向からの剣離を主体とする。

本石器群はその内容を把握するに足る充分な資料ではないが、おそらく石刃技法の存在した

時期のものであろう。

(3)ま とめ

D-3a区 15層 出上の石器群と I-5b区 17層 出土の石器群の年代的位置付けをする上で重

要となる点は以下の 3点である。

① 仙台とその同辺地域における人山灰の年代を考える上で鍵層となる川崎スコリア層は、

3万数千年前より新 しく2万数千年前より古いと推定されている (板垣他 :1981)。 両石器

群はこの川崎スコリア層より約1.lm程下位から出土しているので、その年代をさらに遡る

ことは確実である。

② 両石器群に、二次加工が施 された 2縁辺が互いに交わるスクレイパーが存在する。これ

らは従来 “斜軸尖頭器"と 呼ばれていたものである。



③ 両石器群には、後期旧石器時代の様相 を示すような特徴がみられない。

一方、日本の旧石器時代の時代区分において、約 3万年 BPを境にそれ以前 を前期旧石器時

代、以後 を後期旧石器時代 とされている (芹沢 :1979)。

以上のことから、D-3a区 15層上面出土の石器群 と I-5bを 17層 上面出土の石器群は、

前期旧石器時代に属すると考えられる。

第 5層 上面出土の石器群の年代的位置付けは、川崎スコリア層より上位であること、石刃技法

の存在 した時期にほぼ比定 されることから、後期旧石器時代に属すると考えられる。

尚、第 9層・第 6層 上面出土石器については、資料が不十分なのでここでは言及 しない。

段丘礫層の上位にある「1夫 黄色粘土質土層」の形成過程は基本層序の項で詳述 した (6頁 )。
つ

まり、各層は、直上の層が形成 されるまでの期間地表面として人間の生活圏に組み込まれてい

たことが十分に考え得るのである。石器群が層理面に貼 り付 くガ犬態で、 しかも集中地点 を形成

して出土 していることは、このことを裏付けるものである。

本遺跡から約 200m南 に位置する山田上 ノ台遺跡 (仙台市教委 :1981)で は、旧石器時代の遺

物が層位的に出上 しており、大まかに段丘礫層・年表黄色の粘土質の層 (山 田上 ノ台遺跡の15層

以下に相当)・ 火山灰層と捉 えられる層序 も本遺跡 と共通 している。本報告においては時間的

制約により、両遺跡の石器群の比較検討は成 し得なかったが、山田上ノ台追跡・北前遺跡 と相

次いだ成果は、名取川の形成する段丘上に同様の遺跡が多数存在することを予想 させ、宮城県

北部の座散乱木遺跡等の成果 と共に日本の旧石器文化、特に前期旧石器文化 を考える上で重要

かつ貴重な資料 を提供するものといえる。 しかし、これらの前期旧石器時代の資料の増加によ

り必然的に生ずる問題一一同知の資料の再検討や、前期旧石器時代の細分、石器群の内容把握

等一―は、今後の研究の進展に待たなければならない。

(注 1)便宜的にボルド (芹 沢他訳 :1971)の定義に従っておく。

(注 2)背面とは、主要剣離面の反対側の面である。

(注 3)腹面とは、主要素U離面である。

(注 4)こ の連続した二次加工は尖端部を作出している調整ではないので、あえて「斜軸尖頭器」という名

称は用いない。

(注 5)こ の石器群の中には、石器の素材となっているものに両極剰離の痕跡が認められることから、禁U片

象U離技術としての両極剰離の存在が十分に考えられる。従来ピエス・エスキーユとして認定されてき

た 1群の中には、この象U片剰離技術によって生じたものも含まれるであろう。従って、ここで聖山遺

跡 (阿部 :1979)や碁石遺跡 (芹 沢他 :1974)で捉えられたピエス・エスキーユと同じ特徴を有する

ものをピエス・エスキーユとすることは必ずしも意味をもたない。故にここではこの名を用いておく。

なお、本遺PIIの 縄文時代の石器では、象」片象U離技術としての両極象U離の存在がうかがえるものが確認

されていないので、ピエス・エスキーユというまとまりをljLえ ておく○
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第14図 D-3a区 15層上面出土石器 (旧石器時代 )
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第19図  1-5b区 17層上面出土石器 (旧石器時代)
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3,縄支時代早期の遺構と遺物

1号住居跡 (第 22図、写真 2-1)

本住居跡は、調査区の北東部 B-3・ 4区、C-3・ 4区 に位置する。住居プランは 4層 上

面で確認 された。本住居跡は、 3号溝、 5号濤、13号土羨に切 られている。 したがって、住居

跡中央部はまうたく不明である。規模および形態は、明確な計測はできないが、長軸4.60m、

短軸3.14m、 深 さ22cmの不整の隅丸長方形である。埋土は、少なくとも2層 あるいはそれ以上

の土層によって構成されていたと考えられる。床面は、残存部分ではほぼ平坦であり、壁は、

ほぼ垂直に立 ち上がる。床面上にはピットが 3個検出されているが、この うち住居跡に伴 うも

のは Plで あり、他は後世のものである。出土遺物は、早期末の土器片40点 、石器は乗U片 4点 (第

表)である。出土土器などから判断 して本住居跡は、縄文時代早期末のものである。

図示 し得た土器は第22図 1・ 2である。他はいずれも細片である。 1は 、第 2群 2類 bでヽ

内面に捺痕が認められる。胎土には繊維 をわずかに含む。 2は 、第 2群 2類 aで、内面に極め

て不明H寮 な条痕文が認められる。

2号住居跡 (第 23図、写真 2-2)

本住居跡は、調査区南東部のG-4・ 5区 に位置する。住居プランは 5層上面で確認された。

明確な切 り合い関係 をとらえることはできなかったが、 1号土竣や 3号住居肋、そして本住居

跡 と3号住居跡 との間に存在する落ち込みと切 り合っている。この うち、 3号住居跡について

は、土層の観察から本住居より古い住居と考えられる。また、南東部は削平のため、明確なプ

ランをおさえることができなかった。規模および形態は、長軸約3.90m、 短軸3.60m、 深 さ23

cmの 不整の隅丸方形、あるいは楕円形 を呈する。埋土は、 4層 で構成 されている。断面は皿状

を呈 し、壁はゆるやかに立 ち上がる。床面上には、ピットが16個検出されている。このうち、

PIは 比較的 しっかりしており主柱穴と考えられるが、他は明確にしがたい。壁際のピットは、

壁柱穴と考えられる。プランの西寄 りに土装が 1基検出されている。この土渡は、規模が長軸

95cm、 短軸約65cm、 深 さ15cmの格円形 を呈する。本住居跡の出土遺物は、早期末の土器片53点、

礫石器 1点 (第 24表)である。出土遺物などから判断 して本住居跡は、縄支時代早期末の住居

跡である。

図示 し得た土器は、第23図 1～ 6である。 1は 、 3層 より出土 し、第 2群 1類 cである。本

例のような菱形の沈線モチーフは、本遺跡では他に例がない。繊維・砂粒 ともに少なく、焼成

良好である。 2は 、 1層 より出上 し、第 2群 2類 aに 属す。繊維は少なく、変って砂粒が目立

つ。 3は 、床面下の土残の 1層 から出土 し、第 2群 1類 bに 属する。内面は単節多条文を施文

する。胎土には白色針状物質を含む。 4は 、 3層 より出土 し、第 2群 1類 cに 属する。 1部 に

半裁竹管により沈線文が施 されている。刺突のある隆帯がみられることから、 I類 8と も共通
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1号住居跡埋土

埋   土

競:欝

層位 土 色 土   性

l 明4St 7.5YR% シルト

2 褐 色 10Y R% ンルト

第22図 1号 住 居 跡
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2号住居跡 埋

層位 土 色 土  性 備 考

H瀬関色 10Y R% シルト 炭化物を合む。

暗褐色 10Y R% シルト

b 褐  色 10Y R% ,レ ト ロームを多量に含む。

褐  色 10Y R% ,レ ト ローム を少量合 む。

d 褐  色 10Y R%
'レ

ト ローム を部分的 に含 む。

暗褐色 10Y R% シルト 炭化物をまばらに含む。

褐 色 10Y R%
'レ

ト 黄褐色 ブロ ック`を含む。

第23図 2号 住 居 跡
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する。焼成良好。 5は 、 3層 より出土 し、第 2群 2類 8に属する。内面には条痕文が施 されるc

繊維は比較的多い。 6は 、 3層 より出土 し、第 2群 2類 aに属する。外面の縄文は単節多条文

である。焼成良好。

3号住居跡 (第 25図、写真 2-3)

本住居跡は、調査区南東部 G-4。 5区、H-4・ 5区 に位置する。住居プランは 5層上面

で確認 された。切 り合い関係は、 2号住居跡の南東部が不明瞭なため不明な点が多いが、土層

の観察によれば、 2号住居跡より古いものと考えられる。規模および形態は、長軸3.56m、 短

草由3.49m、 深 さ33cmの 不整の隅丸方形あるいは楕円形を呈する。埋土は、 4層 で構成 されてい

る。断面は皿状 を呈 し、壁はゆるやかに立 ち上がる。ピットは25個検出されているが、この う

ち主柱穴 と考えられるのは、 Pi～ Pa、 Ps～ P7の 6個 である。壁際に位置するものは、壁柱

穴と考えられる。住居内の南側に、土嫉が検出された。この土羨の規模は、長軸1,3m以上、

短軸約1.05m、 深 さ1lcmで 、形態は惰円形 を呈するが、北根1では床面と区別がつかない。出土遺

物は、早期末の土器片110点 、石器は、石鏃、ポイント、敲石各 1点 、ピエス・エスキーュ 3点、

ヘラ】犬石器 1点 、 二次加工のある祭J片 3点、 微細崇J離痕のある剥片14点、景↓片27点、チッフ

11点 、破損礫 2点 (第 12・ 13表 )で ある。本住居跡は、出土遺物 などから判断 して、縄文時代

早期末のものである。

図示 し得た土器は、 第26図 1～ 6である。 1は 1層 より出土 し、第 2群 1類 bに属する。

内面は無文である。胎土は砂粒が目立つ。 2は 、 1層 より出土 し、第 2群 1類 bに属する。単

節縄文が施文され、内面 |き これが横位に施文されている。繊維は少なく、砂粒が目立つ。 3は

第 2群 2類 aに 属する。原体は LRである。 4は、 1層 より出土 し、第 2群 1類 bに属する。

本例は唯一の波状口縁である。内面には単節多条文を施文する。 5は 、 2層 より出土 し、第 2

群 2類 cに属する。縄文原体は単節多条文のようである。内面の先端に縄文の施文が認められ

ることから、口縁部に近い資料であろう。繊維は多い。 6は 、 2層 より出土 し、第 2群 2類 d

に属する。原体は内外ともにLRで ある。

4号住居跡 (第 27図 、写真 2-5)

本住居跡は、南東部 H-4・ 5区 、 I-4・ 5区 に位置する。住居プランは 5層 上面で確認

された。明確な切 り合い関係はなく、北側で 4号濤と接 し、南半は床面付近まで削平 されてい

る。規模および形態は、長軸3.48m、 短軸3.32m、 深 さ22cmの 不整の隅丸方形 を呈する。埋土

は、 8層 で構成 されるが、 4層 ～ 8層 は本の根の影響で形成 された層と考えられる。床面は、

比較的平坦であるが、壁に近づくにしたがつてゆるく立ち上がってゆく。また、北西部では、

床面に段差が生 じている。床面上には、28個のピットが検出されているが、主柱穴 と考えられ

るものは掘 り込みのしっかりした Pl、 P4ヽ P iOで ある。また、住居跡 との関連が明確でないも



のは、 P5ヽ 島ヽ P13～ P16ヽ P20で ある。壁際のピットは、壁柱穴 と考えられる。床面には、 2

号、 3号住居跡同様に、南東部 に浅い土壊が検出された。規模は長軸90cm、 短車由81 cm、 深 さ8

cmで、形態は、不整楕円形 を呈する。遺物は、早期末の上器片64点、石器は、石鏃、ポイント、

スクレイパー各 1点 、ヘライ犬石器 2点 、ピエスエスキーュ 2点 、石核 1点 、二次加工のある景」

片 3点、微細最」離痕のある素」片 2点 、景」片ユ9点 、チップ 1点 (第 12・ 13表)が出土 している。出土

遺物などから判断 して、本住居跡は縄文時代早期末のものである。

図示 し得た土器は第28図 1,2で ある。 1は 、 1層 より出土 し、第 2群 3類 bに属する。単

節斜縄文を施文する。内面には、貝殻腹縁の圧痕が 1条認められる。胎土に白色針状物質を合

む。 2は 、 1層 より出上 し、第 2群 2類 rに属する。内面は条痕文が施文される。胎土には、

白色針状物 を合み、砂粒が多い。

5号住居跡 (第 29図、写真 2-7)

本住居跡は、調査区中央からやや南寄 りのG-6・ 7区、H-6・ 7区 に位置する。住居プ

ランは 5層上面で確認 された。切 り合い関係は、 6号住居跡 を切っている。規膜および形態は、

長軸6.28m、 短軸3.60m、 深 さ13cmの不整の隅丸長方形 を呈する。埋土は、 3層 で構成 されて

いる。床面は、地形面と平行 してやや南側に傾斜 しているが、平坦である。ピットは、床面上

や住居跡周辺部合わせて133個検出されている。このうち、Pl～ P6ヽ Pe～ P14が主柱穴と考えら

れ、また、 P7ヽ Pa、 Pls～ P18も その可能性がある。 PI。 ～阜Bは 、壁柱穴と考えられる。その他

のピットについては、その性格 を明確 にできない。北壁中央部のやや東寄 りの床面に、焼土が

検出され、断面観察では、掘 り込んでいる部分が 2ケ所確認 された。 したがって、この 2ケ 所

の濃い焼上部分は、炉であると判断される。 P45と P44の 間で昆sの周辺には、床面上にロームブ

ロックが散見された。本住居跡は、部分的に主柱穴の位置変えか、北西部の壁柱穴の配置から

部分的に改築を行っているようである。出土遺物は、早期末の上器片129点 、石鏃 9点、ポイント

2点 、スクレイパー 3点 、ヘラガ犬石器 1点 、ピエスエスキーュ 7点、石核 1点 、二次加工のあ

る剣片17点、微細素J離痕のある最↓片13点、剖片111点、磨石 3点 、チップ113点 (第 12・ 13表)があ

る。特に、 Psの北側の床面上には、ピエスエスキーユ 2点、象J片 26点の集中地点が 1ケ 所確認

された。石器の出土点数が極めて多い。本住居跡は、出土遺物などから判断 して縄文時代早期

末の住居跡である。他の住居跡 と比較 した場合に、形態が異なること、面積比も約 2倍近 くあ

ること、炉跡 を持つこと、そして、早期の総石器数の約 5割 を占めることなどから、他の住居

跡 とは異なる性格が想定 されよう。

図示 し得た土器は、第30図 1～ 5である。 1は No73ピ ットより出土 し、第 2群 3類 aに属す

る。砂粒が多い。 2は 1層 より出土 し、第 2群 2類 bに属する。原体は単節多条文である。 3

は、 1層 より出土 し、第 2群 1類 eに属すると考えられる。繊維は少ない。 4は 、N醒2ピ ット
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層位 土 色 土  性 備 考

1 褐  色 10Y R% シルト 炭化物・ ロームを合む。

2 掲 色 10Y R% シルト 炭化物 ・ローム を合む。
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層位 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色 10Y R% ,レ ト ローム 粒 卜・ 円礫 (約 5 cm)を含む。

2 偶 色 10Y R% ンルト ロームブロ ック・炭化物 を少 し含む。

第27図 4号 住 居 跡
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より出土 し、第 2群 1類 eに属する。胎土は自色砂粒 を多量に含む。 5は 、 2層 より出土 し、

第 2群 1類 aに属する。内面の原体は単節多条文であろう。

6号住居跡 (第 29図、写真 2-7)

本住居跡は、調査区中央からやや南寄 りのG-6・ 7区 に位置 している。住居跡の検出面は、

第 5層上面である。本住居跡は、 5号住居跡 によって南側%以上 を切 られている。規模および

形態は、明確なプランがつかめないが、 5号住居の北西部床面上にゆるい段差が認められるこ

とから、長軸約5.00m、 短軸約3.50m、 深 さ10cmの 不整の隅丸長方形 を呈すると考えられる。

埋土は、明確ではないが、残存部分では 1層 で構成 されている。床面は、やや南狽1に 傾斜 して

いるものの、ほぼ平坦である。壁はゆるく立 ち上がる。主柱穴は明確ではないが、 PsO～ P67が

最も可能性があると考えられる。 P40か らP14付近 にかけてゆるい段差があり、本住居のプラン

の可能性が強い。出土遺物は、早期末の土器片25点 。石鏃 1点・石核 1点 。二次加工のある系」

片 2点 ・微細最」離痕のある崇」片 1点 。景」片 7点 (第 12・ 13表 )で ある。 出土遺物などから判断 して

縄文時代早期末の住居跡である。土器は細片のみで図示できない。

7号住居跡 (第 31図 、写真 2-6)

本住居跡は、調査区南部 I-7・ 8区 を中心に位置する。住居跡の検出面は、第 5層 中であ

る。この検出面については、 4号濤に囲まれた南側の部分で 4層 ・ 5層 が確認できなかったこ

とから、 4号濤の構築時かあるいはその前後の時期に削平 を受けた結果と考えられる。 したが

って、本住居跡ではほとんど床面のみが検出された。江戸時代以降のピットに切られ、また、

10号土獲と切り合い関係にあるが、新旧は不明である。規模および形態は、長軸4.27m、 短軸

3.01m、 深 さ17cmの不整の隅丸長方形 を呈する。埋土は、 4層 で構成されている。壁の立 ち上

がりは不明である。床面は冊 1犬 を呈 し、17個のピットが確認 された。この うち、 P3ヽ PSヽ P6ヽ

Pll、 P12が主柱穴と考 えられ、さらに、Pl、 P8についてもその可能性が認められる。床面中央の

西側に、土竣が 1基検出された。規模および形態は、長軸1.21m、 短軸0.82m、 深 さ22cmの楕

円形 を呈 し、その位置は、 1号住居跡 と共通する。土竣の底は、さらに段差がある。本住居跡

の出土遺物は、早期末の土器片99点、ピエスエスキーユ 2点 、石核 1点、微細景J離痕のあるよU片

1点、素」片 7点 、凹石 1点 、磨石2点 (第 12,13表 )な どである。これらのことから判断 して、本

住居跡は縄文時代早期末のものである。

図示 し得た土器は、第32図 2～ 5で ある。 2は 、 1層 より出土 し、第 2群 2類 aに属する。

繊維 を多く含む。 3は 、 1層 より出土 し、第 2群 1類 aに属する。幾何学的な文様がくずれて

曲線文となる。繊維 を多く含む。 4は 、 1層 より出土 し、第 2群 1類 bに 属する。胴部文様の

原体は単節多条文と考えられる。 5は 、 4層 より出上 し、第 2群 2類 bの土器を利用 した円盤

状土製品で ある。全周の約半分を研磨 している。
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炉 跡 埋 土

層位 士 色 土   性 備 考

l 吋赤褐色 75YR% ,レ ト 炭化物含む。

2 赤褐色 25YR% シルト 焼  土

3 暗褐色 10Y R% ,レ ト 炭化物含む。

4 褐 色 10Y R 44 ,レ ト

5 褐  色 10Y R%
'レ

ト

層   位 ユ: 色 土   性 備 考

5号住魅跡

1 ‖と掲色   175YR% シルト

2 ‖と褐色 75YR% シルト 黄掲色土粒・ 炭化物 を全体 に合む。

3 rF褐色 75YR弟 シルト 黄掲色 lll土 粒  炭化物 を合む。

4 褐  色 75YR% 格土質 シ ,レ ト 策褐色上洸人

5 ‖士褐色 75YR% 率と土質 シル ト

6 掲  色 7 6 YR44 lli土 質 シル ト

6号住居跡

l 褐  色 75YR% シルト

第29図  5号住居跡・ 6号住居跡
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7 埋    土

層位 土 色 土   性 傭 考

1 嗜褐色 75YR% ンルト 炭化物 (5～ l mln)を 少量含む。

2 暗褐色 10Y R% ,レ ト 焼 土 (lmm)を微量含む。

3 褐  色 10Y R% ,レ ト ロームをブロック状に合む。

4 暗褐色 10Y R% ,レ ト ローム・焼土・炭化物を合む。

5 明黄褐色 2.5YR% 粘土質 シル ト 暗褐色土 をブロ ック状 に少量含 む。

6 黄褐色 10Y R% 粘土質 シル ト

7 黒褐色 10Y R% ,レ ト

第31図 7号 住 居 跡
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8号住居跡

611Ю丘トーー

ωュOF卜

層位 土 色 土   性 備 考

1 睡 75YR力 | YR% 基本層位3層 に相当する可能性あり。

2 褐 色 7.5YR% シ,レ ト

3 掲 色 loY R% ンルト

4 睡 7.5YR% ンルト

褐  色 75 YR% ンルト

6 褐  色 loY R% シルト 土壌埋土

南側 猿

l 睡 7.5YR% シルト

聯 色 75YR% 粘土 質シル ト

第33図 8号 住 居 跡
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8号住居跡 (第 33図 )

本住居跡は、調査区南部の中央 I-6・ 7区 に位置する。住居跡の検出面は、 7号住居跡 と

同様に上部が削平 されているため明確な判断はできないが、第 5層 中である。本来は、第 5層

上面であろう。本住居跡は、36号土竣に切 られ、 7号土残と切 り合っている。 しかし、この 7

号土装との新旧関係は不明である。規模および形態は、長軸約3.30m、 短軸3.06m、 深 さ17cm

の不整楕円形、あるいは隅丸方形と考えられる。埋土は 4層 で構成 されている。床面は、皿状

を呈 し、壁はゆるやかに立 ち上がる。また、床面上にはピットが13個確認 された。この うち、

Plヽ P4ヽ P7ヽ P11に 主柱穴の可能性が認められる。また、住居の西側および南側に、土渡が 1

基ずつ確認 された。西側の土羨は、長軸70cm、 短軸49cm、 深 さ1lcmの惰円形 を呈する。南側の

土竣は、長軸73cm、 短軸53cm、 深 さ9 cmの 構円形 を呈する。土媛底にはピットが 1個検出され

ている。本住居跡の出土遺物は、早期末の土器片61点 (第 5表)である。石器は出土 していないo

出土遺物などから判断 して、縄文時代早期末の住居跡である。

図示 し得た土器は、第34図 2～ 4である。 2は 、 1層 より出土 し、第 2群 2類 8に属する。

内面はわずかに条痕文の痕肋 を留める。隆帯下に縄文が施文 されている。 3は 、 1層 より出土

し、第 2群 1類 aに属する。繊維 を多く含み、もろい。内面は、条痕文の上にさらに縄文を施

文 している。 4は 、 1層 より出土 し、第 2群 2類 bの土器を利用 した円盤状土製品である。原

体は単節多条文である。残存部は全面研磨 されている。

1号土壊 (第35図、写真 3-1)

ホ土壊は、調査区南東部 G-5区 に位置 している。確認面は第 4層 上面である。本土竣は、

上部が耕作によって部分的に攪乱 を受け、また、 2号住居跡 と切 り合っているが、新旧関係は

不明である。規模および形態は、長軸1.23m、 短軸0.61m、 深 さ39.6cmの 隅丸方形 を呈する。

埋土は 4層 で構成されている。底面は、若干冊 1犬 に窪み、壁はほぼ垂直に立 ち上がる。出土遺

物は、早期末の土器片11点、ヘラ状石器 1点 が検出されている。出土遺物などから判断 して、

本土竣は縄文時代早期末の土 IIAで ある。

2号土境 (第36図 、写真3-2)

本土壊は、調査区南東部G-5区 に位置 している。確認面は第 4層 i面である。本土羨は、

南側が耕作によって攪乱を受けている。また、 3号土羨を切っている。規模および形態は、長

軸約1.2m、 短軸0.69m、 深 さ34.2cmの 隅丸形 を呈する。埋土は 6層 で構成されている。底面は

ほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は、早期末の土器片が 9点 出土 している。出土遺物

から判断 して、本土壊は縄支時代早期末の土城である。第36図 の上器は第 2群 bで ある。

3号土壊 (第36図 )

本土壊は、調査区南東部 G-5区 に位置 している。確認面は第 4層 土面である。本土躾は、



東側 を2号土壊によって切 られている。規模および形態は、長軸1.72m、 短軸1.43m、深 さ21.6

cmで脩円形 を呈する。埋土は、 4層 で構成 されている。底面は平坦であり、壁はゆるく立 ち上

がる。また、底面のやや北寄 りに、深 さ5.8cmの ピット1個が存在する。遺物は、早期末の土器

片 8点、スクレイパー 1点 、景J片 1点 が出土 している。これらのことから、本土獲の時期は縄

文時代よ卜期末である。

4号土媛 (第 37メI、 写真3-3)

本土城は、調査区南束部G-5区 、H-5区 にかけて位置する。確認面は、第 4層 上面であ

る。規模 ID・ よび形態は、長軸1.75m、 短軸1.53m、 深 さ16cmで 、長方形が基調と考えられる不

整形 を呈する。埋土は、3層 で構成 されている。底面は、やや起伏があり、皿状 を呈 している。

壁はゆるく立 ち 11が る。遺物は、早期末の上器片 8点が出土 している。これらのことから、本

土竣の時期は、縄文時代早期末である。

5号土墳 (第 37図、写真 3-4)

本土竣は、調査区南束詞;H-5区 に位置する。確認面は、第 4層上面である。規模および形

態は、長軸1.88m、 短軸1,85m、 深 さ15cmで脩円形 を呈する。埋土は 2層 で構成されている。

底面はやや起伏があり、皿状 を呈 している。鮭はゆるく立ち liが る。遺物は、早期末の土器片

18点 、石鏃 1点 、二次加工のある禁U片 8点、微細禁」離痕のある崇」片 2点、崇U片 17点 が出土 して

いる。これらのことから、本土痰の時期は、縄支時代早期末である。第37図 1は第 2群 2類 b

に属 し、1,1部 の縄文は単節 多条文が施文 される。 2は第 2群 2類 hに属する。

6号土境 (第38図 )

本土城は、調査区南謝
`I-7区

に位置する。確認面は、 5層上面である。本土羨は、江戸時

代以後と考えられるピ ントに切 られている。規模るよび形態は、長軸1.35m、 短軸約1.00m、

深 さ1 0cmで、怖円形を呈する。埋土は、中に炭化物や礫 を含む、II洋 掲色 シル ト (7.5Y R%)の

単層である。底面は皿状 を呈 し、壁はゆるやかに立 ち上がる。遺物は、早期末の土器片 1点 が

出上 している。このことから、本土城の時期は、縄文時代
ll・

期末である。

7号土墳 (第 39図 、写真 3-5)

本土竣は、調査区南端 I-6・ 7区 にかけて位置する。確認面は、 5層 上面である。本土残

は、長軸1.00m以 li(南端は未調査 )、 短軸0,97m、 深 さ16cmで 、格円形 を呈する。埋土は、暗

掲色 シル ト (7.5Y R%)の 単層である。底面は、起伏があるがほぼ皿状 を呈 し、壁はゆるく立

ちにがる。西壁除に、深 さ10cmの ピット1個 が検出されている。遺物は、皆無である。本土羨

の時期は、層位的判 ll」rや埋上の観察によれば、縄支時代早期末と考えられる。

8号土境 (第 39図 )

本土城は、調査区中央やや束寄 り、 F-5区 に位置する。確認面は、 4層 _L面 である。本土



墳は、耕作による攪乱 を受けている。規模および形態は、長軸推定2.45m、 短軸0.95m、 深 さ

cmの 隅丸長方形 を呈する。埋土は、暗褐色 シル ト (10Y R%)の 単層で構成 されている。断

面形は、ほぼ冊 1犬 を呈 し、壁はゆるく立 ち上がる。底面は、やや起伏はあるもののほぼ平坦で

ある。出土遺物は皆無である。本土羨の時期は、 4層上面で確認できたことから、縄支時代早

期末の可能性が強いと考えられる。

9号土境 (第39図、写真3-6)

本土渡は、調査区南部 I-6区 に位置する。確認面は、 6層 中である。本土壊は、最近の上

取 りによって、 6層 中まで削平 されている。 したがって、掘 り込み面はさらに上層にあったと

考えられる。規模および形態は、長軸1.09m、 短軸0.85m、 深 さ29cmで、脩円形 を呈する。埋

土は、 2層 で構成 されている。底面はほぼ平坦で、壁はゆるく立 ち上がる。遺物は、わずかに

早期末の土器片 1点 である。本土壊の時期は、出土遺物や埋土から判断 して、縄文時代早期末

である。

10号土境 (第39図 )

本土娠は、調査区南部 H-6、 I-7区 に位置する。確認面は、 5層 中である。本土羨は、

上部が削平 されており、江戸以後のビットが 7号住居跡 と切 り合っている。住居跡 との新旧関

係は不明である。規模および形態は、長軸約1.2m、 短軸1.03m、 深 さ14cmの 惰円形を呈する。

埋土は、暗褐色 シル ト (7.5Y R%)の 単層で構成されている。底面は、やや西側に傾斜するが、

ほぼ平坦である。遺物は、早期末の土器片 1点、磨石 1点が出土 している。 2号住居跡 と新旧

関係が不明であることや、早期末の土器が出土 していることなどから、本土崚の時期は早期末

と考えられる。

早期包含層

北前遺跡では、調査区のほぼ全面にわたって早期の遺物が出上 しているが、明確に包含層と

して確認できた範囲は、およそ、 2号住居跡、 9号住居跡、 8号住居跡 を結ぶラインの南狽1で

ある。この範囲の3層 が、縄文時代早期末の包合層である。ただし、 I-4・ 5区、さらに 6区

の東側は、 5層 ～ 6層 中まで削平 を受けている。

包含層及び遣構外出土遺物 (第40図 1～ 23・ 第41図 1～ 4)

第40図 1は 、G-5区 より出土 し、第 2群 1類 cと 考えられる。内面は縄文が施文 される。

2は G-4区 より出土 し、第 2群 1類 bである。内面は無文である。 3は C-4区 より出土 し、

第 2群 1類 bに属する。沈線文は、半裁竹管 を使用 したものではない。内面は条痕文のみがみ

られる。 4は G-5区 より出土 し、第 2群 1類 dに属する。胴吉Lの縄文は単節多条文である。



内面には擦痕が認められる。 5は 、H-5区 より出土 し、第 2群 2類 bに属する。原体単節多

条文である。 6は、 」-10区 の耕作土より出土 した第 1群土器である。細砂 を多く含むが焼成、

胎土ともに良好である。 7は 、 」-9区 より出土 した。第 2群 1類 aに属する。内面は縄文が

施文される。 8は 、19号土墳より出土 した。第 2群 2類 3に属する。内面は無文である。 9も

19号土渡より出土 している。第 2群 1類 bに属する。口唇部及び口唇吉B直下に刺突が施 される。

10。 20。 22は 第 2群 1類 iに属する。いずれも結束第 1種である。20・ 22は 単節多条文、10は

無節のようである。20の胎土には金雲母 を含む。11は20号土墳より出上 した。第 2群 2類 bに

属する。 8や 9と 類似する。12は、27号土羨より出土。第 2群 1類 aに 属する。胎土に白色砂

粒 を含む。内面は無文である。13は、C-4区 より出土 し、第 2群 1類 hに属する。原体は L

Rである。14は 、 E-6区 4層 上より出土 した。第 2群 2類 hに属する。胎土には繊維は少な

く、砂粒が多い。唯―の例である。15は D-5区 の 2層 より出上 した。第 2群 1類 bに属する。

内面は地文に条痕文、さらにその上に無節縄文 (R)を施文する。16は G-5区 より出土 し、

第 2群 1類 eに属する。繊維・砂粒 ともに多い。17は 、H-6区 より出土 し、第 2群 2類 8に

属する。胎土に自色砂粒 を多く合む。18は I-6区 より出土 し、第 2群 1類 eに属する。内面

には単節縄文 LRを施支 している。19は G-5区 より出土 し、第 2群 1類 bに属する。繊維 。

砂粒 ともに多い。21は、 B-3区 より出土 し、第 2群 1類 aに属するが、胴部文様との区画に

刺突のある隆帯 を施 している。 したがって、 1類 8と も共通する。23は 、H-9区 より出土 し

第 2群 3類 aに属する。内面には縦位の擦痕 をもつ。原体は不明であるが、横位の縄文が施支

されている。

第41図 1は 、C-4区 から出土 し、第 2群 2類 fに属する。 2は 、 B-4区 より出土 し、第

2群 3類 cに属する。底面にも条痕文の施文が認められる。胎土は砂粒が多い。 3は 、 1-7

区より出土 し、第 2群 1類 aの破片 を利用 した円盤状土製品である。胎土には白色砂粒 を多く

含む。約%を 欠く。 4は 、H-5区 より出土 し、第 2群 2類 bの破片 を利用 した有孔円盤であ

る。有孔は、本例が唯一のものである。外面には、単節多条文が施 されている。焼成は比較的

良好である。
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土壌  埋   土

層位 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色 10Y R% ,レ ト カクラン

2 暗褐色 7.5YR% シルト 炭化物 を微量含む。

畷 色 10Y R/ 格土質 シル ト ロームを多量含む。

4 黒褐色 10Y R% シルト ローム を少量合む。

5 黒褐色 10Y R% ンルト 炭化物を少量合む。

6 撮  色 10Y R/ シルト

第35図 1号 土 嬢
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IIIII
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中中
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IIIII

3号土城 埋

3号 土 壊

土

層位 土 色 土   性 備 考

l 褐 色 10Y R% ンルト ロームブロッタを少量, 炭化物極少

2 暗褐色 10Y R% ンルト 炭化物粒極少、オレンジ色のスコリア少量

3 哨 10Y R% シルト オレンジ色のス コリア (1～ 3m)を 少量

4 掲 色 10Y R% ンルト 明黄褐色土粒 を少量含む。

5 暗褐色 loY R% シルト

6 褐 色 7.5YR% シルト オレンジ色スコリアを極少合む。

A

層位 土 色 土   性 備 考

l 暗褐色 10Y R%
'レ

ト 炭化物粒 を少量合 む。

2 黄掘色 loY R% シル ト

3 褐 色 10Y R% シルト

4 褐 色 loY R% シルト

5 掲 色 10Y R% ,レ ト

第36図  2・ 3号土壌
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5号土壊 埋

5号 土 娠

Ａ
引

=五
ギ奪こと

5 cm

層位 土 色 土   性 備 考

l 掲  色 75YR% シルト ロームブロックを微量含む。

2 褐 色 10Y R% シル ト スコリアを一部含 む。

3 褐  色 10Y R% シルト スコリアを一部合 む。

層位 土 色 土  性 備 考

1 暗褐色 75YR% シルト ロームブロックを一部に合む。

2 黄褐色 10Y R% シルト ロームブロックを全体的に合む。

第37図 4 5号 土 媛

II!III
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o           5cm

lII日 |

6

層位 土 色 土  性 備 考

1 睡    75YR靡 ンルト 炭化物 を少量含 む。

第38図  5号土嫉出土遺物、6号土墳 (1.5号土羨、2.6号土翔
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8号 土 壊

引 B

土

層位 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色   175 YR% 粘土質 シル ト 明黄褐色プロックを少量合む。

8

層位 1   土     色 土   性 備 考

1 1暗褐色   1 10Y R% シルト

9 埋   土

層位 土 色 土  性 備 考

1 掘  色 10Y R% シルト スコ リア合む。

褐  色 10Y R% シルト スコ リア合む。

土 垢 土

層位 土 色 上 性 備 考

1 暗褐色   175YR シルト% 炭化物 を含む。

第39図  7・ 8。 9。 10号土猿
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第4表 縄文早期住居跡内ピット計測表

第 1号 住 居 13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

26× 22

35×一
21X13
18X16
29X21
25)(24

18)(18

23)(20

28)(20

10× 9

16× 15

18× 16

17× 16

18× 一
24)(19

14)(12

14× 11

9×一

11

11

7

7

11

9

19

9

7

6

27

18

14

7

12

5

5

5

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

16)(15

9× 8

15× 15

39× 35

19× 17

14X12
25)(21

20)(18

20)(18

20)(13

20× 12

17× 17

24× 19

20)<18

14)(11

19〉<15

22)(19

31)(23

23× 21

26)(26

26)<23

27X22
27X22

ワ0〉(1め
29x23
17)(15

13)(13

22)(16

32)(12

19× 17

60〉く42

24)<――

38X32
22×一
40)<――

18× 15

17× 16

15× 18

19× 一
27)(26

21)(19

32X20
32)(31

15× 14

19× 16

15× 14

23)(21

26)(20

31× 25

24)(20

17× 16

-× 30

-× 45

45)(42

29)(20

20)(17

32)(17

23× 19

25× 17

18X17
29X25

6

4

7

25

9

10

21

14

19

17

12

11

13

16

11

16

29

19

43

44

30

52

59

36

14

11

13

6

12

21

11

11

9

13

43

88

22

28

7

8

8

15

9

10

9

5

8

13

14

15

41

24

42

9

37

50

7

9

10

57

30

105

106

107

108

109

110

111

112

113

[14

115

116

117

!18

119

`20
21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

44)(32

28)(24

44X32
28)<――

鬱Ol>く ?・ l

30)(21

23X19
29)(27

20)(17

20)(20

13× 13

27)(21

16X15
60X50
34X29
17× 15

36)(26

17× 12

35X23
19X17
22)(20

26X24
21× 18

22)(21

15× 13

47)(39

79× 55

25× 18

78X48
10× 11

12

11

10

42

47

18

43

43

32

11

17

12

15

23

17

7

8

25

16

12

16

12

11

9

26

30

10

13

11

番 号 規模 (cm) 深 さ(cm)

1 44)(43

第 2号 住 居

番 号 規 模 (Cm) 平架 さ (cn)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

30× 25

30)(28

24X19
22)(18

18× 13

16×一
24)(――

47)(36

30)(25

24)(23

63×一
12× 10

19× 一
18× 一
12× 11

40X――

22

6

6

5

9

9

7

11

15

13

13

7

11

6

10

7

嘉 5・ 6号 1■ 店

番 号 規模 (cm) 1朱 さ(cm)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

80

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

22× 19

21× 18

28× 25

30X29
29X24
31)(28

26)(18

21)(17

27× 25

30× 22

25× 22

23× 17

23)(17

26X19

25)(18

24)(23

25)(22

55× 31

29× 22

19× 18

20X17
22)(14

28X25
23)(15

26)(22

20)(18

25× 24

36× 34

36× 22

46× 43

25X23
31)(26

23× 18

37× 29

32× 26

20× 19

11〉く10

14X12

23)(20

29

44

44

41

49

32

48

26

52

28

43

42

42

24

50

50

18

(12)

14

３．

８

６

・３

‐９

・８

‐６

‐８

２６

４０

２７

２５

３６

３８

‐３

‐５

Ｖ

５

‐２

協

‐５

第 3号 住 居

番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

24)(18

26)(23

23)(18

18× 13

19× 17

21× 17

18× 13

12× 11

19× 15

18)<13

13× 12

9× 9

17× 11

12)(12

11× 8

11× 10

15× 12

32× 31

13× 10

39× 32

11× 11

18× 一
17×一
28)(22

24)(22

31

28

23

10

21

33

25

7

9

5

5

7

11

13

5

5

7

7

11

9

16

12

14

28

7

】万勇 王  居

番 号 規模 (cm) 深 さ (cm)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

20〉(16

28)<18

31)(22

18× 15

16X16
20)(17

18× 15

22)(20

24× 一
17)(15

33)(31

25)(24

25〉〈23

22)(19

16

9

17

15

17

16

5

10

7

9

9

8

7

5

8号 任 居舅

番 号 規模 (cm) 深 さ (cm)

第  4 号 主  居 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

16× 12

16)(11

21)(18

33)(27

21× 19

24X17
24Xll
14× 9

38)(16

48)(33

26× 一

8×一

8× 7

5

7

8

8

4

9

8

7

10

8

8

5

8

番 号 祝模 (Cm)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

31× 26

16× 14

7× 7

18× 17

31×一

38)(31

10×一

30〉(20

20)(11

28× 28

88X―一

13×一

３３

８

４

１６

・０

２８

７

９

‐３

・８

・０

８



第 5表 第 1・ 2群土器集計表
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4.縄文時代前期末の遺構と遺物
11号土境 (第 42図・写真 4-1)

調査区北東部、B-4区 に位置する。12号土壊 と重複関係があり、12号土崚より新 しい。

第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1,77m、 短草由1.29mの 楕円形である。深 さ84cm、 底面は

平坦であるが東壁際 に56× 46cm、 深 さ20cmの楕円形のピットを有する。壁面はほぼ垂直 に立ち

上がるが、オーバーハ ングする所もある。埋土は10層 で構成 され、第 8層 にはローム粒 を多量

に含む。

遺物は縄文土器片17点 、石器は 7点出土 している。第42図 は第 3群 8類 に属する日縁部破片

である。横位
揖矩卿杢矛

を2段 に施文 してある。 1類か 2類の日縁部 と考えられる。また日唇

に連続刻目を施 したもの、地文が綾絡文の土器片 も出土 している。石器はスクレイパー 1点 、

二次加工のある剣片 1点、微細崇」離痕のある剣片 2点 、景J片 1点 、磨石 1点 、凹痕と磨痕のあ

る礫石器 1点 が出上 している。

12号土境 (第42図 )

調査区北東部、B-4区 に位置する。11号土墳 と重複関係にあり、北側 4分の 1を 削平され

ている。11号土竣より古い。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1.53m、 短軸126mの楕円

形である。

遺物は皆無であったが12号土媛の埋土は早期の遺構の埋土 と全く違い、また11号土羨より古

いとしても、それほどの時期差があったとは考えられず、前期末の土残 とした。

13号土境 (第 42図 。写真 4-2)

調査区】し東部、C-4区 に位置する。 1号住居跡 と重複関係 にある。 1号住居 より新 しい。

上端平面形は長軸1.67m、 短軸1,38mの 楕円形である。深 さ74cm、 底面は平坦であり、壁面は

直線的 に内傾 し壁中位上半から外傾するが北壁はほぼ直線的に立ち上がる。埋土は 6層で構成

され、 2層 と6層 にロームブロックを含む。

遺物は縄文土器片 7点 が出土 した。第42図 2は第 3群 8類 に属する半裁竹管 による横位平行

な答えぞ″
文 した胴部破片である。 3類の胴部破片であろうか。

14号土境 (第42図・写真 4-3)

調査区北東部、C-5区 に位置する。第 4層 上面で確認 した。 3号濤 と重複関係にあり、 3

号濤より古い。上端平面形は長軸1.04m、 短軸1.02mの円形である。深 さ 108 cm、 底面は平坦

であり、断面形は袋状をなし、最大径は1.42m× 1.37mを 測 る。埋土は12層 で構成 され、全体

的にローム粒子の混入が顕著であり、 7層 、10層 中にロームブロックを含む。

遺物は縄文土器片12点 、礫 1点 を出土 した。第42図 3は第 3群 8類に属する三又で先端の尖

った施文具による押 しひき連続刺突文を施 した胴部破片である。胎土は緻密で焼成もよく、第′             (C-3-3)
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第42図 11・ 13・ 14号土壌 (縄文時代前期末葉)



一括出土土器

(第 42図 )

墳

　

土

15号 土

15号土壊 埋
層 位 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色 75 YR% ,レ ト

階循色 10Y R% ル ト ローム粒少量含む。

褐 色 75 YR% ル ト

貢褐色 10Y R% ンルト

判 暗褐色 75YR% ンルト 茂化物徴量含む。

褐 色 75YR% ル ト

暗褐色 loY R% シルト ロー ム粒 少量 含 む。

7 暗褐色 10Y R% シル ト ロームロックを含む。
暗褐色 10Y R% ンルト ローム粒子少量含む

掲色 10Y R% シルト ローム粒子少量含む。

明黄褐色 10Y R, 粘土 贋 シル ト

明黄褐色 loY R身 粘上 質 シル ト

|←――
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~~~~~~ヨ
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15号■嫉
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面
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上
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口
底

:巳 奪 華破 文
】 沈線 (顕 部 )

1同 部 , 焼 けは じ1す が

著 しい。

第43図 15号土壌 (縄文時代前期末葉)
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3群土器の中では異質である。第42図 4は 第3群 1類 1種 に属する日縁部破片である。波状口縁

を呈し、太い斜行平行沈線を回縁に沿って平行に施文、また口縁下端には横位連続刺突文が施
(A-1-2)                                  (A-3-2)

される。

15号土境 (第 43図・写真 4-4)

調査区北東部、C-5区 に位置する。第 4層上面で確認、上端平面形は長軸1.47m、 短軸1.

38mの 円形である。深 さ80cm、 底面はほぼ平坦であり壁面はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は11

層で構成 されており、大別 して 2層 に分かれる。下層の 9、 10層 は粘土質シル ト層で固くしま

る。19層 と11層 の間に炭化物の層が入る。上層はほとんどの層がローム粒を合み、第 4層 中に

炭化物が認められた。

遺物は第43図 1が 4層 中から、 5層 、 8層 上面に乗るように一括出土 した。他 に礫が 1点 出

土 したのみであった。第43図 1は第 3群 3類 1種に属する3類 の深鉢形土器である。器高34.8

cm、 日径23.8cm、 底径 12.lcm、 最大径は胴部にあり25.6cmを 測 る。日縁は四波状を呈する。ロ

縁部文様帯には太い 2本 1組の平行沈線
ヂμィ

に施文されるが山形頂部は連続せずそこに円形
-1)

刺突文が 1～ 2個配 される。日縁部下端には半裁竹管による半月形横位連続刺突文が施文され
(A-2-2)

る。頚部には横位沈線文と隆帯十連続刺突文が施文され口縁部 と胴部を区画 している。地文は
(B-1-3)

単節斜行縄文が施文されており、薄い撫で消 しが行なわれている。器面の剰落が激 しい。胎土

は粗く、角礫凝灰岩粒を多く合む。砂粒の混入も多い。

16号土壊 (第 44、 45図・写真 4-5・ 6)

調査区北東部、C-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、17号土羨 と重複関係があり、17号

土壌 より新 らしい。上端平面形は長軸2.80m、 短草由2。45mの 楕円形である。深 さ74cm、 底面は

中央がやや低 くゆるやかな傾斜をもつ。壁面は内傾 し壁中位上半から内弯気味に外傾する。埋

土は13層 で構成 され、 2、 3a、 3c層 に多量のロームブロックを含む。

遺物は縄文土器 1点 (第45図)と 縄文土器片 4点、石核 1点 、象J片 1点、桂化木 1点 が出土

した。45図 は北東部壁際の床面から一括出土 した。第 3群 1類 1種 に属す る深鉢形土器であ

る。器高40,7cm、 日頚25.5cm、 底径14.3cm、 最大径は口縁にある。平縁であり、口縁部は肥厚

する。日縁部文様帯には第42図 1同様大 き2本 1組の平行沈線が山形に施文 され、山形頂部は
(A-1-1)

連続せず、そこに径 1～ 1.5 cmの 円形刺突文が 1～ 2個配 される。口縁部文様は第42図 1と 同
(A-3-1)

じであるが45図 は口縁部下端に段がつ き半我竹管先端による連続刺突文が施文される。頚部に
(A-3-2)

は隆帯+連続刺突文が施文され、口縁部 と胴部を区画 している。胴部は系」落が激 しいが、横位
(B-6-1)

綾絡文が地文として施文され、薄い撫で消 しが行なわれている。胎土は粗く角礫凝灰岩粒を多

く混入 している。砂粒の混入も多い。



17号上墳 (第44図・写真 4-7)

調査区北東部、C-5区 に位置する。第 4層上面で確認、16号土壊と1号竪穴遺構 と重複関

係にあり、両遺構より古い。上端平面形は、長軸1.26m・ 短軸0。 96m以上の円形と考えられる。

深さ90om、 底面は平坦であり壁面は内傾 し壁中位上半で外傾する。埋土は8層 で構成される。

遺物は縄文土器片22点、ヘラ状石器 1点、景」片 1点 が出土している。第44図 1は 3群 8類に

属する破片である。細い沈線を2本 1組にし山形に短く施文、その下に横位平行沈線文がめぐ
(C-1-1) (C-1-3)

る。第44図 2も 3群 8類に属する胴部破片である。
(C-1-1)

18号土媛 (第 46図 ・写真 4-8、 5-1)

調査区北東部、D-4区 に位置する。第 4層上面で確認、39号土壌 と40号土羨 と重複関係 に

あり両遺構 より古い。上端平面形は、長軸1.23m、 短軸約0.85mの楕円形と考えられる。深 さ

82cm、 底面は平坦であり、30cm× 20cm程 の円礫及び角礫を4個敷いてあり、底面中央 に炭化物

が認められた。壁面はほぼ直線的に垂直に立ち上がる。埋土は 6層で構成されている。

遺物は縄文土器片30点 、石器 3点が出土 した。第46図 1～ 4は最下層から出土 している。1・

2は第 3群 1類 1種 に属する同一個体の口縁部破片である。山形突起を有する。日縁部の文様

は第43図 1、 第45図 と同 じ山形沈線文と円形刺突文であるが、頚部 には半我竹管による横位平
(A-1-1)  (A-3-1)

行沈線がめぐリボタン状貝占付文が並び、さらにボタン状貝占付文から下に半我竹管による縦位平
(B-1-3) (C-1-4)
行沈線が認められることから、文様帯の四区画が行なわれていると考えられる。第46図 3、 4
(C-1-4)
は 3群 8類に属する口縁部破片である。 1類か 2類の口縁部破片と考えられる。 3は斜行平行

沈線文とコブ状貝占付文が施文され、 4は山形突起を有する口縁部破片である。頚部に太い横位
(A-2-1)

沈線文が認められる。
-1-3)

19号土壊 (第 46図 )

調査区北東部、D-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平形は長軸0,85m、 短草由0.64

mの楕円形である。

遺物は (第 4層 から)縄文土器片7点出土 した。第46図 5は 3群 8類に属する胴部破片であ

る。半我竹管による山形及び波形平行沈線の下位 に半我竹先岩端による横位連続刺突文が 2段
(C-1-1)                           (C-3-2)

に施 される。第46図 6は 3群 8類に属する肥厚する日縁部破片である。爪先 による横位連続刺
(A-3-2)

突文を 2段 に施支 してある。 1類か 2類の口縁部であろう。

20号土壌 (第 46図 。写真 5-3)

調査区北東部、D-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1,76m、 短軸1.

57mの楕円形である。深 さ68cm、 平面は平坦であり壁面は内傾 し壁中位上半で外傾する。埋土

は13層 で構成 される。 9層 10層 にローム粒子を多量に合む。

遺物は縄文土器 1点 (第 46図 12)、 縄文土器片 116点、石器 8点出土 した。縄文土器片はほと
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層 位 土 色 土   性 偏 考

1 黒褐色 10Y R% 砂 質 ンル Ⅲ 軍根 貢関 色 土 をブロ ック男犬 1 含 む

2 黒褐色 75YR% 砂質 シル ト 車根 貢衛 色 土 をブロ ック状 に含 む。

暗褐色 10Y R% 砂 質 シル ト 黄褐色土 を含む。

4 暗閲色 10Y R% 砂 質 ンル ト 黄褐色土 を含む。

5 時倒 色 75YR光 砂 暫 シ ル ト 黄褐色土 ブロ ックを合む。

黒褐 色 10Y R% シルト 黄褐色土 ブロ ックを多量含む。

土 塘

層 liF 土 色 土   性 備 考

l 鶴  色 75YR% シル ト 炭化物・黄褐色土粒少量合む。

褐  色 75YR% シルト 黄褐色土量 わず かに合む

3 鶴  色 10Y R/4 シルト 炭化物 ・責褐色土粒少量含む。

4 明責倒 色 10Y R% 土 質 ンル ト 炭化物 少量 含 む。 黄禍 色 土粒 多量 含 む。

5 詢  色 10Y R/4

褐  色 75YR%
7 暗鶴色 10Y R% シル ト

褐  色 75YR% シル ト 黄IE・ 色土粒含む。

9 褐  色 75YR% シルト ローム粒 多量 合む。

暗鶴色 10Y R% シルト ローム粒少量合む。

賭関色 10Y R% ,レ ト

褐  色 10Y R%
'レ

ト

明褐色 75YR% シル ト

第46図 18・ 19。 20。 22号土壌 (縄文時代前期末葉 )



明黄褐色土 ブロ ノク少量合む。

粘土質 ンル ト

明黄褐色土粒少量含 む。

暗褐色土 ブロ ック含む。粘土質 シル ト

75YR% 炭化物少量含む。

土粒少量eむ

0              5 cm
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層位 土 色 土   性 備

1 褐  色 10Y R% ロー ム粒 子微 量

2 暗褐 色 10Y R% シ ル 炭化物少量

縄  色 75YR% シ ル ローム ブロ ック含 む

4 黒褐色 10Y R%
5 褐 色 75YR% ローム粒子 全体的 に合も

6 褐  色 10Y R% ローム粒子少量

7 明褐色 75YR%
8 暗撮色 10Y R% 炭 イヒ物 微 重

第47図
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んどが 5層 より上の層から出土 した。一個体 に復元で きるものはなかった。第461図 7は 3群 1

類 1種 に属する肥厚する日縁部破片である。維位平行沈線文、斜行平行沈線文、山形沈線文が
(A-1-4) (A-1-2)  (A-1-1)

施文され、日縁下端に段を有する。第46図 8は 3群 5類 1種 に属する日縁から胴部上半に及ぶ

破片である。日縁部胴部共に地文として単節斜行縄文が施文され薄い撫で消 ししてある。口唇

部に小突起があり口縁部には横位沈線文と山形
輩饗肝

、頚部に横位
千きЦ 姿手

ヽ胴部 には斜行
(A-1-3)  (A―

平行沈線文が施文されている。第46図 9-11は 3群 7類に属する。第46図 11は底部近 くまで曲
(C-1-2)

線的な沈線文が施 されている底部破片である。第46図 9は 爪先による横位連続刺突文を 2段 に
(A-3-2)

施 した肥厚する口縁部破片である。第46図 10は 半我竹管による平行沈線を縦横 に施 した胴部破
(C-1-3、 C-1-4)

片である。第46図 12は 3群 8類に属する胴部上半を欠いた鉢形土器である。残存器高 7 cm、 胴

部最大径 9 cm、 底径 5。 5 cmで ある。地文は施文されていない。胴部上半に横位押 し引 き連続刺
(C-3-3)

突文が施文されている。内面にはすすが付着 している。胎土は粗 く、角礫凝岩粒が多く含まれる。

石器は微細景」離痕のある景」片 1点、系」片 5点 、磨石 2点である。

21号土娠 (第 47図・写真 5-2)

調査区北東部、D-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1.80m、 短軸1.

69mの 円形である。深 さ86cm、 底面は平坦であり壁面はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は 8層 で

構成され、 5層 6層 にローム粒、3層 にロームブロックを含む。

遺物は縄文土器片 107点、石器 7点、桂化本 1点、礫 4点が出土 した。(石皿は 2層上面に乗

って出土 した。)ま た縄文土器片の うち52点 は最上層 1層 出土である。第47図 6は 3群 8類に属

する口縁部破片である。棒状貝占付文が回唇部まで及び小突起 となっている。また細い粘土紐を
(A-2-3)

貼 り付け幾何学文を展開させている。 5類 2種の口縁部 と考えられる。第47図 8は 3群 5類 1
(A-2-6)

種 に属する口縁から胴部上半までの破片である。日縁は肥厚 し頚部 に段 を有する。文様は縦位

法答えЙ戸解当径誘
ヽ
射年4饗邦

が施文される。胴部には単節斜行縄文が地文として施文され

薄い撫で消 しがなされている。第47図 9～ 12は 3群 8類 に属する頚部破片である。隆帯十斜め

の連続刺突文が施 され、その上下を横位沈線文がめぐる。第47図 7、 9は 3群 1類 二憧に属す
(B-6-1) (A-1-3)(c-1-3)

る肥厚する平線の口縁部破片である。第47図 7は隆帯+2本 1組の山形平行刺突文を 2段 に施
(A-6-1)

し、その下にさらに山形平行刺突文を施文している。第47図 9は 日縁部に馬蹄形沈線文と2本
(A-6-1)                          (A-1-5)

1組の太い斜行沈線文が施文され、頚部には半裁竹管による横位平行沈線が施支される。第47
(A-1-2)                           (B-1-3)

図13、 14は 3群 8類に属する胴部破片である。第47図 13は 半我竹管先端による押 し引き連続刺
(C-3

突 文 が 施 文 さ れ て い る 。 第 47図 15は 横 位 の 細 い 隆 帯 を ま た い で 半 我 竹 管 先 端 に よ る連 続 刺 突 文
-3)                                                    (c-3-2)

が施 されている。第47図 14は 3群 8類 に属 し弧状沈線 2本 による ()文 を施文 してある。 石
(A-1-7)

器は石鏃 1点、ヘラ状石器 1点 、二次加工のある崇J片 1点 、微細象」離痕のある景U片 1点 、景」片

1点、凹痕と磨痕のある礫 1点 、石皿 1点である。



22号土境 (第 46、 47図・写真 5-3)

調査区北東部、D-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、20号土壊 に西側を一部を切 られて

いる。上端平面形は長軸1.70m、 短軸1.25mの 楕円形である。深 さ84cm、 底面は西北部が一段

低 くなっている。壁面はほぼ直線的 にゆるやかに立ち上がる。埋土は14層 で構成 されており9

層、11層 にロームブロック及びローム粒 を含む。

遺物は縄文土器片58点、剰片 1点 、磨石 1点、礫 1点 が出土 した。 4層 中からの出土が多い。

第47図 1～ 4は 4層 から出土 している3群土器である。第47図 2、 4は第 3群 5類種 に属する

肥厚する日縁部破片である。第47図 2は横位沈線支、縦位沈線文、斜行沈線か、第47図 4に は
(A-1-3)  (A-1-4)  (A-1-2)

嘴好4姿罪
、斜行沈線 による

琴ρ 混 )聡ど4努 P本
による ()文が口縁部 に施支され、共に

頚部に太い
頓

位沈線文が一条めぐる。第47図 1は 4類 に属する胴部破片である。横位綾絡文が

施文されている。第47図 3は 1類 1種 の胴部破片である。半裁竹管による縦位及び横位q王気 )

控生不
が施文されている。第47図 5は細い

4t善艇
隆帯を弧状に貼 りつけている。

t-2)

23号土壊 (第 48図 ・写真 5-4・ 5,6)

調査区北東部、D-5区 に位置する。第 4層上面で確認、上端平面形は長軸1.雅 m、 短軸1.

65mの 円形である。深 さ106m、 底面は平坦であり壁面はほば垂直に立ち上がるが一部内傾す

るところもある。埋土は15層 で構成されており8層 にロームブロックを含む。

遺物は縄支土器 1点 (第48図 1)、 縄文土器底部 1点 (第 48図 6)、 縄文土器片52点 、微細象」

離痕のある崇J片 1点 、凹石 1点 が出土 した。第48図 1、 6及 び縄文土器片の約半数は 7層 より

上層から出土 している。第48図 1は 3群 3類 1種 に属する深鉢形土器である。底部を欠く。残

存器高24cm、 口径17.6cm、 胴部径 18.3、 文様帯は頚部 をめぐる
予襟4答秀

により口縁部 と胴部

に三分され、さらに貼付文、刺突文、縦位平行沈線文により四区画されている。口縁は四波状

を呈 し、口縁部 には波状頂部の直下に円形刺突
手

とコ
¬揮馳」弄

を維位並列 させる。太い斜行
(A-3-1

沈線文及び 2本 1組の大い平行沈線文が施文され、日縁下端には半我竹管先端による半月形刺
(A-1-2)

杏碁塁 究
ぐり直下に段を有する。頚部には半裁竹管による平行沈線文が、胴部には半我竹管に

(B-1-3)
よる

符生2)諜ふ 安厚4饗肝
が施文され、波状項部から垂下するライン上には、頚部にはボタ

当鋒考」弄
、平行沈線の交叉する胴部中位にはコブ状貼付文が、上位にはボタン状貼付文が施

(C-2-1)           (c-2-2)
される。地文は単節斜行縄文が施文され薄い撫で消 しがなされている。胴部下半は火熱をうけ

たため鉄J落 が激 しい。胎土はもろく、0。 1～ 3mmの粒状の角礫凝灰岩 を多量に合む。第48図 6は

3群 8類 に属する底部破片である。底径10.8cm、 器壁はやや内弯気味に立 ち上がる。 4類 ある

いは 5類の底部 と考えられる。第48図 3～ 5は 3群 5類 1種 に属する口縁から胴部上半に及ぶ

同一個体の破片である。平縁で口縁はやや内弯気味に外傾する。口縁部上端及び上端と頚部に
(A-3-2)

半裁竹管先端により刺突がなされている。胴部上半には半我竹管文による斜行平行沈線支や幾
(C-1-2)



Bド、

|

23号 土 墳

Aト
6150m

引 A

23号土壌 埋

筆
―I附帥

ぜ

４
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層 位 土 色 土  性 備 考

l 褐  色 75YR% ル ト 炭化物・ 明黄褐色土 ブロ ンク少量含 む

2 暗褐色 10Y R% シルト

3 H音褐色 75YR/ ,レ ト )A4 蝶粒・ 炭イヒ物 少量含 む。

4 Hモ子4掲 75YR% ,レ ト 物 全体 に 多量含 む。

5 褐 10Y R% シル ト 炭化物 わずかに含 む。

6 掲 色 75YR% シルト 炭化物 少量含む。

7 IIB褐色 75YR% シルト

8 的  也 10Y R% シルト ロー ム ブロ ッ ク全 1本 に含 むぅ

9 褐  色 10Y R% ,レ ト

衡  色 75YR%
11 黒褐色 75YR% ,レ ト

褐  色 10Y R% ,レ ト ローム粒子全体 に少量含 む。

13 褐  色 10Y R% ,レ ト ローム粒子 わずかに含 む。

褐 色 75YR%
'レ

ト

15 明褐色 75YR% ンルト

遺 構 名 層   位 出土状 況 遺   存 法 量 施 文 調 ヨ堅・
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第48図 23号土壌 (縄文時代前期末葉)



何学文が施文 されている。第48図 2は 第 3群 8類に属する胴部破片である。横位平行沈線文

と山形平
年4編文が施文される。

24号土娠 (第 49図・写真 5-7)

調査区北側中央、D-6区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1,72m、 短草由

1.24mの 楕円形である。深 さ32cm、 底面にはやや起伏がある。壁面は内弯気味にゆるやかに立

ち上がる。埋土は 5層で構成 されている。

遺物は縄文土器片 7点、微細永」離痕のある素」片 1点 、凹石 1点 が出土 した。第49図 1は 3群

8類 に属する日縁部破片である。複合口縁であり肥厚 している。竹管先端による縦位連続刺突
(A-3-2)

文が2列 に施文されるが一部は横位に施文されている。日縁部中間帯に窓わく状に凹部を設け

ている。日縁上端には爪先による横位連続刺突文、日縁部下端、及び凹部の周囲には断面が三
(A-3-2)

角形状の工具による連続刺突文が施 されている。
(A-3-2)

25号土境 (第 49図 ・写真 5-8)

調査区】し側中央、D-6区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1.41m、 短軸

1.20mの 楕円形である。深 さ84cm、 底面は平坦でありほぼ中共 に27× 27ch、 深 さ14cmの ピット

を有する。壁面は直線的 に垂直に立ち上がる。埋土は 8層 で構成 されている。

遺物は縄文土器片23点 、石器 5点 、礫 3点が出土 した。第49図 2～ 4は 3群 8類 に属する。

第48図 2は横位平行沈線文と弧状沈線文が施文された胴部破片である。第48図 4に は折 り返 し
(C-1-3)  (c-1-7)

口縁が見 られる。第49図 3は 山形沈線文と半裁竹管先端による横位連続刺突文が 2段 に施 され
(C-1-1) (C-3-3)

た胴部破片である。石器は ドリル十スクレイパー 1点 、石核 1点、二次加工のある景U片 2点 、

磨石 1点である。

26号土境 (第 49。 50図・写真 6-1)

調査区北側中央、D-6区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1.69m、 短軸

1.61mの ほぼ円形である。深 さ62cm、 底面はほぼ平坦であり壁は急激に立ち上がる。埋土は 6

層で構成され、 4層 上面に焼土が乗っている。

遺物は縄文土器 1点 (第 50図 1)、 縄文土器片36点 、石器 6点 、礫 1点 が出土 した。第50図 1

は土竣北側の焼土下 4層上面よリー括出土 した。第 3群 2類 に属する深鉢形土器である。器高

36.4cm、 日径32,7cm、 底径14.9cm、 最大径は口縁 にある。平縁であり、日縁部は肥厚せず弧状

沈線 2本 によって描かれた馬蹄形沈線文が上下から交互に施文され、沈線内は 1個ずつ円形刺
(A-1-5)                               (A-3-1)

突文が配 される。回縁上端には半裁竹管による短い山形沈線文が、頚部には隆帯上に山形沈線
(A-5-1) (B-5-1)

文がそれぞれ施文され、日縁部と胴部とを区画 している。地文は単節斜行縄文が施文されるが

薄い撫で消 しがなされている。胎土はもろく0,1～ 3 mmの 粒状の角礫凝灰岩 を多量 に合む。第

50図 6は 3群 5類 1種 に属する口縁部及び胴部上半の破片である。口縁部に無文帯があり胴部
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第49図 24・ 25・ 26号土壌 (縄文時代前期末葉)

層 位 土 色 土  性 備 考

第 1層 暗褐色 75YR% ンルト

2 暗褐色 75YR% ンルト

3 褐  色 75YR% ,レ ト

4 にぶ い費褐色 10Y R% ,レ ト ロームを微量含む。

5 明責褐色 10Y R%

層位 土 色 土   性 備 考

1 褐 75YR% ,レ ト 炭化物 を少量含む。

2 10Y R% ,レ ト 炭化物・ ローイ を多量含む。

3 ‖B70 10Y R% ,レ ト 炭化物 を多量合む。

4 褐 75YR% 粘土貰 ,レ ト

5 明黄褐色 10Y R% 粘土質 シル ト 暗褐色土 ブロ ノクに含む

6 明黄褐色 10Y R% 粘土質
'レ

ト 炭化物 を微量,礫 を少量合 む。

7 暗褐色 10Y R党 ,レ ト ローム・スコリアを少量合む

8 Hと褐色 75YR% ,レ ト 炭化物 少量含 む

((第 ユ)IX1 1)



層位 上      色 土   性 備 考

1 Hき褐色 75YR% シルト

暗褐色 10Y R% シル ト 炭化物 髭量, ローム 焼上 を少量含 む。

3 貢褐 色 10Y R% ル ト 炭化物 含 む

4 暗褐色 10Y R% ,レ ト 焼土 を微量含 むぅ

5 明褐色 75YR% 粘土質 シル ト

褐  負 75YR% ,レ ト

綾 励
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６

鱗
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還 構 名 層   位 出 土状 況 遺   存 法    量 施      文             調      整 備 考

26号 土壌

(D-6)
4層 上 面 一括

口 縁 ～ 胴

部%欠根

ｃｍ
ｃｍ
釦

局
径
径

器
口
底

●隆 帯 十刻 み―一
箇 総―― ミガキ   ・ 横位 LR縄 文 や や

磨 滅

第50図 26号土壌 (縄文時代前期末葉)



には横位綾絡文が施文される。第50図 4、 5は 3群 5類 1種 に属する口縁部破片である。第50

図4は 2本 1組の斜行
蚤律4笞添

ヽ
戦筆4答添

及び横位平行沈線文が施文され、第50図 5は頚
(A-1-3)

部に
環算4饗矛

ヽ胴部には弧状沈線文が施文されている。石器は二次加工のある景J片 1点 、磨

石 2点 、凹痕と磨痕のある礫石器 1点、凹痕と敲打痕のある礫石器 1点 、石皿 1点である。

27号土境 (第 51 52図 。写真 6-2)

調査区北西区、E-9区 に位置する。第 5層上面で確認、28号土墳を切っている。上端平面

形は長軸2.14m、 短軸2.02mの ほぼ円形である。深 さ80cln、 底面は平坦であり壁面はほば垂直

に立ち上がる。埋土は 9層 で構成 され、上下 2層 に大別される。

遺物は縄文土器片多数、石器 3点が出土 している。遺物はほとんどが 2a層 中より出土 して

おり、第51図 1、 第52図 1、 2、 9～12は 2a層 から出土 した。第52図 10は 3群 5類 に属す

る日縁から胴部 にかけての破片である。平縁であるが、半円状の突起 を有 し、ボ
簑症琴乳年

文

を伴 う。また縄文原体によ
0犀琴ニ ダ

施文されている。地文は単節斜行縄文であるが、撫で

消 しについては不明である。第51図 1は 3群 6類 に属す る円筒形の深鉢形土器の口縁部破片

である。口唇直下に粘土紐によ
ね

隆帯 をめぐらし、縦位沈線文 を施 された
Rρ ttt年

文を4

ケ所に配 してある。地文は無節の斜行縄文である。第51図 1は 3群 3類 1種に属する日縁部

から胴部上半にかけての破片である。日縁端の内外面に隆帯をめぐらし、口縁部文様は上下に
 ́ (A-4-1)

平行沈線、その中間に山形沈線を施文し、4ケ所にコブ状貼付文を配している。胴部には曲線
(A-1-1) (A-2-1)

的な沈線文、縦位平行沈線文が施文される。第52図 2は 3群 8類に属する底部破片である。底

径14.9cmを 測 る。地文は施文されていない。第52図 12は 3群 3類 2種 に属する胴部破片である。

半我竹管による山形平行沈線文が二段に施文され、山形頂部の接点には円形沈線文が施文され

る。胴部文様帯の四区画が行なわれている。第52図 9は 3群 8類に属する口縁部破片である。

半円状 とコブ状の突起 3個 をもち、半円状の突起の直下には刺突の加えられた
記ごび射ケ

文が

配され、コブ状突起には縦位の沈線文が施文される。石器は縦形石匙 1点、景」片 1点、磨石 1

点である。

28号土境 (第 51・ 52・ 53図・写真 6-3)

調査区北西部、E-9区 に位置する。第 5層上面で確認、27号土墳 に南半を切 られている。

上端平面形は長軸1.25m、 短軸約1.23mのほぼ円形 と考えられる。深 さ72cm、 底面は平坦であ

り、壁面は強 くオーバーハ ングする。埋土は 4層 で構成されており、27号土壊

^倒
れ込むような

状況を示 している。

遺物は縄文土器多数、石器16点 、礫 5点が出土 した。第52図 7、 8は 3群 1類 1種 に属する

日縁部破片である。横位沈線文が施 され、第52図 7は 口縁部下端に段を有 し、第52図 8は双コ

ブ状突起を有する。第52図 4は棒状貼付文が施 され、小突起を口縁 を有する。第52図 3、 6は
(A-2-3)



3群 8類 に属する日縁部破片である。第52図 3に は山形平行連続刺突文が、第52図 6に は渦巻
(A-3-2)

状の沈線文が施文 され、日縁下端に段を有する。石器は石匙 2点 、石核 1点 、 ドリル 2点、 2

次加工のある象U片 1点、微細景J離痕のある象」片 1点、景」片 8点、凹石 1点である。

29号土境 (第 52図 。写真 6-4)

調査区中央やや北西寄 りのF-8区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸0,86

m、 短軸0.82mの 円形である。深 さ62cm、 底面は中央が低 く、ゆるやかな傾斜 をもち、壁面は

急激 に立ち上がる。埋土は 6層 で構成されている。

遺物は縄文土器 2点 が出土 している。第52図13は 3群 8類 に属する胴部破片である。縦位、
(A-1-4)

横位、斜行、弧状の各平行沈線文が施文されている。
(A-1-3)(A■-2)(A-1-7)

30号土境 (第 53図 。写真 6-5)

調査区中央、G-6区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸0.82m、 短軸0.78

mの ほぼ円形である。深 さ44cm、 底面は平坦であるが、扁平な輝石安山岩が敷いてあった。壁

面は急激 に立ち上がる。埋土は 5層 で構成され、全層 にわたってローム粒が認められた。

遺物は縄文土器片 5点、石器 3点 、礫 5点が出土 した。太い維位沈線文をもつ 3群 8類に属

する口縁部破片が出土 している。石器は微糸H剰離痕のある象J片 1点、釣針形石器1点 (第52図 5)、

板状磨石 1点である。釣針形石器は、実用品とは考えにくい。

31号土城 (第 54図 。写真 6-6)

調査区中央、G-6区 に位置する。第 5層上面で確認、芋穴により上半はほとんど削平を受

けている。上端平面形は長軸推定約1,46m、 短車由推定約1.1l mの 楕円形と考えられる。深 さ47

cm、 底面は中央が低 くゆるやかな傾斜をもち、中央 にピットを有する。壁面はゆるやかに立ち

上がる。埋土は 9層 で構成されている。

遺物は縄文土器片10点 、剣片 2点 が出土 している。第54図 1は第 3群 1類 1種 に属する口縁

部破片である。弧状沈線文、斜行沈線文、横位沈線文が施文され、回縁部が肥厚 し下端に段 を
(A-1-7)  (A-1-2)  (A-1-3)

有する。

32号土境 (第 54図・写真 6-7)

調査区中央北西寄 り、H-8区 に位置する。第 5層上面で確認 した。上端平面形は長軸0.97

m、 短軸0,79mの楕円形である。深 さ28cm、 底面はほぼ平坦であり、壁面は内弯気味に急激 に

立ち上がる。埋土は単層である。上部は削平を受けていると考えられる。

遺物は縄文土器片28点 が出土 した。第54図 3は 3群 1類 2種 に属する口縁部破片である。口

縁は肥厚 し、日唇直下に横位沈線文、その下に縦位弧状沈線文が横位連続施文される。口縁下
(A-1-6)

端に段を有する。第54図 2は 3群 3類 2種 に属する口縁部から胴部上半へかけての破片である。

山形突起を有する。口縁部には半我竹管による横位平行沈線文、棒メ犬貝占付文が施され、胴部上
(A-1-3) (A-2-3)



4層 、12層 、14層 上面上器出土状況

＝
牛
―
■

0        1m
llIIII

千1 1 1 l iCm

陰少量  ロームを合む。

風化礫 を全体 に含む。

全体 に含む。

*占土質シ,レ ト

粘土質 シル ト

粘土質 シル ト

第51図  27・ 28号土壌 (縄文時代前期末葉)

遺 構 名 層  樽 呂 土状況 漫  存 法  量 施 又 ・ 調 整 備 考

27,28号土残 (R-9) 4層上 面 口纏階5 日径 27 4cn 小突起 → 洗線 文 磨滅 している。



―
―――――一― 無文 (ミ ガキ )

違 構 名 層  位 出土状況 這  存 法   量 施 文・ 調 整 傭 考

27,28号土崚
(E-9)

2a層 口縁部 日径 18 5cm 縄 文 → 隆 帯 →突起十沈線
(縦位L) (口 唇部)  (縦 泣 )
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29号 土娠    L■

ガ，一一， 一一，・イ

層位 土 色 土  性 備 考

1 暗褐色 10Y R% ンルト

Za 暗褐色 75YR% シルト
2b 略福色 7島 YR% ,レ ト

3 掲色色 75YRグ シルト

4 暗褐色 10Y R% ンルト

5 暗褐色 10Y R% ル ト ロームブロ ック少量ハ

6 楊  負 loY R% 格性 シル ト ローム 炭化物 を含む。

第52図 27・ 28号土嬢出土遺物 。29号土壌 (縄文時代前期末葉)
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30号 土 城  0    1m
111111

D 0       2 cm
I I I

層 位 上      色 土   性 備 考

1 暗褐色 75YR/4 ンルト ロームブロ ノクと炭化物を含む。

暗褐色 10Y R% ンル ト ロームとカーボンを微量合む。

にぶい黄褐色 10Y R/ シルト カクラン

4 黄褐色 10Y R% シルト ロームを少量含む。

黄褐色 10Y R% シルト ロームと石を合む。

第53図  27・ 28号土壌出土遺物 。30号土壊 (縄文時代前期末葉)



層 仁 土 色 土  性 膊 考

1 暗褐色 10Y R% シルト 黄褐色 ブロ ックと炭化物 を含も

2 暗褐色 75YR光 ンルト ロームブロックを含む

3 黒褐 色 10Y R/3 シル ト ロームを含む。

4 黒偶色 10Y R% シルト ロームを含む。

黒褐色 75YR% シルト

6 黒褐色 10Y R χ シルト

7 明黄褐色 10「FR% シルト

8 黄褐 色 10Y R/6 ル ト 暗褐色 プロ ックを合む

9 にぶ い責褐色 10Y R/d ンル ト

31号 土 嫉  ||1111
31号土城 埋   土

層

３
　
下

A
62.00mr土

器    ~引
B

VB〆

だ 0

32号 土 壊

埋

層 1エ 土 色 土  性 傭 考

1 黒褐色    1 10Y R% ンルト 炭化 物 を看十 含 む。

靱 殉

土ブロックを多量に

第54図 31・ 32・ 33号土城 (縄文時代前期末葉)
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遺  構  名 層  位 出土状況

1号堅穴
(D-5) 上  層 一  括 %欠損 口径  17 6cm

(胴部 ・刺突文 )

第55図 遺構外出上の縄文土器 (前期末葉)



半には曲線的な平行沈線文が施文される。
(A-1-7)

33号土墳 (第 54図 ・写真 6-8)

調査区南西部、 I-8区 に位置する。第 5層 上面で確認、上端平面形は長軸1,06m、 短草由0。

94mの ほぼ円形である。深 さ34cm、 底面は中央が低 くゆるやかな傾斜 をもつ。壁面は急激 に立

ち上がる。埋土は 4層 で構成 され、 3層 4層 にはロームブロックを含む。また 1層 中には扁平

な円礫が認められた。

遺物は縄文土器片20点 、石器 3点、礫 1点 が出土 した。第54図 4は 3群 8類 に属する口縁部

破片である。ボタン状貼付文が施 され、口縁上下端に横位沈線文が施文 され、その間に弧状の
(A-2-2)                  (A-1-3)

沈線文が連続施文される。
(A-1-6)

遺構外出土遺物について (第55図 )

第54図 1～ 3は 3群 1類 1種 に属する日縁部破片である。第55図 1は 山形突起をもち、コブ

状貝占付文の周囲に細い粘土紐 を渦巻状 に貼 り付けている。第55図 2は第50図 1で見られた馬蹄
(A-2-1)                (A-2-4)
形沈線文を連続 して施 され半円状の突起をもつ。頚部に横位沈線がめ ぐる。第55図 3は 頚部か
(A-1-5)                             (B-1-3)
ら胴部上半へかけての破片である。頚部に隆帯十連続刺突文、胴部 には綾絡文が施文 される。

(B-6-1)
第 55図 4は 3群 1類 2種 に属する口縁部から胴部上半にかけての破片である。口縁部は】巴厚

し横位平行沈線文が施 され、その間に竹管文による連続刺突文が施文 される。胴部上半には半
(A-1-3)                        (A-3-2)

我竹管による横位平行沈線が施支され、その上に半我竹管による半月形刺突文が 2段に施 され
(C-1-3)                         (C-3-2)

る。

第55図 9は 3群 3類 1種 に属する口縁部破片である。口縁部上端内面に段 を有する細い粘土

紐の貼 り付けによる幾何学文を施す。

第55図 5・ 6は 3群 3類 2種 に属する国縁吉b破 片である。第55図 4は 平縁であり口縁が肥

厚 し下端 に段 を有す る。口縁上端 に斜行沈線文、下端 には
吟

】ど争壽 蓄
ヽ｀

幕鸞 鍵手
が施 さ

れる。第55図 5は波状口縁で肥厚する。 3本の斜行する平行沈線が波状項部へむかい、頂部直

下にコブ状貼 り付 け文が縦位 に2個施 され 3本の短い横位沈線文にはさまれる。第55図 7も 波
(A-2-1)                       (A-1-3)

状口縁であり、口縁上端で 3本の斜行する平行沈線が波状頂部へむかい、項部から棒状貼 り付
(A-1-2)

け文が施 され、国縁 には 3本の横位平行沈線が施文される。
(A-1-3)

第55図 8は 3群 3類 2種 に属する国縁部破片である。上下幅の狭い口縁部に円形刺突文と連
(A-3-1)

続弧状沈線文が施文される。日縁は肥厚 し下端に段を有する。
(A-1-6)

第55図 10、 11は 3群 4類に属する。第55図 10は胴部破片であり山形平行沈線文が 2段 に施文
(C-1-1)

される。上端には横位沈線文が施文される。第54図 11は底部破片である。器壁は内弯気味に立
(c-1-3)

ち上がる。

第55図 12は 3群 7類 に属する国縁部から胴部上半にかけての破片である。山形突起 を有する。



隆帯十半裁竹管文による連続押 し引き刺突文 を口縁に山形に 3列、胴部 に 2列配 している。

第55図 13～ 17は 3群 8類 に属する日縁部破片である。第55図 13は 口縁 がやや波状 をなす。波

状頂部へむかう斜行平行沈線文が施文され、細い粘土紐により縦位及び弧状の貼 り付け文が施
(A-1-2) (A-2-6)

される。第47図 6と 共通する。第55図14は横位平行沈線が施文 されている。第55図 15は 口縁上

端と下端に半裁竹管による連続刺突文が施文され、その間に斜行する連続刺突文が施文 される。
(A-3-2) (A-3-2)

第55図 16は半裁竹管による弧形刺突文が 2段 に連続刺突 されるものである。第55図 17は波状口
(A-3-2)

縁であり、波状頂部に円形刺突文、日縁端に沿って隆帯十半我竹管支による連続
釈とP!夢 )」

突

文が施文される。

第55図18～ 23は 3群 8類に属する胴部破片である。第55図 18・ 20。 21・ 23は半裁竹管による

平行沈線が施文 されたものである。第55図 18。 20で は胴部文様帯の四区画が行なわれていると

考えられる。第55図 19。 22は隆帯十半我竹管先端による連続押 し引 き束」突文が施支されている。
(C-6-2)

第55図24は 3群 8類に属する口縁部破片である。単節斜行縄文が施文 されている。

第55図 25は 3群 4類に属する深鉢形土器である。器高14.Ocm、 日径15,Ocm、 底径8.6cmで、最

大径は口縁にある。平縁であり、口縁部はやや肥厚する。口縁部は無文であり、文様帯は胴部

上半にある。文様は先端がヘ ラ状の工具による横位連続押 し引き刺突文が胴部上半の上端 に 2
(C-6-2)

条、下端に 1条 めぐり、その間に同 じ工具による山形連続押 し引 き刺突文が 2段に施文 されて

おり、一部には文様の割 りつ けのためと考えられる細い沈線がみられる。地文は単節斜行縄文

が施文されるが、文様施文前に薄くなで消してある。胎土は緻密であり、砂粒の混入は少ない。

また底部には本葉痕が認められる。



5日 縄文時代中期の遺構 と遺物

1号竪穴遺構 (第 61図・写真 8a-1)

調査区北東部、C-4区 、C-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、12号土竣 と47号土羨 と

重複関係があり、両遺構 よ り新 しい。上端平面形 は長軸3.33m、 短草占3.03mの 円形である。

深 さ13cm、 底面は平坦である。底面中央部はさらに竪穴状 に落 ちこみ、平面形は長軸2.50m、

短軸1.71mの楕円形である。深 さは35cm、 底面は平坦であり壁面はほぼ垂直 に立ち上がる。埋

土は 9層 で構成 され大 きく上下 2層 に分かれる。

遺物は南西部の確認面から第 3群 4類土器 (第 55図25)が出土、また耳ヒ東部の上段の底面か

ら第 3群土器の破片 1点が出土 し、下層より第 4群土器破片14点 が一括出土 したことから、第

4群土器の時期の遺構 とした。また石器は石匙 3点 (第56図 8・ 10)、 石核 1点 (第56図 9)、 剣

片 2点が出土 している。

第56図 1～ 6は 同一個体である。第 4群 1類 に属する。 1～ 2は口縁部上半の破片である。

隆帯と沈線 による渦巻文・曲線文が施文される。 3は 口縁部下半の破片であり無文帯を有 し、
(A-5-2)(A-5-3)

隆帯と沈線による横位直線文が施文されている。 4～ 6は胴部破片である。 4・ 5に は直曲平
(A-1-3) (C-1-8)

行沈線文が、 6に は平行沈線 による棘状文が施文されている。
(C-1-9)

9号住居跡 (第 57・ 58・ 59図・写真 7-1～ 4)

調査区ほぼ中央東寄 り、 F-6区 ・G-6区 を中心に位置する。第 5層 上面で確認 された。

遺構の保存状況は極めて悪 く、遺構の北側 3分の 2は幅約40cmの 機械掘 りの芋穴が東西に 7列

走 りさらに遺構全面にわたって東西に手掘 りの芋穴が走るため、壁面及び周濤は北西部で確認

されたにすぎず、床面はほとんど残っていない。遺構 の上端平面形 は明確 にはわからないが

長軸約7.60m、 短軸約6。 80mの楕円形 と考えられる。主軸方向はN-16° 一 Eで ある。深 さ32

Cm、 床面については不明であるが本来は平坦であったと考えられる。壁面はゆるやかに立ち上

がる。南西部で一部段差が認められるが、本遺構 との関係は不明である。

同瀧は幅約40cm、 深 さ6 cmを 計 り、北西部のみに認められるが本来は全周 していたと考えら

れる。柱穴は13個確認 された。 P3と P2、  P6と P7に重複関係が認められ、 P2よ りP3
が、 P7よ りP6が古い。柱痕は確認 されなかった。炉跡は遺構南部 に位置する。平面形は長

軸約2.90m、 短軸1.50mの北佃1でやや幅の狭 くなる精円形である。土器埋設石組部、石組謝
`、

前庭部で構成される複式炉である。炉石は前庭部東西壁面、石組部四面に存在 していたと考え

られるが削平をうけており残存する炉石は前庭部東壁 に痛平な角礫が 1個、石組部東西壁面で

馬平な角礫がそれぞれ 1個 、前庭部 と石組部 との仕切石 (角礫及び円礫)が 6個である。前庭

部の平面形は長軸1.85m、 短軸1.50mの 隅丸長方形で深 さは18cmで ある。南壁際に幅約30cm、

深 さ約20cmの濤状の落 ち込みが認められ、中央がピット状にやや深 くなっている。底面は中央



がやや低 くなっておりゆるやかな傾斜 をもつ。また径10～ 30cm、 深 さ5～ 10cmの 円形の浅いピ

ットが 5個認められる。石組訂
`に

は掘 り方があり、前庭部との仕切 り石 を埋め込み底面は南側

を低 くしゆるやかな傾斜 をもつように構築されている。また底面下には性格不明のピットがあ

る。石組部の平面形は長軸約1.20m、 短軸1.05m以 上の北イ員1で幅の狭 くなる台形 と考えられ、

深 さは18cmである。底面は前底部底面よリー段下がり、全面焼けている。特に耳し半の燃焼度が

強 く底面下 3～ 5 cmま で加熱により赤変 している。土器埋設石組謝
`に

は径約48cm、 深 さ14cmの

掘 り方があり深鉢形土器の胴部が埋設 されてある。掘 り方に円礫・角礫 を配 している。炉跡の

埋土は18層 で構成 されている。10層 に焼土粒 を多く合み石組部最下層11層 には焼土粒 と炭化物

を極めて多量に合む。土器埋設石組部では掘 り方埋土には焼土粒が認められるが埋設土器内部

の埋土中にはほとんど認められず底面 も焼けていない。また、遺構北部の主軸線 上に埋設土器

が 1個存在する。径57cm、 深 さ10cmの 円形の掘 り方がありi朱鉢形土器の】l]潮
`が

埋設 されてある。

掘 り方底面は壁際 を土器に合わせてやや深 く掘 り込んである。埋土は10層 で構成 される。棚 り

方埋上には焼土粒が認められるが埋設土器内副∫の埋土中には焼土粒は認められず、底面は焼けて

はいない。

9号住居跡は内部施設 に複式炉 と埋設土器を有 しているが、炉の改築が行なわれた痕跡はな

い。また柱穴は13個 のうち重複関係 をもつものが計 4個 あるが、他の柱穴に建て替 えは行なわ

れていない事から、一部の柱穴の建て替 えがあるにせよ住居の建て替 えはなかつたものと判断

できる。柱穴はP3と P12がやや内側 に位置することから、西イ貝1は Plと P3、 東狽」は P13と

P12の計 4本 が石組部 と土器埋設石組部 を覆 う形で組み、北半部では西側がP4、 P5、 P6、 東

側では P ll、 P10、 P9あ るいは P8が対応すると考えられる。住居の規模が比較的大形なた

めに10本柱穴 という構造にしたと考えられる。

遺物は第 5群土器と石器16点 が出土 している。第59図 1は炉に伴 なう埋設土器である。日縁

部の上半と胴部下半及び底部 を欠く。最大径38.5cmを 計る。第 5群 2類 1種 に属する深鉢形土

器である。日縁部には隆帯と沈線 による渦巻
茎茄淑雪ぇる)同

部に11炉
甲乳 ;糾 五冷

施ヾ文され
(A-5-

ている。地文は単節 LR斜行縄文が沈線区画内に施文 されている。第59図2は埋設土器である。

日縁部の上半と胴部下半及び底部 を欠 く。最大径29.Ocmを 計る。第 5群 2類 2種 に属する深休

形土器である。胴部にIィ

距早礁 、胚弄二ヽ
逆

艇÷i毛ぁ
・

胚4毛ム
が施文される。地文は単節 L

R斜行縄文が沈線区画内に施文されている。第59図 3は炉跡から出土 した第 5群 2類 に属する

胴部破片である。楕円支と縣垂文が施文 されている。

石器は石鏃 3点 (第 58図 2、 3、 4)、 スクレイパー 1点 、石匙 1点 (第58図 5)、 ヘラ状石器

(第 58図 1)、 ピエスエスキーユ 1点 、二次加工ある景U片 1点、崇J片 2点、磨石 1点、礫 6点 が

出土 している。
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10号住居跡 (第 60図・写真 7-5～ 8)

調査区南西端、 」-10区 に位置する。第 4層 上面で確認 した。西側で 2号濤、67号土壊、68

号土装 と重複関係があり、 3遺構 より古い。南側は崖面になっており南側壁面は消失 している。

上端平面形は長軸6.22m f短軸5.78m以 上のほぼ円形である。主軸方向はN-30° 一Wである。1

深 さ16cm、 壁面はほぼ垂直に立 ち上がる。床面は平坦である。貼 り床はない。

周濤は 2条確認 された。外側の 1号周濤は幅約30cm、 深 さ8～ 22cmと やゃ段差 があリー部と

ぎれるが炉跡 を除いて全周すると考えられ る。内側の2号周濤は幅約16cm、深 さ9～13cmで ある。

南西部では確認 されなかった。柱穴は18個確認 され P10と P4と P5、 P6と P7、 P3と P

17に 重複関係がみられ、 P5よ りP4が、 P4よ りP10、 P7よ りP6、 P17よ りP3が音い。

柱痕は確認 されなかった。また他にビットが 4個検出された。炉肋は 2基検出 された。 1号炉

は遺構南西部に位置 し、主軸方向は N-40° 一 Eである。 2号炉・ P8・ P9と 重複関係があり

これ
っより古い。長軸2.50m以上、短軸1.20m以上の不整惰円形で深 さ12cmあ る。前庭部 と石

組部を確認 したが 2号炉構築の際に破去pさ れたらしく前庭部及び石組部に炉石が散乱 していた。

複式炉である。前庭部は長軸1.75m、 短軸1.30mの楕円形である。底面は中央部が低 くゆるや

かな傾斜 をもつ。石組きLは 長軸1.20m、 短軸1.16mの楕円形であり、炉石は原位置 を保ってい

たのは南東壁際の角礫 2個 と前庭部との仕切 り石 3個 (角礫)だ けであり、他は抜 き取 り痕 を

確認 した。底面は平坦であったと考えられる。 2号炉は遺構南部に位置 し、主軸方向はN-3°

一Wである。前庭部と石組罰
`a・

bで構成 されている複式炉である。平面形は長軸2.5m以上、

短軸0,96mの格円形 を2つ合わせた形 をしている。前庭部は長軸1,97m、 短軸1.70m以 上の楕

円形で深 さ12cmで ある。底面は中央が低 くゆるやかな傾斜 をもつ。石組部 aは 平 面形 が長軸

1.10m、 短軸0。 95mの楕円形で深 さ20cmあ る。底面は平坦で焼けている。円礫 と角礫 を使用 し

て構築されている。石組部 bは平面形が径0,45mの 円形の掘 り方 を有 し小礫 を配 している。深

さは10cmで ある。また 2号炉の主軸線上、北壁際に埋設土器が 1個存在する。径38cm、 深 さ16

cmの 円形の掘 り方があり深鉢形土器の胴部が埋設 されてある。

10号住居跡は炉の重複関係、柱穴の重複関係、 2条の周濤から3時期の変遷が考 えられる。

第 1期は主軸方向は北東方向で、北西側がP16・ P ll,P15、 東南側はP2・ P13・ P19が組

み 2号周濤が対応する。第 1期の炉は 1号炉の石組部の可能性がある。第 2期の主軸方向も北

東方向で、柱穴は北西側がP4(P10)、  P6、 P8、 東南側はPl,P14・ P17が組み 1号

周濤が対応する。炉は 1号炉である。第 3期の主軸方向は北方向であり柱穴は西側 が P5、 P

7。 P9、 東側は P3・ P12・ P14が組み 1号周濤が対応する。炉は 2号炉である。埋設土器

は第 3期のものと考えられる。

遺物は第 5群土器と石器40点 が出土 している。第61図 1は埋設土器である。日縁部 と胴部下半



及び底部を欠損 している。第 5群 2類 3種 に属する深鉢形土器である。地文だけが施文 されて

いる。第62図 1は床面より出上 した深鉢形土器である。胴部下半と底部を欠損する。口縁部 に

ti距
甲養ぁ

隆帯 と沈線によq連奪乳 ∫潔鍵茎字手
施文され、横位平行沈線文が頚部文様 として施

(B-1-3)

文 される。胴部 に11塵
辛茎浄

るい tィ

炉」▼奏1,隆
帯 と沈線による縦

9浬奪島 ダ
施文 されていると

考えられる。第62図 2-4は 第 5群 2類 に属す る。胴部破片である。 3・ 4は 隆帯 と沈線 によ

今澳奪勇 ゲ
施文 されている。 3は P13出土、 4は埋± 1層 出上である。 2は 2号炉底面 から出

土 している。
(口7奏静

洞 支されている。

石器はスクレイパー 2点、石匙 1点 (第 62図 7)、 ピエスエスキーユ 2点 (第62図 6、 8)、 二

次加工のある剥片 3点、 ドリル 1点 、微糸田剰離痕のある象」片 5点 、景U片 16点、磨石 2点 、凹痕

と磨痕のある礫石器 2点、珪化木 4点、礫 1点、小石皿様礫器 1点 (第62図 5)、 有濤砥石 1点

が出土 している。

1号埋設土器 (第56図・写真 8a-2)

調査区北側中央、D-7区 に位置する。第 4層 上面で確認、掘 り方の上端平面形は長軸 37cm、

短軸約 31 cmの 円形 で、深 さは16 cmで ある。底面は平坦であり、壁面は急激 に立ち上がる。埋

土は 3層 で構成 されている。

埋設土器 (第56図 7)は底面からやや浮いて倒立 した】犬態で出土 した。日縁から胴部上半に

かけて残存 している。第 5群 2類 2種 に属する深鉢形土器である。口径35.5cmを 計る。頚部文

様 として横位沈線文が施文される。胴部 には
億

円文が施支され、縦位沈線文により区画 されて
-1-10)       (C-1-4)

いる。また埋設土器のすぐ北には40cm程の扁平な角礫があり、西側50om程 の所には第63図 1の

土器が第 4層上面から出土 している。

遺構外出上遺物 (第 63。 64図 )

第63図 2・ 3は第 4群 2類 に属する同一個体の口縁部破片である。波状口縁を呈する。口縁

部は無文で日唇部 に隆帯 と沈線によ
£燥弯茎

が施文される。第64図 5。 6は第 4群 あるいは
2)

第 5群 に属する同一個体の胴部及び底部の破片である。隆帯と沈線による縦位直線文を有する。

第63図 5は 第 4群 あるいは第 5群 に属する口縁部近 くの破片である。隆帯と沈線 による横位直

線文に連続刺突文が加えられている。第63図 1は第 5群 2類 に属する上半部 を欠損する深鉢形

土器である。底径 5,8 cmを 計る。
牌 Lダ

施文 される。地文は単節斜行縄文が施文 されている。

第62図 8は第 5群 2類 に属する口縁部破片である。隆帯 と沈線 による
警⊆?渦巻文が施文 され

口縁に突起 を形成する。また楕円文あるいは縣垂文が施文されていると考えられる。第63図 7

は第 5群 3類に属する国縁部破片である。隆帯 と沈線 による渦巻文と、縣垂文あるいは楕円文

が施文されている。第63図 9～ 11、 第64図 1～ 3は第 5群 に属する胴部破片である。楕円文が

施文 されている。第64図 4は第 4群 あるいは第 5群 に属する胴部破片である。剣落面 に粘土組
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1号埋設土器平面図畔dB
A挨

判m
ll l l l l

l号埋設土器埋土

1号竪穴遺構

1号竪穴遺構埋土

ロームを少量 含む。

ブ ロ ンクを少量 含 む。

75YR% ロー ムブ ロ ノク少

ロームブロックを少量含む。

||||||

層 位 土 色 土   性 傭 考

1 暗 偽色 10Y R兆 シルト

H音鶴色 10Y R兆 ンルト
日そ鶴色 10Y Rノ4 ,レ ト

4 tt」 色 75YR% ,レ ト

5 暗掲色 10Y R%
6 褐  色 75YR% シル ト

7 TE」 色 10Y R/4/6 ,レ ト

関  色 75YR% シルト

9 褐  色 75YR% 橙色 上 を含む。

10 暗 I「」色 10Y R%
'レ

ト

第56図  1号竪穴遺構 (縄支時代中期中葉)・ 1号埋設土器 (縄文時代中期後葉 )
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9号住居跡・炉跡埋設土器遅土

層 位 土 色 土   性 傭 考

1 褐  色 10Y R% ル ト 攪  乱

2 掲 灰色 10Y R χ ンルト 黄褐色粘土・炭化物 焼土粒を合む。
3 褐灰色 10Y R% ンルト 費鶴色粘土・炭化物・焼土粒 を含 む。

4 褐  色 10Y R% ル ト 攪乱,黒褐色土 を含も

5 褐仄色 10Y R% シルト 黄掲色粘土・炭化物・焼土粒を含む。
~

第57図  9号住居跡 (縄文時代中期後棄)
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9号住居跡炉跡埋土

5 cm

i    l    `    :    I

9号住居跡炉跡掘り方

層 位 土 色 土 1生 備 考

一
1 黒褐 色 10Y R% シルト 授  乱

2 褐  色 10Y R% ル ト 橙色土 (2～ 4 nnl)を まば らに含む。

暗掲色 10Y R% シル ト 橙色土 (2～ 4 nn)を 多 く含む

4 暗掲色 10Y R% ンルト 黄凋色土 をブロ ック状 に含 FF。

5 黄円 色 10Y R% シルト

6 黒禍 色 10Y R% ンルト 精色 土 を 多 く含 む 。

7 暗褐 色 101F R% シルト 橙色土 (2～ 4 mm)を 多く含む。

8 掲  色 10Y R% ンルト 橙色土 を少量合む。

9 掲  色 10Y R% ル ト

にない黄褐 色 10Y R% ンル

`

黄褐色上 を全体 に含み、焼土粒・炭化物 を41■少曾ひ。

褐  色 101F R/4 シルト 焼上粒・炭化物 を全体 に含む。

暗撮色 10Y R χ シルト

暗開色 10Y R% シル ト 書掲色土 を部分的 にブロ ック状 に合む。

褐  色 10Y R% シルト

褐  色 10Y R% ンルト 黒褐 色上 をブロ ック状 に少量合む。

褐  色 10Y R/4 シルト 費掲色土 (l nm)を 全体 に多 く含む。

17 暗掲色 10Y R% Ith土 質シル ト ロームブロ ックを合む。

黒褐 色 lnV Ft% シルト

9号住居跡埋設土器埋土

層位 土 色 土   性 備 考

l 掲 色 ~T75YR% ンルト 橙色焼上 (2-3 mln)を 全体 に含む。

2 褐  色 10Y R% ンルト 期 色上を少量合む。

黄褐色 10Y R% 柏土質 シル ト 褐 色上 を少量含む

4 暗掲色 10Y R% ンルト 褐色土 を多 く合み、炭化物・焼土粒 を少 し含む。

黒褐 色 10Y R% ンルト 炭化物・焼上粒 を多量 に含 む。

黒掲色 10Y R% ンル ト 炭化物 焼土粒 を多量 に含 tr

7 黒褐 色 10Y R乃 ンル ト 攪  乱

褐  色 10Y R/4 シルト 黒 福色 土・ 炭 化物 ・焼 土粒 を含 む。

褐  色 10Y R% シルト 黒褐色土・炭化物・焼土粒 を含む。

第58図  9号住居跡 (縄文時代中期後葉)
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第60図 10号住居跡 (縄文時代中期後葉 )



10号住居跡埋土

位 土 色 備 考

75YR%
ンル ト 炭化物 を微 量含 む。

黒褐 (

10 YR% ンル ト 鳳 イr礫″級 畳 合 む ぃ

シル ト

褐  色

シル ト

褐  色 lo YR%
,レ ト 十対 ″含む小

8 明 雄 土 を含 む。

Ю  YR%
ンルト

10号住居跡 1号炉跡埋土

層 位 土   性 縮                     考   _

掲  色 ″,レ ト

75YR
3 ,レ I

色 焼 土粒 を多二 に含 む。

lo YR% 雄  土

明赤 褐色

明福 色

シル ト 土瀧 ″徹 曇 に含 む。

75YR%

層 位 |__生 _____聖 土   性 備 巧

シル ト

lo YR 焼 土粒 を少量 含

7 5 YR%
|む。

福  色 lo YRタ
25YR%

褐  色 粘 土 質 シル ト

粘 十暫 シル ト |75YR%
暗赤 褐色 s YR% 焼 土粒 を少量 含 貫

黄福色

lo YR%

10号住居跡2号炉跡埋土

0             5            10cm

lI111111111

10号住居跡遅設土器埋土
看

色 ロームカ級醤合ヤr^

lo YR% 焼 土粒 を少量 含 む。

追  構 層  位
土
況

出
状

存

況

遺

状 法   量 施   文   ・  調   整 備   考

10 住 埋  設 胴部の

み遺存

胴部最大径

28 0cm

縄文 (RL縦位 回転 )

第61図 10号住居跡出土遺物 (縄文時代中期後葉)
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第64図 遺橋外出土の縄文土器 (中期 )

10号住居跡柱穴一覧表

長 軸 短 軸 深 さ 備 考 長 軸 短軸 深 さ 備 考

1 56cm 51cm 41cm 10 40cm以上 34cm 62cm

2 44em 41cm 38cm 11 44cln 55cm

3 42cm 30cm 53cm 12 34cn

4 28cm以 上 42cm 62cm 52cm 37cm 45cn

5 55cm 48cm 64cm 14 40cm 40cm 58cm

6 52cm 38cm 32cm 68cm

7 44cm 37cm 48om 54cm

8 40cm以 上 20cm'1_L 27cm 17 40cm以上 28cm 41cm

9 55cm 42cm 40cm 38cm 870m

積みあげのための調整痕と考えられる爪先による連続 した刻目がみ られる。

ま  と め

縄文時代中期の遺構は竪穴遺構1基、竪穴住居跡2棟、埋設土器1基 が検出された。1号竪穴遺構か

らは第 4群土器が出土 している。第 4群土器は大松沢貝塚 (加藤、1956)出土遺物 に類似 して

おり1号竪穴遺構は大木 8b式期の遺構 と考えられる。性格は不明である。 9号住居跡 。10号

住居跡からは第 5群土器が出土 しており、埋設土器も第 5群 に属する。第 5群土器は青島貝塚

(加藤、後藤、1976)、 上深沢遺跡 (丹羽、1978)に類似資料が認められることから、これらの

遺構は大本 9式期のものと考えられる。 9号住居跡 。10号住居跡は共に複式炉 を伴ない、炉の

主軸線上に埋設土器がある。 9号住居は壁面がほとんど確認されなかったが、長軸約 7.5mと

大形の住居であり、10本柱穴 と考えられる。また10号住居跡 には 3時期の変遷が認められる。

埋設土器の性格 については不明である。

9号住居跡ピットー覧表

長 軸 短 軸 深 さ 備 考 Pit 長 軸 短軸 深 さ lH考

1 51cm 43cm 39cm 8 55cm 52cm 41 9cm

2 59cm 46cm 9 48cm 47 7cm

3 るcm以 | 35cm 30cm 50cm 28 8cm

56cm 48cm 26cm 11 58cm 側 em

5 58cm 52cm 29cm 12 43cm

6 42cm 36cm 13 58cm 49cm 36cm

7 48cm 45cm
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6.平安時代の遺構 と遺物

11号住居跡・ 12号住居跡 (第 68、 69、 70図 、写真 8b-1・ 2・ 3)

調査区南部H-5区 ・H-6区 に位置する。第 3層 上面で確認 した。11号住居が古 く12号住

居が新 しい。遺構全面にわたる芋穴による攪乱、また 4号濤が東西に走 りさらに南半部は削平

を受けており、床面及び壁面を確認で きない所 もある。保存状況は良好ではない。

11号住居跡の上端平面形は長軸4.75m以上、短草由約 4.6mの 方形と考えられる。深 さは耳ヒ壁

際で20cm、 壁面は内弯気味に急激に立ち上がる。床面は芋穴による攪乱を受けているが本来は

平坦であったと考えられる。埋土は 3層 で構成 される。

壁濤は北西コーナーで確認 され幅28cm、 深 さ8 clnを 計る。柱穴は4個である。柱穴の壁面 。

底面には粘土を貼 りつけてある。カマ ドは東壁中央 に存在 したが、12号住居のカマ ド構築の際

に破却 されている。】ヒ側の袖石が 2個残存 していた。カマ ドの北佃1に は貯蔵穴が認められた。

長軸1.25m、 短軸0,80m、 深 さ18cmを 計る。また耳ヒ西コーナー附近には住居に付属すると考え

られる土獲が 1基床下から検出されたc長軸0.87m、 短軸0.52m、 深 さ14cmを 計る。

遺物は埋土から第 6群土器の破片が多数出土 した。内黒の年の破片がほとんどであり甕の胴

部破片が少量見られた。第 70図 11よ 北壁際のやや西寄 りから一括出上 した第 6群 1類土器であ

る。

12号住居の上端平面形は長軸3.87m、 短草由約3.57mの 方形と考えられる。深 さは24cm、 壁面

は内弯気味に急激 に立ち上がる。床面は4号濤の削平 を受けているがほぼ平坦である。埋土は

4層 で構成 され、 3層 には灰白色火山灰 を合む。

周濤は存在 しない。柱穴は中央西寄 りに1個ある。柱穴の壁面には粘土が貝占り付けであるが底

面にはない。カマ ドは東壁中央に存在する。焚口には焼土が一面に広がるが、芋穴による攪乱が激

しく北側の袖と一部の袖石が残存 しているにす ぎない。北側袖部先端部の下で P6を 検出した

が、これは 4号濤底面で検出したP7と 対応すると考えられる。 P6と P7の埋土には焼土が

見られ、土師器片を出土 している。煙道は確認で きなかったが、本来存在 しない可能性もある。

床面中央東寄 りに焼土が 2カ 所認められた。南東コーナーには買宇蔵穴が検出されている。長軸

0,72m、 短軸0.57m、 深 さ12cmを 計る。また、南東コーナーからピット列が南へ伸びるが、ある

いは11号住居の周濤に伴 うものかもしれない。

遺物は埋土から第 6群土器の破片が多数出土 した。内黒の邪の破片がほとんどである。 2は

南東コーナー付近から、3・ 4は住居跡周濤 より出土 した 1類土器である。 5,6は カマ ド内よ

り出土 した 2類土器口縁部破片である。また底径10cm程の薄い内黒の底部破片が 2点出上 して

いる。切 り離 し痕はヘラ調整により全く消失 している。娩あるいは鉢の底部 と考えられる。

11号・12号住居は東壁 を共有 しており、遺物からはほば同時期 と認められることから、11号



住居から12号住居への立て替 えによる新旧関係 を示 していると考えられる。住居の規模 が縮小

し、柱穴数 も4個から1個へ と減少 している。

34号土媛 (第70図 )

調査区南部中央、H-6区 に位置する。第 5層上面で確認、62号土壊と重複関係があり62号

土壌 より新 しい。上端平面形 は長軸0。 72m、 短軸0.48mの 隅丸長方形である。深 さ7 cm、 底

面は平坦であり壁面は内弯気味 に急激に立ち上がる。

遺物は第 6群土器破片が出土 している。

35号土壌 (第70図 、写真 8b-4)

調査区南部中央、 1-6区 に位置する。第 5層上面で確認、 8号住居跡の埋土を掘 り込んで

いる。上端平面形は長軸1.26m、 短軸 1。 12mの 隅丸長方形である。埋土は 4層 で構成される。

遺物は第 6群土器破片が出土 している。

36号■lI(第 70図 )

調査区南部中央、 1-6区 に位置する。第 5層 上面で確認、上端平面形は長軸1.02m以上、

短軸 1.06mの 楕円形である。深 さ34cm、 中央が低 くゆるやかな傾斜 をもつ。壁面はゆるやかに

立ち上がる。埋土は 4層 で構成 され、 la層 lb層 3層 に炭化物、 2層 に焼土粒 を含む。

遺物は第 6群 1類 に属する郭形土器 1点 (第70図 5)と 第 6群土器破片が出土 した。

ま と め

平安時代の遺構は住居跡 2棟 と土壊 3基 を検出 した。遺構は調査区南部に集中する。遺物は

すべてロクロ成形であり、表杉 ノ入式である。12号住居跡の埋± 3層 に灰自色火山灰 を合むこ

とから住居の時期は 9世紀代 と考えられる。 (山 田他、1980)。 また煙道は検出されなかったが

本来煙道のないカマ ドであった可能性もある。また11号住居跡出土の土師器好 (第 70図 1)と

12号住居跡出土の土師器Ffh(第 70図 2・ 3・ 4)と は底径 にやや差違が見られるが口径・器高

はほぼ同一である。 これに対 し36号土壌出土の土師器郵 (第70図 5)は器高が住居跡出上のも

のに比べやや高い。36号土壊は34・ 35号土渡 が隅丸長方形 と規格化 された形態を示すのに対 し

埋土に焼土、炭を合み形態も楕円形 と性格 を異にするものと考えられる。これら3土装 と住居

跡 とが同一時期 に存在 した可能性は高いが現段階では不明と言わざるを得ない。
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11号・ 12号住居跡埋土

層位 土 色 土  性 備 考

1 黒掲色 10 Y R% ,レ ト 鶴色粘土粒を少量合む

2 暗褐色 10 YR% シ 'レ  ト

3 掲  色 5Y R% シ ,レ  ト 火山灰をブロック状に含む

4 暗掲色 OYR/ シ ,レ  ト taJ色粘土粒を部分的に合む

① 黄掲色 OYR% ル ト 黄性色粒 を全体的に合む

② 暗褐色 OYR% ル ト

① 暗褐色 OYRン
'レ

 ト 褐色粘土粒を全体的に合む

④ 暗褐色 OYR% シ 'レ  ト

⑤ 明黄褐色 10 YR% ル ト 黒褐色上 を少量合む

12号住居跡貯蔵穴埋土

層位 土 色 土  性 備 考

] 掲  色 75YR%
'レ

 ト 焼上 を多量合む

2 暗褐色 10 Y R% ン 'レ  ト 黄掲色上を少量含む

3 暗褐色 10 YR% ン 'レ  ト 焼土を少量含む

4 lF」 色 10 YR% シ ,レ  ト 黄橙色土 を少量含む

11号住居跡床下土装埋土

層位 土 色 土  性 備 考

1 暗掲色 110Y R% シ ,レ  ト 炭化物を少量合む

11号住居跡貯蔵穴遅土

層 位 土 色 土  性 備 考

l 暗褐色 110Y R シ ,レ  ト 焼土粒子を少量合む。

12号住居跡カマ ド遅土

層位 土 色 土  性 備 考

1 黒掲色 10 Y R% ル ト 攪 乱

2 暗褐色 75YR% ,レ ト ローム粒子を少量含む

3 ‖

`掲
色 7.5Y R/ シ ,レ  ト ロームブロノク人山灰を少量含む

4 責褐色 10 Y R% シ ル ト 攪 乱

5 褐  色 75YR/ シ ,レ  ト 焼土、炭化物少量合む

6 掲  色 75YR% シ ,レ  ト 焼土を多量含む

7 H音 褐色 75YR% シ ,レ  ト 凝灰岩 を少量含む

表察観器

出土状況 器種 器高(卿 ) 日径 tml 底径|け 成形 調 整 底 部 胎土 焼成 色調他

1

11 号住 居 跡

北壁際最下層
イ ロクロ

内面ミガキ、黒色処理、底

部放射状ミガキ

回転糸切り後ヘラ削り

(一言b体部まで及ぶ)

緻密 良好
75YR%
にぶい橙色

2
12号 住居跡

南東コーナー
不 405 71

内面ミガキ、黒色処理 回転糸切り後ヘラ削り

(一部体部まで及ぶ)

級密 良好
75YR%
にぶい橙色

3

口
万 住 居 跡

周 濤
郷 ロクロ

内面黒色処理、底部放射状

ミガキ後底周に沿ってミガキ

回転糸切り後ヘラ削り
級密 良好

7.5Y R%

にない橙色

4
12号 住居跡

周   海
イ 63 ロクロ

内面ミガキ、黒色処理、底

部放射状ミガキ

ヘラ削り (一部体部ま

で及ぶ)切離しは不明
級密 良好

75YR%
にぶい橙色

5

残

層

土

土

口万

ク

３６

フ
lTN

内面ミガキ、黒色処理、底

部放射状ミガキ

回転糸切り後ヘラ削り

(一き卜体部まで及ぶ)

緻密 良好
75YR%
橙色

6
12号 住居跡

カマド内4層
獲

47

(残存高)

(123) ロクロ 緻密 良好
5YR%
橙色

7

12号 住居跡

カマド内4層
甕

58

(残存高)

(142) ロクロ 級密 良好
25YR%
橙色

11号住居跡 。12号 住居跡柱穴一覧表

住  居 長  軸 短  軸 i宋  さ

号住 居 40 0 36 0 52 0

P2 号住居 35 0 42 0

P3 号住居 42_0 42 0 52 0

号住 居 32 0 20 0 42 0

P5 12号 住居 66 0 55 0 56.0

第69図 11・ 12号住居跡 (平安時代 )



ll号住居騨最下層
12号住居跡南東コーナー

12号住居跡周溝 12号住居跡同濤

12号住居跡 カマ ド埋± 4層

硯.0∴生二___豆ヂ

陰
35号土墳

観ハト 引 B

為
34号土墳

12号住居跡 カマ ド埋± 4層

36号土墳

34号土壊埋土

層位 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色    1 loY R% シルト ローム粒,ブロ ックを多量 に合む。

土

層位 土 色 土   性 備 考

la 褐  色 10Y R% ンル ト 炭化物を徽量合む。

暗褐色 75YR% シル ト 炭化物を少量合む。

2 黒  色 75YR% ンルト 炭化物の層。

3 暗褐色 10Y R% シルト 焼土 を少量含む。

36号と壊埋土

層位 土 色 ±   1生 備 考

1 暗褐色 10Y■ % ンルト ロームブロ ックー部含む。

2 暗褐色 10Y R% ンルト ロームブロ ック全体 に合む。

3 暗掲色 10Y R% シル ト ロームブロ ック少量合む

4 暗褐色 10Y R% シルト

第70図  11・ 12号住居跡出土遺物 。34・ 35。 36号土壌 (平安時代 )



7月 江戸時代以降の遺構と遺物

1号溝 (第 71図・写真 9-1)

1号濤は、調査区南部 H・ I。 」の各 7区 に位置する。確認面は第 4層上面である。 4号濤

および65号土装 を切っている。南部は、崖 によって消失 しているが、本来はさらに南根1に 続 く

ものである。埋土は、 4層 で構成されるが、場所によって異なる。規模は、上端幅1.30m～ 2.

05m、 下端幅0.47m～ 0。 77m、 深 さ10～ 50cmで ある。底面は皿状を呈 し、壁はゆるやかに立ち

上がる。埋± 2a層 よリビール瓶が出土 している。他 に縄文土器の細片 と、小形磨製石爺 (第

71図 1)。 ヘラ状石器 (第 71図 2)・ 礫石器 (第 71図 3)が出土 している。濤の性格は不明で

あるが、下位に存在する4号濤を再利用 したものと考えられる。時期は明治以降のものであろ

う。

2号溝 (第71図・写真 9-2)

2号濤は、調査区西端 F～ 」の各 7区 に位置する。確認面は第 4層 上面である。58号 。64号

・68号・69号土媛 。10号住居跡 を切っている。南部は、崖 によって消失 しているが、本来はさ

らに南側 に続 くものである。また、北半部では耕作による攪乱を受けている。埋土は 2層 で構

成されている。規模は、上端幅0.38m～ 1,06m、 下端幅0.22m～ 0.56m、 深 さ10～ 21cmで ある。

底面は皿状 を呈 し、壁はゆるく立ち上がる。遺物は、わずかに縄文土器の細片が出土 している

だけである。時期については、おそらく江戸時代以降であろう。

3号溝 (第 72図・写真 2-1・ 9-3)

3号濤は、調査区北部 Cラ イン付近に位置する。溝はさらに東西に延びる。確認面は第 2層

上面である。工房跡、 6号濤、14号 。46号土竣、 1号住居跡 を切っている。 5号濤 との切 り合

いは不明である。規模は、上端幅1.28m～ 1,94m、 下端幅0.71m～ 1.30m、 深 さ20～ 50cmで あ

る。埋土は 4層 、 5層 で構成 され、場所によって異なる。底面は比較的平坦 な面が多く、壁は

ゆるく立ち上がる。底面から鉄製の寛永通宝などが出土 していることから、濤の時期は江戸時

代後半であろう。

出土遺物は、B-7区 底面から鉄製寛永通宝 2枚 、C-6区 底面から口径 7.9 cm、 底径 4.6

cm、 器高 1.7 cmの 土師質土器 (第72図 1)が出土 している。この上器は、ロクロ水挽 きによっ

て成形 され、底部の切 り離 しは回転糸切 りである。埋土の上部 よ り煙管の吸口 (第 72図 2)

が、 1層 よリー銭銅貨が出土 している。

、 4号溝 (第73図・写真 9-4)

4号濤は、調査区南部H-5～ 8区、 I-8区 、 」-8区 に位置する。濤はL字形に延びて

いるが、 」-8区 、H-5区 で削平を受け、消失 している。確認面は、西側では第 4層 である

が、H-5区 の一部で第 2層 上面より確認 された。耕作による攪乱を受け、 1号濤に切られる。
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は  43号土功震

層位 土 色 土   性 備 考
1 掘  色 10 YR% ンルト 風化小礫 多量合む
2 褐  色 10 YR% シ,レ ト 黄褐色 ブロ ック多畳合 tF
3 褐  色 7.5YR% ル ト 炭化物少量含む。

層 位 土 色 土   性 傭 考
1 暗赤福色 YR% ンルト 黄褐色土粒少量合むハ

黒掘色 75 YR% シルト 貢褐色土 ブロ ック合む。
暗褐色 75 YR% シル ト

4 暗褐色 75YR% シルト 黄襦色土粒 多畳合 tr^

層位 土 缶 土  性 備 考

暗褐色    10Y R% シルト 炭化物少量,焼土粒少量。

第73図 4号溝・43号土壌 (江戸時代)

127,128



また、11号 。12号住居跡、 5号・65号土羨 を切っている。規模は、上端幅0.88m～ 1.76m、 下

端幅0。 20m～ 0,93m、 深 さ5 cm～33cmで ある。埋土は 3層 ないし4層 で構成される。底面は比

較的平坦であり、壁はゆるく立ち上がる。底面にはピットが認められ、特に I-8区 に集中 し

ている。切 り合いが認められないことから、濤 に伴 うものであろう。また、67号土壊 が 」-8

区の底面より検出された。遺物は、磁器がH-8区 ・ I-8区 の 3層 より多く出土 している。

時期は、 3層 出土の磁器および67号土族の鉄製寛永通宝を考慮すれば、江戸時代後半と考えら

れる。
くた主:)

出土遺物は、茶碗・仏飯器・金属器 (第73図 1～ 4)がある。 1は 、染付網目文茶碗である。

体部の%を 欠く。推定口径 9,7 cm、 器高 5.2 cm、 高台径 3.7 cmを 測 る。全面に施釉 され、外面

と内面の網 目文の表現が異なっている。見込みには10弁の花文がみられる。高台の内側 に文様

がみられる。貫入は認められない。 2は、半筒型の染付茶碗である。全体の%以上を欠 く。体

部下半径 7.l cm、 現存高 2.8 cm、 高台径 3.4 cmを 測 る。現存部位では全面に施釉 されている。

見込みには五弁花がみ られる。 3は 、仏飯器である馬上杯であろう。底径 4.l cm、 現存高 4.0

cmを 測 る。底面以外の残存部に施釉 (灰釉)さ れている。底面には回転糸切り痕が残る。 1・

2は伊万里系の磁器であろうか。また、これらの磁器の製作年代は、溝の時期より古 くなるで

あろう。4は、鋼の 1部 の切羽である。銅製である。長 さ3,7cm、 幅推定2.2cm、 厚さ約0.lcmを

測 る。茎櫃の長 さ2.6cm、 最大幅0.8cmを 測 る。

5号溝 (第72図 )

5号濤は、調査区北東端 B-4区 に位置する。確認面は第 4層 上面である。 1号住居を切 る

が、 3号濤 との切 り合い関係は不明である。規模 は、上端幅0.48m～ 0.70m、 下端幅0,36m～

0.54m、 深 さ34cm～ 37cmで ある。形態は、北側で方向を変えL字形を呈する。埋土は 4層 で構

成される。底面は平坦で、壁はゆるく立ち上がる。時期を決定で きる遺物はないが、おそらく

江戸時代以降のものである。

6号溝 (第 72図 。写真 9-3)                   I

6号濤は、調査区耳ヒ部 C-5・ 6区 に位置する。確認面は第 2層 上面である。 3号濤 に切 ら

れ、全体の状況は不明である。また、14号溝 を切る。規模は、上端幅0.48m～ 0.72m、 下端幅

0.12m～ 0。 20m、 深 さ32～42cmで ある。埋土は 3層 で構成 される。底面はU字形を示 し、壁 は

やや急に立ち上がる。時期を決定できる遺物はないが、 しまりがなく3号濤の埋土 と類似 して

いることなどから、 3号濤より古いが江戸時代に属する可能性がある。

7号溝 (第74図 )

7号濤は、調査区北部 E-5～ 7区 に位置する。確認面は場所によって異なるが、基本的 に

は第 2層 上面である。東側では23号土坂 を切 り、西側では攪乱を受けている。いずれも、切 り



合い部分で消失 している。規模は、上端幅0.20m～ 0.40m、 下端幅0.12m～ 0.20m、 深 さ12～

25cmで ある。濤断面はU字形を呈する。埋土は単層である。遺物は、縄文土器の細片がわずか

に出上 している。時期は、埋土にしまりがないことなど他の濤の特徴 と共通する点が多いこと

から、江戸時代以降であろう。

8号溝 (第74図 )

8号濤は、調査区中央 E-4区 からF-7区 にかけて位置する。確認面は場所によって異 な

るが、基本的 には第 2層 上面である。東西端 ともに攪乱を受けている。規模は、上端幅0.20m

～1.05m、 下端幅0.04m～ 0.20m、 深 さ6 cm～ 30cmで ある。埋土は単層である。底面は皿状 を

呈 し、壁はゆるく立ち上がる。遺物は、縄文土器の細片がわずかに出土 している。時期は、年

代決定遺物 を欠くことから不明であるが、他の濤 (特 に 7号濤)と 共通する特徴 をもつことか

ら、江戸時代以降の濤であろう。

37号墓壊 (第 75図 ・写真 9-7)

本墓装 は、調査区北東部D-4区 に位置する。確認面は第 2層上面で、切 り合いはない。規

模は、長軸1.26m、 短軸1.12m(下端1.07m× 0.85m)、 深 さ46cmで ある。形態は隅丸方形を

呈する。埋土は 3層 で構成されるが、一度に埋 められたものである。また、最下層である3層

は、自濁 しており、脂肪分が1容 け込んだものと考えられる。底面はゆるく皿状を呈 し、壁はほ

ば垂直に立ち上がる。墓羨の確認面と同一面上の西側で焼土が確認 されている。送 り火のよう

なものが想定 されよう。墓竣の主軸はおよそN-13° 一 Eを示 し、人骨はほぼ解吉」学的位置を

留めていることから、北枕で埋葬 されたものである。人骨は極めて保存が悪 く、顎骨 (上下歯

の一部と睡骨 と勝骨の破片が検出されたにすぎない。墓竣の規模が小 さいことが、人骨の検出

状況 から判断 して屈葬の可能性が強い。後述するように、棺の大きさが小 さいことから、子供

の可能性も考えられる。人骨の位置は、棺からはみ出 している。これは死後硬直 によるもので

あろうか。

出土遺物は、棺 と考えられる木箱の底板の 1部 (長 さ1.35m・ 巾0.55m)、  南側に偏在する

鉄釘23点、六道銭である寛永通宝 6枚 (第 76図 1～ 4・ 第 8表 1～ 4)がある。この うち、寛

永通宝 2枚 は盗難にあった。六道銭は頭骨のす ぐ南に位置 している。

38号墓壊 (第 75図・写真 9-3)

本墓渡は、調査区北東部D-4区 に位置する。確認面は第 2層上面で、切 り合いはない。規

模は長軸1.32m、 短軸1.20m(下端0。 93m× 0。 87m)、  深 さ75cmで ある。形態は、上面では不

整の惰円を呈すが、底面は円形を呈する。埋土は 3層 で構成 されるが、いずれも粘性や しまり

がなく、ロームブロックを含む点で共通 している。底面は皿状を呈 し、ほぼ垂直 に近い立 ち上

がりを示す。底面付近には、かなり腐敗 した骨片 と六道銭が出土 している。底面が狭 く、円形
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第75図  37・ 38・ 39・ 40。 41・ 42・ 43号土壌 (江戸時代)
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を呈することから、座本宮の可能性が考えられよう。

出土遺物は、六道銭である寛永通宝 5枚 (第 76図 1～ 5。 第 8表 1～ 5)がある。

39号墓壊 (第 75図・写真10a-1)

本墓壊は、調査区北東部D-4区 に位置する。確認面は第 2層上面であり、18号土墳 を切っ

ている。規模は、長軸 0.8m、 短軸0.74m(下 端0。 49m× 0.44m)、  深 さ37cmで ある。形態は

ほば円形を呈する。埋土は 4層 で構成 され、いずれも粘性やしまりがなく類似 した層相 を示す。

底面はほぼ平坦で、壁はゆるく立ち上がる。底面中央より骨片が、やや北東よりに古銭 が出土

している。

出土遺跡は、六道銭 と考えられる寛永通宝34枚 (第76図 10～ 43・ 第 8表 10～ 43)がある。こ

の中に布片 ?の付着 したものが認められることから、これらの古銭は布袋のようなものに入れ

られていたか、紐 に通 されていたものであろう。

40号墓壊 (第 75図・写真10a-2)

本墓竣は、調査区北東部D-4区 に位置する。確認面は第 2層上面であり、18号土渡 を切っ

ている。規模は、長軸1.70m、 短軸1.39m(下 端1.16m× 1.03m)、 深 さ82cmで ある。形態は

上面および底面ともに楕円形を呈する。埋土は 4層 で構成 され、ロームブロックの混入 などい

ずれも類似 した層相を示す。底面は平坦であり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面付近のほぼ

中央 に、かなり腐敗 した骨片が出土 した。他 に出土遺物はない。

41号墓墳 (第 75図・写真10a-3)

本墓壊は、調査区北東部D-5区 に位置する。確認面は第 2層上面であり、51号 。52号土羨

を切っている。規模は、長軸1.58m、 短軸1.57m(下端0,72m× 0.65m)、  深 さ77cmで ある。

形態は、東側 と西側の 一 部 を掘 り過 ぎたが、本来はほぼ円形を呈する。埋土は 5層 で情成され、

いずれもロームブロックを含むなど類似 した層相 を示す。底面は平坦であり、壁はゆるく立ち

上がる。底面には径約53cmで 、幅・深 さともに約 2 cmの細い濤が検出された。これはおそらく

棺桶 の枠の痕跡 と考えられる。底面中央 には腐販 した骨片、中央よりやや北側に六道銭 が出土

している。

出土遺物は、六道1美 である寛永通宝 6枚 (第 76図44～ 49。 第 8表44～ 49)で ある。

42号墓墳 (第 75図 )

本墓壊は、調査区北部D-6区 に位置する。確認面は第 2層 上面であり、本の根 によって底

面付近 まで攪乱を受けている。かろうじて耳ヒ側の上面プランだけ確認 しえたが、他は明確では

ない。確認 しえた規模は、長軸0。 92m、 短軸0.65m(下 端0.53m× 0.50m)、  深 さ30cmで ある。

形態は攪乱を受け不明であるが、おそらく円形あるいは楕円形を呈 していたと考えられる。残

存部分から判断 して、床面はほば平坦であり、壁はゆるく立ち上がるようである。



出土追跡は、六道銭である寛永通宝 6枚 (第 76図 50～ 55・ 第 8表 50～ 55)である。人骨 など

は確認 されなかった。

43号土墳 (第 75図・写真10a-4)

本土壊 は、調査区南部H-7区 に位置する。確認面は第 4層 上面である。切 り合いはない。

規模は、長軸1.Om、 短軸0.88m(下端0。 76m× 0。 7m)、  深 さ22cmで ある。形態は不整円形 を

呈する。埋土は単層 (10Y R%暗 褐色シル ト)で、焼土・炭化物 を合む。また、底面に密着す

るように炭化物が認められた。底面は皿状を呈 し、壁はゆるく立ち上がる。他に遺物は出上 し

ていない。埋土はしまりがなく、 4号濤埋土 と類似することなどから、時期は江戸時代以降で

あろう。

67号土境 (第80図・写真12-7)

本土竣 は、調査区南西部 J-8区 に位置する。 4号濤の底面より確認 された。 4号濤 との切

り合いは明確ではないことから、 4号濤に帰属する可能性が強い。規模は、長軸1.07m、 短軸

0。 74m(下端0,73m× 0.58m)、  深 さ26cmで ある。形態は楕円形を呈する。埋土は 3層 で構成

される。底面は皿状を呈 し、壁はゆるやかに立 ち上がる。遺物は、 3層 より鉄製寛永通宝 1枚

が出土 している。遺物 などから判断 して、江戸時代後半の上装である。

工房跡 (第72図・写真 9-5)

工房跡は、調査区北西端 B-2・ 3区 に位置する。確認面は第 2層上面である。南部は木の

根の攪乱を受け、上部は全面に渡って 3号濤に切 られる。規模は、確認長約 2m、 幅 0.84m～

1,Om、  深 さ49cmで ある。形態は全面を調査 していないので不明であるが、確認範囲内では、

長方形を呈すると推定 される。埋土は 2層 で構成 され、とりわけ下層 (8層 )に は炭化物 を多

量 に合む。付属施設として、北壁 にカマ ドが検出された。この内部には焼土・炭が多量 に認め

られ、さらに鉄滓 1個 (写真28-58)が出土 した。時期は、出土遺物から江戸初期であろ う。

年代決定で きる遺物 として、第72図 3・ 4がある。 3は無釉の招外の日縁部破片である。無

釉であることと口縁部が肥厚 しないことから、中世末～江戸初期 と考えられる。 4は煙管の雁

首である。人皿部分は、日径1.5cmと 大 きく江戸時代でも古い様相を示す。

遺構外出上の上師質土器

遺跡全体で約15。 16個体出土 した。 しかし、実測 しえたものは 5点 であり、全体 を知 りえる

ものはその うち3点である。 したがって、この上師質土器の特徴 を把握するのには、資料 が少

ない。ここでは個々の土器 (第 76図 56～ 60)の特徴 をまとめる。

56は 、F-4区 の第 2層 上に存在 した黒色土より出土 した。日縁の一部を欠く。日径 9,7 cm

底径 4.O cm、 器高1.8cmで ある。ロクロ水挽 きで、底部切 り離 しは回転糸切 り無調整である。57

は、G-5a区 の第 2層 上にある黒色土より出土 した。体部上半約%を 欠く。口径 10,Ocm、 底径



第 8表 古銭 (寛永通宝)一覧表

番号 遺 構 名 外 径 内 径 背 字 番 号 遺 構 名 外 径 内 径 背 字

l D-4区 37号 墓 2 315 04 正字文 D-4区 39号 墓 2.12 0,435

2 2 235 0 345 0 435

3 0 355

1渥馨)4 2 35 04 2 205 0 37

5 D-4区 38号塞 2 32 0 485 0 385

6 2 35 04 正字文 2 335 0 405 正字文
7 2 33 0 395 正字文 2 325 0 385 正字文
8 2 265 0 37 2 335 正字文

9 2 315 0 375 2 32 0 375 正字文
D-4区 39号 墓 2 085

2 260 0 355 2 075 0 425

12 2 245 2 25 0.335

13 0 34 2 21

0 385 0 415

と5 2 215 0 365 2 24 0 355

2 330 0 375 正字文 D-5区 41号 墓 0 385

17 2 25 0 32 0 33

正字文 2 27 0 37

0 485 正字文 2 185 0 37

2 305 0 385 正字文 2 185

2 285 ″ (破損 )

2 245 D-6区 42号 墓 2 27 0 32

2 285 0 355 2 255

2 22

2 12 2 26 0 335

2 26

2 07 0 475 2 225 0 37

0 385 (い ずれも鋼製である)

4.4cm、 器高2.lcmで ある。ロクロ水挽 きで、底部切 り離 しは回転糸切 り無調整である。58は 、

G-5区 の第 2覆 上の黒色土より出土 した。底部付近の破片である。底径約5cm、 現在高1.6cm

である。ロクロ水挽 きで、底部切 り離 しは回転糸切 りである。底部には、高台が象」離 した痕跡

が認められる。59は、H-5区 12号住居跡上の黒色土より出土 した。体部上半を欠く。底径約

5 cm、 現存高 1.5 cmで ある。成形はロクロ水挽 き、底部切 り離 しは回転糸切 り無調整である。

60は 、H-5区 第 2層上の黒色土より出土 した。唯―の完形品である。日径11.4cm、 底径 3.8

cm、 器高 2.lcmで 最も大形である。成形はロクロ水挽 き、底部は回転糸切 り無調整である。成

形が雑で、一見手捏ね風にみえる。国縁部にタール状の炭化物が認められる。

口径は底径の 2倍 を越 える長 さのものが多く、器高は約 2 cm前後でほぼ一定 している。すで

に前述 した 3号濤より出土 したものは、これらとは特徴 を異にする。器高はほぼ同 じであるが

口径 と底径の差は 2倍 を越 えない。また色調は、橙色 (5YR%)を 基調とするものが多いが

57と 59は 、 くすんだ橙色 (7.5Y R%)を 基調とする。

注 本例の類例として、石巻市西三軒屋遺跡 (土塁 )・ 市原市南総中学遺跡 (H′ -43遺構)がある。



8.時期不明の遺構 と遺物

44号土境 (第 77図 、写真10b-1)

調査区北東端、B-3区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1,36m、 短草由1.

30mの 円形で、深 さ48cm。 底面は中央部が低 く、ゆるやかな傾斜 を有 し、壁面は内弯気味 にゆ

るやかに立ち上がる。埋土は 4層 で構成され、第 4層 にはロームブロックを含む。

遺物は縄文土器片 4点 を出土、 うち 1点 は早期である。

45号土境 (第77図 )

調査区北東端、B-3区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端半面形は長軸 1.40m、 短草由1.32

mの ほぼ円形 と考 えられる。深 さ12cm、 底面は平坦であるが、南壁際 に24cm× 20cm、 深 さ8

cmの 円形 ピットを有する。壁面はゆるやかに立ち上がる。

遺物は皆無である。

46号土壊 (第 77図 、写真10b-2)

調査区北東部、C-4区 に位置する。第 4層 上面で確認、遺構の北半分は 3号濤 に切 られて

ている。 3号濤よりも46号土墳の方が古い。上端平面形は、長軸約1.45m、 短軸約0,60m以 上

の不整楕円形である。深 さ3 cm、 底面は平坦であり、壁面は内弯気味に急激 に立ち上がる。埋

土は 5層 で構成されている。

遺物は尖頭器が 1点 出土 している。

47号土墳 (第 77図 、写真10b-3)

調査区北東部、C-4区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1.40m、 短車由1.

00mの楕円形である。深 さ38cm、 底面は平坦であるが東壁際 に47釦×37cm深 さ5 cmの浅い隅丸

長方形のピットを有 し、壁面はほぼ直線的 に急激 に立 ち上がる。埋土は 3層で構成され、第 1

層は焼上で、第 3層 にはロームブロックを含む。

遺物は縄文土器片 9点 が出土してぃる。

48号土境 (第77図 )

調査区北東部、C-4区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸0,92m、 短軸0.

51mの 楕円形である。深 さ12cln、 底面は中央部がやや低 くなっており、壁面の立ち上がりは極

めてゆるやかである。埋土は 1層 のみである。

遺物は皆無である。

49号土壊 (第77図 、写真10b-4)

調査区北東部、C-4区 に位置する。 1号竪穴遺構 と重複 しており、 1号竪穴遺構底面で確

認 された。 1号竪穴遺構 よりも49号土竣の方が古 く、遺構上半は 1号竪穴遺構に切られている。

上端正面形は長軸1.30m、 短軸0,98mの楕円形である。深 さ64cm、 底面には凹凸があり、壁
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面はわずかに内弯 しながら急激 に立ち上がる。埋土は 4層 で構成される。

遺物は皆無である。

50号土壊 (第77図 )

調査区耳ヒ部中央、C-7区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1.08m、 短軸

0,98mの 不整円形である。深 さ75cm、 底面は平坦であり、壁面は直線的に立ち上がる。埋土は

8層 で構成される。

遺物は縄文土器片 9点、剣片1点 が出土 しているが、土器片はもろく、胎土には砂粒 を多量 に含

んでいる。

51号上境 (第 78図 )

調査区北東部、D-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、52号土竣 と重複 しており、52号土

装 よりも51号土壊の方が新 しい。上端平面形は長軸1.84m、 短軸約1.64mの円形である。深 さ

45cm、 底面は平坦で、壁面は内奮気味に急激 に立ち上がる。埋土は 5層 で構成され、全層 にわ

たつて炭化物の混入が認められる。

遺物は景」片 2点 が出土 している。

52号土墳 (第 78図 )

調査区北東部、D-5区 に位置する。第 4層 上面で確認、41号土装、51号土壊 と重複 してお

り、新旧関係は52号土壊 が最 も古 く、遺構の大半は両遺構 に切られており、長軸1.Om、 短軸0.64

mを 計るのみで、上端平面形は不明である。深 さ26cm、 底面は平坦で、壁面は直線的に、やや

ゆるやかに立ち上がる。埋土は 2層 で構成されており、ローム粒 を多量 に含む。

遺物は皆無である。

53号土墳 (第 78図 、写真■-1)

調査区北部中央、D-7区 に位置する。第 4層 上面で確認、上端平面形は長軸1.73m、 短軸

1.63mの不整円形であるが、遺構上半が攪乱を受けている事から、下端平面形長軸1.86m、 短

草由0.82mを重視 し、平面形は楕円形と考えられる。深 さ76cm、 底面は平坦であり、壁面は直線

的 にほば垂直 に立ち上がり、一部オーバーハ ングする所 もある。埋土は 6層 で構成される。

遺物は縄文土器片15点 、二次加工のある剥片 1点、微細祭J離痕のある剖片 1点 が出土 してい

る。

54号土壌 (第78図 、写真11-2)

調査区中央部西寄 り、F-8区 に位置する。第 5層 上面で確認、上端平面形は長軸1,74m、 .

短軸1.68mの 円形である。深 さ28cm、 底面は平坦であり、壁面は直線的にゆるやかに立ち上が

る。埋土は単層である。 (10Y R3/4暗 褐色 シル ト、ローム粒、炭化物少量合む。)

遺物は縄文土器片 2点 が出土 している。



55号土垢 (第78図 、写真11-3)

調査区西部、 F-10区 に位置する。第 5層上面で確認、南北 に走 る芋穴 により分断されてい

るが、上端平面形は長軸約2.50m、 短軸0.63mの 不整長方形 と考えられる。深 さ22cm、 底面は

平坦であり、壁面は内弯 してゆるやかに立ち上がる。埋土は 2層 で構成 される。

遺物は皆無である。

56号土帳 (第78図 、写真11-4)

調査区中央部西寄 り、C-7区 に位置する。第 5層 上面で確認、上端平面形は長軸1,07m、

短軸0。 98mの円形である。深 さ64 cm、 底面は平坦であり、壁面はやや内弯気味に急激に立ち上

がる。埋土は 4層 で構成 され、第 4層 にはローム粒 を多量 に合む。

遺物 は縄文土器片15点 、景」片 1点 が出土 している。

57号土境 (第79図 、写真11-5。 6)

調査区西部、G-10区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸2.02m、 短車由1.74

mの楕円形である。深 さ 121 cm、 底面は平坦で、長軸2.12m、 短軸2.04mを 計る。壁面は直線

的に内傾 し、壁中位上半から外形する。北西壁中位下半に奥行 き42cmの横穴を持つ。埋土は14

層より構成 されるが、大 きく上下 2層 に分かれ、下層はロームブロックを多量に含む。

遺物は縄文土器片33点、石器 6点出土。石鏃 1点 、二次加工のある景」片 2点 、景↓片 1点 、破

損礫 2点が出土 した。土器片はすべて小破片で、時期のわかるものはなかった。

58号土墳 (第79図 )

調査区西部、G-10区 に位置する。第 5層上面で確認、 2号濤 と重複 しており、 2号濤より

も古いので、残存状態は非常に悪 く、上端平面形は長軸約 0。 91m、 短草由0.61mの楕円形と考え

られる。深 さは26cm以 上である。

遺物は皆無である。

59号土填 (第79図 、写真11-7・ 8)

調査区南部、H-5区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸1.12m、 短軸0.69

mの楕円形である。深 さ70cm、 底面は平坦であり、壁面は内弯気味に急激 に立ち上がる。埋土

は 9層 より構成 され、第 7層 中に焼土を合み、第 8層 中に地山ブロックを多量に合む。

遺物は縄文土器片 6点 が出土 している。

60号土媛 (第79図 、写真12-1)

調査区南部、H-5区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸1.70m、 短軸1.41

mの隅丸長方形である。深 さ38cm、 底面は中央部がやや低 くなっており、ゆるやかな傾斜 をも

つ。埋土は 3層 から構成される。

遺物は皆無である。



61号土境 (第79図、写真12-2)

調査区南部、H-6区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸0.92m、 短事由0.90

mの円形である。深 さ55cm、 底面は中央がやや低 くなっており、ゆるやかな傾斜 をもち、壁面

は内管気味 に立 ち上がる。埋土は 4層 で構成 され、第 4層 にロームブロックが多量に含まれる。

また、径20cm程の円礫 2個 が重なり気味に2層 3層 中に存在 した。

遺物は縄文土器片25点 、石器 4点出土。石核 2点、微細象」離痕のある景J片 1点、剰片 1点 。

縄文土器片は、すべて小破片で、時期のわかるものはなかった。

62号土墳 (第80図、写真12-3)

調査区南西部、H-9区 に位置する。第 5層 上面で確認、上端平面形は長軸0.79m短軸0,77

mの円形である。深 さ38cm、 底面は平坦で、壁面はほぼ直線的 に急激に立 ち上がる。埋土は 3

層で構成 され、第 1層 中に径30cm× 2bcm程 の楕円形の礫 を 1個含んだ。

遺物 は皆無である。

63号土壊 (第80図 、写真12-4)

調査区南西部、H-9区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸0.95m、 短軸0。

79mの情円形である。深 さ40cm、 底面は平坦であり、壁面はほぼ直線的 に急激 に立ち上がる。

埋土 は12層 で構成 される。

遺物 は縄文土器片 1点 が出土 している。

64号土媛 (第80図 )

調査区南西部、H-10区 に位置する。 1号濤底面で確認、底面の半分程 が残存 しているのみ

で、上端径 0。 98m、 下端径0.62m、 深 さ約39cmを 計る。

遺物 は縄支土器片10点 が出土 している。

65号土境 (第80図 、写真12-5)

調査区南西部、 I-8区 に位置する。第 5層上面で確認、上端平面形は長軸0.75m、 短草由0.

52mの楕円形である。深 さ40cm、 底面は中央部がやや低 く、ゆるやかな傾斜 をもつ、壁面は内

弯気味に急激 に立ち上がるが、一部ほぼ垂直 に立ち上がる所もある。埋土は4層 で構成される。

遺物は皆無である。

66号土境 (第80図 、写真12-6)

調査区南西部、 I-10区 に位置する。 2号濤に東側 を 3分 の 1程切 られている。第 5層 上

面で確認、上端平面形は長軸0,84m、 短軸0,71mの楕円形で、深 さ49om、 底面は平坦であるが

東側に向かって傾斜 し、壁面はほぼ直線的に急激に立 ち上がる。埋土は 4層で構成される。

遺物は皆無である。



鶴号土矮 (第朝 )

調査区南西囃 、J一 つ1区 に直鷲|す る。第4層■面で確認ヽ10号住居歯重穣しており、鶴号土

嬢o芳が新とい.。 講側と
―‐器切られてぃる.。 上鶏平面諺遺長競1.瓢 m、 範競o17mの椿H形

であると考えられる。     i
遺物は皆無で|あ る.。

田号土壌 (380図)

軽 醐赫転―j一 10区に位置する―。第4層上面で確認ヽ2号簿にほとんが切ちれている。

10岳住藩よ―ゆ博新しい。上榊 影|は長輸1‐■m、 筵軸91銀 爺程の稽百移と考えられる。濃苫

盗航空計る|。

勘 1感皆無である.。
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第Ⅳ章 考察とまとめ

縄文時代早期

土器の属性 と編年的位置

胎土

第 1群土器は、わずか 2点 なので明確 な判断はで きないが、砂粒 を多く含み、繊維は含 まな

い。とりわけ胎土 に大 きな特徴は見い出せない。器面調整や焼成は良好である。

第 2群土器の胎土は、砂粒 を多く含み、繊維の少ないものが多い。そうした中で、極めて特

徴的 な胎土をもつものが存在する。第 3群土器の中のものと類似 した白色砂粒 (角礫凝灰岩 )

を多量 に合むもの、金雲母を多く含むもの、自色針状物質 (佐藤洋 :1981)を含むものがある。

これらは、いずれも第 2群土器全体の 1割未満である。金雲母は、特に2類 b。 9に 見られる。

白色針状物質は、第 2群土器だけの特徴ではなく、時期に関係 なく含有されている。

原体

縄文は、基本的 に単節・単節多条文の 2種類の原体が認められる。このうち、第 2群土器の

主体 となる原体は、単節 多条文であり、およそ 6～ 7割 を占めるようである。しかも左撚 が比

較的多いようである。羽状縄文にも単節多条文を原体 として使用 しているものもある。しかし、

この羽状縄文は、全体の 1割 未満である。

文様

第 1群土器についてはわずか 2点であるので、ここでは論 じられない。 したがって、第 2群

土器について述べたい。

第 2群土器の文様は、大 きく2分 される。第 1は 国縁部文様帯をもつもの、第 2は文様帯 を

もたず、地文 (単節 。単節多条文 。羽状縄文)のみのものである。

国縁部文様帯をもつものは、半裁竹管による平行沈線文を組合せて、幾何学的なモチーフを

表現する点が大 きな特徴 といえよう。これらはさらに細分が可能である。ま
・
ず、文様帯の巾が

ほぼ一定 して、日縁部に集中 し、日唇部直下 に隆帯をもつグループ(1類 a・ b・ c)があり、

隆帯を伴わず、文様帯が体部上半まで広がり、曲線文が加わるグループ (1類 d・ e・ f2類

f。 9)がある。この後者のグループの土器群は、大畑G式土器 (馬 目・他 :1975)と 共通性

をもつ。逆に前者のグループは、在地性の強い土器群 と考えられようか。このグループの口縁

部文様帯のモチーフは、梨木畑式 (林 :1967)と 共通するが、梨木畑では、押圧縄文が盛行す

る。 しかし、第 2群土器では、沈線文で表現 される。押圧縄文の施文例 としては、口縁部文様

帯 と体部文様の区画に使用されているものが、わずか 1点のみである。

また、口縁部文様帯と体部文様の区画に隆帯を使用するものがわずかに存在する。これは、



それ以前の名残 りと解 したい。

編年上の問題

従来より、縄文条痕土器群 として、素山Ⅱb式、上川名 I式、梨木畑式、船入島下層式が存

存するが、形式内容については、今だ不十分な点が多い。

今回出土 した第 2群土器は、先の 4形式の うち梨木畑式に近い内容 をもつが、梨木畑式その

ものではないようである。

また、船入島下層式 とは、羽状縄文が伴出する点で共通するが、器内面の縄文が盛行する点

や、帯状縄文 。撚糸文が存在 しない点で区別 さね′る。

したがって、厳密にみた場合該当形式がない。北前式 とでも呼ぶべ きかもしれないが、そう

呼ぶためには内容が不十分である。この第 2群土器と極めて類似する内容をもつものに、南境

貝塚第 2層 土器 (宮城県教委 :1969)が存在する。今後、良好な出土資料を待つて、検討が必

要である。

土器の分布とその問題点

今回、北前遺跡 から出土 した縄文時代早期の土器は総数1279点 (第 5表 )で ある。この うち

第 1群土器は、わずか 2点のみであり、十分な特徴 をつかむことがで きないが、およそ、大寺

式のものであろうか。

第 2群土器は、総数1277点 で、早期の土器の主体 を占める。この うち、日縁部は 110点で全

体の約 9%、 体部は■37点で全体の約89%、 底部付近は26点で全体の約 2%を 占める。また、

円盤状土製品 4点 が出土 している。遺構別に見ると、住居跡出土点数は 577点で45。 2%、 土壊

出土点数は55点で 4.3%、 包合層及び遺構外出土点数は 645点で50.5%を 占める。

これらの上器群の分布 (第81図 )を 見ると、C-4区 、D-5区 に主体 をもつ 1号住居跡の

グループ (第 1グ ループ)、  2号 ～8号住居跡 を含みH-5区 、G-5区 、 I-6区 に主体 を

もつ南東部のグループ(第 2グループ)、 また、図には表現で きなかったが、 I-9区 、 J-10

区に比較的多く出土 している南西部のグループ (第 3グ ループ)の 3ケ所が、出土頻度が高い。

それぞれのグループは、 1類 a・ b、 2類 a・ b、 3類 a・ bを 主体的に保有するという基本

的 な共通点が存在する。 しかし、これら3つ のグループはそれぞれ、細部 において内容が異っ

ている。第 1グ ループには平底 (揚底)や、羽状縄文が伴ない 1類 d～ j、 2類 d～ jが多い。

胎土に金雲母を合むものがある。第 2グループは、特異 な例や偏在性は認められず、斉一性が

強い。第 3グ ループは、出土点数がやや多いが、このグループの主体はさらに西あるいは、南

に存在するものと考えられる。 したがって特徴を明確 に捉えることがで きないが、第 1グルー

プと同様 に胎土に金雲母を含むものや、第 2グ ループになく、第 1グループに保有される体部

文様 との区画に隆帯をもつもの (1類 9)がある。



これら3つ のグループの時間的な関係については、明確にで きないが、第 1グループに 1類

iや、 2類 eを 含む点などを考慮すれば第 2グループから第 1グループに変遷 した可能性が考

えられる。

石器について

石器に関 しては、以下の 2点 について指摘 しておきたい。

①縄文時代早期に属する石器が全出土点数の約 5割 を占める。

②縄文時代の石器の約 5割 を5号住居跡が占める。

住居跡の特徴について     ′

今回検出された住居跡は、規模が約 3～ 4mで炉の存在しないものが一般的である。主柱穴

数は各住居跡によって異なるが、住居内に土壊を伴なう点は共通する。ただし、 1号住居跡に

ついては、 3号濤に大半を切られているために、詳細は不明である。この土残は、住居内の西

椒1か南側に位置している。 8号住居跡は、両方に付設されている。

5号・ 6号住居跡については、他の住居跡に比較した場合、規模が大きく、柱穴の数が多く

また深い。特に5号住居跡には炉が存在するし、出土 した石器数は、早期の全出土点数の約 5

割を占めている。これらの特徴から、少なくとも5号住居跡の性格は、他の住居跡と区別され

よう。おそらく、共同作業場や集会所等の性格をもつものであろう。 6号住居跡については、

5号住居跡に切られており、その特徴は明確にとらえられない。

住居跡外の土渡は、形態を比較すると、隅丸長方形 。円形・不整形の 3種類があり、ほぼ住

居群の内側に点在する。その性格については不明である。

今回、8棟の住居跡が検出され、 2号住居跡 と3号住居跡、 5号住居跡と6号住居跡にそれ

ぞれ切り合いが認められた。したがって、第 2グループの住居群には、少なくとも2時期の変

遷があったと考えられる。また、 1号住居跡については前述 したように、第 2グループの住居

群よりさらに新しくなる可能性をもつ。

以上の特徴がみられる。全体としてみた場合、これらの住居群は、同一型式内において変遷

した集落跡と考えられる。
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2.縄文時代前期

前期末の上境群 と時期不明土境群について

前期末の時期の土竣 としたH～ 33号土装の23基 は、重複関係及び、出土土器が第 3群 に属す

るものであることを判断基準 としている。ここでは分布・規模 。形態について分析 を行ない、

前期末の上城群の特徴 を捉え、後に時期不明土壊群 との対比を行なう。

最初に規模 について分類する。分類基準 を長軸 とし、 1類 >2m、 2m≧ 2類 >1.2m、 1.2

m>3類 に分けた。 1類は16、 27号土装の 2基、 2類は11、 12、 13、 15、 17、 18、 20、 21、 22、

23、 24、 25、 26、 31号土羨、 3類は14、 19、 29、 30、 32、 33号土壊である。 1類及び 2類は31

号土装 を除 き調査区】ヒ半に、 3類は14、 19号土壊 を除 き調査区南西部にそれぞれ分布域 を示す。

次に形態について分類する。分類基準は上端平面形、壁面の立ち上がり角、長軸 と深 さの比

率について設けた。上端平面形は円形 :号
器

<1・ 1、 楕円形 :1.1≦
≦静

<2、 長楕円形 :2≦

ち器
とした。円形は14、 15、 21、 23、 26、 27、 28、 29、 30号土壊、楕円形は11、 12、 13、 14、

15、 16、 18、 19、 20、 22、 24、 25、 31、 32、 33号土壊で、長楕円形はない。17号土壌は分類

不能である。楕円形 を示すものは全て 1.5未満である。壁面の立 ち上がり角度は断面形におい

て便宜的に下端 と上端を直線で結び下端から立てた垂直線 との角度とした。壁面が内傾するも

のはマイナスにした。 1類 <-10°、-5° ≦ 2類≦ 5°、10° ≦ 3類≦25°、30° ≦ 4類≦50°、50°

<5類。 1類は 13、 16、 17、 20号土竣、 2類は11・ 18、 21、 23、 25、 27号土竣、 3類は22、

26、 29、 30、 32、 33号土媛、 4類は24、 31号土坂で、12、 14、 15、 19、 28号土墳は分類不能で

ある。また長軸 燃 さOIL率 は、 1類 :謎 <加駄 2類 :X5≦
撮静

<4、 3類 :4≦
計

と

6、  1突買は11、  13、 15、  18、  21、  22、  23、  25、  29、 30手争三L場髯、 2英買は16、  20、 26、  28、  31、  32、

33号土竣、3類は24号土羨であり12、 14、 19、 27号土羨は分類不能である。

以上のことから前期末の土竣群には規峡と分布に相関関係が見られ、大形のものが北半部に

小形のものが南半部に分布域 を示す。形態的には上端平面形は円形及び楕円形を呈するが
ら静

が 1.5を 越すものはなく円形に近い楕円形が多い。立ち上がり角度は他の時期 と比べると、 1

類、 2類は前期末 に特徴的であり、北半部の大形のものに見られるが、南半部にはない。また

南半部の29、 30、 32、 33号土竣は立ち上がり角度 3類に属 し、この 4土壊全てが長軸の 3類 に

属 しており南半部の上壊群の特徴 と言える。また
撮書

は 1類・ 2類がほとんどである。

次に時期不明土躾25基 について、単一要素により消去 を行なう。

1.重複関係から縄文時代中期以降のもの……68・ 69号土壌

笈i5<識……型。開。例・瞬馘
3.撮

者
が 3類 に属するもの・……48,説 !60号土媛

8基 が消去 された。残 り17基 について規模・形態の共通性により抽出を行なう。



前期末の上媛

土羨名 長 軸 ■短 軸 角 度 長軸■深 さ 土渡名 長軸 ■短 軍由 角度 長軸 ■深 さ

1,372 -5° 2 107 054 5 1 641

2 1.214 387 5.375

1.210 ―-29.5 2 256 5 1 678

4 2,725

5 1,065 1.837 4 2 675

1 143 ―-22 5° 3,783 1 059 1.708

7 ―-19° 1 048 1.387

1.447 1.051 1 864

1.328 1.315 3.106

ユ -18.5 2.588 1.227 3 464

1 065 1 128 3.117

1.360 2.023

第82図 前期末土壌分布図と形態分類表



平安時代の上茨

`0

θ。/声

近世の土羨 (墓 蕨含む)3縄文時代早期の上壊

ダ
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当
・
り。
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″

ミ

縄文時代前期の上羨 時期不明の上羨

(67は近世の土羨)

イ
控°

粍 。

時期不明の土墳

土痰名 長軸■短軸 角度 長軸■深さ 土 媛 名 長軸■短軸 角 度 長軸■深 さ
1 768 2 833 ―-12 5° 1 669
1 06ユ 11 66 3 640

23° 4 677 1 600

400 3 684 4 526
7 666 022 1 672

327 20 5° 2.031 026 2 078

157 1 573 234 2 375

12.5° 4 089 2510
25° 1 875

1 061 2 2 276 183 1 714
M 1 036 44.5° 6 214 6.700

36.5° 47 5° 3 964
l o91 1 672

表 9表 土媛形態分類表
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1.長軸が 1類か 2類で、あ器
<1・ 5、 立ち上がり角度が 1類か 2類か 3類 に属するもの・……

47・ 49。 50・ 53・ 57手≠こと功養

歩 長軸が 3類で、
計

<h5、 立ち上がり角度が 3類のもの……関・開 。例・磁・鶴・

“

・

66号土壊

これら12基 は規模及び形態において前期末の上壊の性格 を有する。また分布域 も 1は北半部

2は南半部を示す。尚50号土渡は長軸1.18mで長軸 3類であるが、立ち上が り角度を重視 し、

1に入れた。

前期の上羨群は分布の結果、大 きく2つ のグループに分けることがで きる。第 1グループは

調査区北半に東西方向に帯状 に分布域 をもち、等高線が開 く北束部の平坦面に集中する傾向が

ある。土墳の規模は大 きく (長軸 >1.2m)、 平面形は円形及び楕円形
(鍵器

<1・5)で 、立ち上

がり角度はほとんどが 1類 。2類 。3類に属する。また(撮書
は 1基 を除 き全て 1類か 2類で

ある。第 2グループは調査区南半に分布域 をもち、土城の集中はないが、南へ広がる傾向が認

められる。ELEの規模は小 さく (長軸≦■2m X平 面形は円形及び楕円形
(撮讐

<■5)で 、

立ち上がり角度は 3類が、
撮豊

は 1類がほとんどであり、第 1グループに比べ規格性がある。

第 3群土器について (第83図 )

第 3群土器は口縁部 と胴部が明瞭に区別のつ く深鉢形土器を主体 としており、深鉢形土器の

中での器形の多様性 を認めることがで きる。口縁は四波状口縁 を有するものが多い。文様帯も

口縁部・胴部 と三分 され頚部文様 を施文することでより明確な区画を示す場合もある。 さらに

文様帯の 4区画が行なわれるものもあり、区画性を有する土器群 と言える。地文は横位綾絡文・

単節斜行縄文が施支 されるが薄 く撫で消 してあるものがある。文様施文要素は沈線文が主流 を

占め、文様要素では横位沈線文・連続刺突文・ボタン状貼付文などが施文される。半裁竹管の

使用が顕著である。また胎土 に角礫凝灰岩粒 を多量に含む。

第 3群土器類似資料は長根貝塚 (藤沼、1969)、 沼崎山遺跡 (遊佐、1980)、 糠塚貝塚 (興野、

1981)な どで出土 して FD・ り大木 6式上器と捉えることがで きる。長根貝塚では大本 6式土器を

2つ に分けており、第 3群 1類 1種 、 3類 1種 、 5類 1種、 5類 2種 は長根第 1群 に比定する

ことがで き、本調区では14・ 15。 16・ 18・ 19・ 20・ 21・ 22・ 23・ 26・ 27・ 28号土渡から出上 し

ており、第 1グループに属する土器群 と考えられる。また第 3群 1類 2種、 3類 2種は長根第

2群 に比定することがで き、本調査区では32・ 33号土獲から出土 して rD・ り第 2グループに属す

る土器群 と考えられる。本調査区 2類 ,4類・ 6類は共伴関係から、 7類は同一文様要素をもつ

ものが21号土壊で 5類 1種 と共伴 していることから第 1グ ループ の土器群 に入 ると考えられる。

第 3群土器はほとんどが第 1グ ループ土器群 と捉 えられる。この第 1グループ土器群は第 2

グループ土器群 には見られない細い粘土紐隆帯による幾何学文や、隆帯に連続刺突文を加えた
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第83図 縄文時代前期末棄の上器



頚部文様 を有するものがある点、また、山形沈線文・山形連続刺突文といった「山形文」が特

徴的である。これを大木 4式 。大木 5式 からの山形貼付文の施文要素の沈線文、刺突文への転

換 と見ることができれば、ボタン状員占付文・コブ状員占付文・棒状貼付文といつた、貼付文が残

るにせよ、第 1グループ土器群は貼付文土器から沈線文土器へ移行する過渡的段階の土器群で

あり、そのために文様要素の多様性が認められると考える。

上境群の性格について

2つ の土壌群は分布域 を異にしている。第 1グ ループでは土羨 に形態差があり重複関係も認

められ集中区を形成 している。集中区の形成は土装 を掘る時に撲地性を持つている事によるも

のであり、この場合は平坦面 を撲地す る傾向が窺 える。このため調査区北東部の等高線が開

く最も平坦 な場所に土媛が集中 したと考えられる。第 2グループは規模・形態に規格性があり

重複関係はなく集中する傾向は認められない。このことは土獲群が第 1グ ループに比べやや傾

斜がある地域 に分布 している事から地形的な撲地性よりもある一定の域 を設定 し、そこに土墳

が配されている事を考えさせる。この土羨群形成の相違は時期差によるものなのか、性格によ

るものなのか現段階では不明であるが、以下各土壊及びグループ間において見られた特徴的な

事がらを列挙 しておき、今後の参考としたい。

1.第 1グ ループの方が第 2グループよりも違物出土量は圧倒的に多い。

2.第 1グ ループでは一括土器が15,16・ 23・ 26号土竣から出土 した。このうち16号土羨では

底面から出上 したが、他の 3土渡は底面からの出土ではなく埋土の上面に乗ってやや浮いた

状態で出土 している。15号土壌では下層 に人為的と考えられるロームブロックを含む層が薄

い炭化物の層 をはさんだ状態で確認 され、土器はその上の層の上面に乗って出土 している。

3.第 1グループには底面にピットを1個有する土壊が 6基 あるが、第 2グループにはない。

4.底面に石を敷いたと思われる土竣が第 1グ ループ 。第 2グループ共に見られる。18号土壌

では 4個の円礫・角礫が底面に敷いてあり、その下から炭化物が検出されている。また30号

土壊では底面に扁平な輝石安山岩が 1個敷いてあり、埋土中からは実用品とは考えにくい釣

針形石器が 1点 出土 している。18,30号土壌は、石の検出状況などから墓羨と考えられる。

5。 埋土上層から円礫 を出土 している土壊がある。21・ 23・ 61号土獲である。

現段階では 2つ の土羨群の性格 については不明と言わざるを得ない。今後類例を待 ち土竣群

の性格に迫 りたい。最後に大木 6式土器の細分の可能性を指摘 し本稿を了とする。



3.ま  と め

1.北前遺跡 は、名取川が形成 した段丘上に位置する。

2.旧石器時代の文化層が確認されたの前期旧石器時代は、15層上面 (D-3a区 )。 17層

上面 (1-5b区 )で確認 され、後期旧石器時代は第 5層 上面において確認 された。

ところで、旧石器時代の調査面積が狭小なため、層の対比、文化層 としての認定 (第 6

層・第 9層上面 )、 石器群の面的広がりなどの問題が調査上の課題 として残 される。また、

石器群の内容検討や他遺跡の資料 との対比などが研究上の課題 となろう。

3。 今回の 3万年以前の石器の出土は、宮城県内では発掘調査の結果確認 された追跡 として

は、座散乱木追跡・山田上ノ台遺跡 についで 3番 目である。今後の前期旧石器時代の研

究に貴重な資料 を提供 した。

4.縄文時代早期末の集落跡 (8棟 )が発見された。県内では、今まで 1遺跡 において 1～

2棟の住居跡の発見は報告 されているが、今回のような集落跡 として報告 された例はな

く、貴重な資料である。同時 に、この時期の集落構造の解明という大きな問題が提起 さ

れたといえよう。また、今回出土 した第 2群土器についても、その編年的位置づけを明

確 にしなければならない。

5.仙台市では初めてであり、県内でも数少ない縄文時代前期末大本 6式 の上器が出土した。

また、この時期 に属する遺構 (土竣群)についても県内では数少なく、貴重な発見とな

った。

土壊が発見されたことによって、この時期の住居跡の発見が今後期待 される。

6.縄文時代中期後葉の大木 9式の住居跡が 2軒検出された。特 に、 9号住居跡は県内でも

有数の規模 をもつ資料である。

7.平安時代の改築 されたと考えられる住居跡が検出された。今回の調査面積 に比較 して、

極めて住居跡の数が少ない。同様の傾向が山田上 ノ台追跡 にIDhい ても指摘で き、段丘や

丘陵上での平安時代の集落跡のあり方が問題 となろう。

8.江戸時代の遺構 については、その性格 を明 らかにで きたものは数少ない。今回の調査で

は、墓壊のみが明確に子巴握で きた。また、小鍛冶と考えられる工房跡が検出されたが、

この時期の鉄生産に関連する遺跡の報告例がほとんどなく、その解明は今後の課題であ

る。濤の性格 については不明であるが、遺跡の中に所在する杉土手との関連がつかめ、

杉土手 (土 塁)が築造 された時期は、江戸時代中期以前である可能性が強まった。また、

秋保街道 (江戸時代以来のもの)沿いに、江戸時代の遺構 が点在することが判明 した。

最後に、短期間の うちに、報告書をまとめあげなければならなかったために、調査 に参加さ

れた方々はもちろん、整理参加 された方々や協力していただいた方々に対 して、担当者 とし



て、改 めて感謝申 し上げたい。

第 10表

住 居 跡

遺 構 名 時  期 上 端 長 軸 短  軸 下端長軸 短  軸 深  さ 備 考

1号住居跡 縄文時代早期末策 4 60n] 314m 4 48,大 _ヒ 304m 0 22m

2号住居跡 甜139m 率,36m 3 74m 0 23nュ

3号住居跡 3 56m 349m 34m 290m 0 33nl

4号住居跡 3 48nn 3 32nn 3 34nl 312m 022m
5号住居跡 6 28nュ 推360m 614m 推34m 0 3m

6号住居跡 ネ,50 m 率,3 0 nュ 以 上 12 以 上 0 Om

7号住居跡 4 27nl 301m 376以上 2 08

8号住居跡 糸

'3 30nn

3 06nl 2 72)攻 とし 2 76 7m

9号住居動
'

縄文時代中期後葉 tt7 60nl 引圭6 80nl す佳7 40 喜46 50 ワ

10号住居跡 5 73)攻 _と 622m 572以上 6 02 9

11号住居跡 平 安 時 代 lt3 70nn 3 46nl 推350m 3 30na

12号住居跡 1そ 4 80ni 4 76nn

“

44 50nl 4 50nn

跡一房

造 構 名 時  期 上 端 長 軸 短  軸 下 端 長 軸 短  軸 深   さ 傭 考

1号工房跡 江 戸 時 代 4.Onュ

'咬

」 2 12nl 3,7nュ 以上 0.92 ni

竪

監
見溝

遺 構 名 時 期 上 端 長 軸 短 軸 1下 端長軸 短  軸 深  さ 備 考

1号竪穴道構 縄文時代中創中華 1 333m 3.03ni l 約25m 1.71m

遺 構 名 上端最大幅 最 小 幅 下端最大幅 最 小 幅 深 さ景 深 最 浅 傭 考

1号 湊 2 05nl 1 30nl 0 77 an 0 47n] 0 5 nl 01m
2号 濤 1 06nl 0 83nl 0 561ln 0 22n] 021nュ 0 1 nn

3号 濤 1 94111 1 28n] 1 30ni 0 71nl 0 30nュ 0 2 nl

4号 濤 1 76nl 0 88ni 0 93nl 0 20nl 0 33ni 0 05m

5号 濤 07 m 0 48n] 0 54nュ 0 36nュ 0 37nl 0 34nn

6号 濤 0 72nl 0 48nn 0 20nュ 0 12ni 0 42nn 0 32ni

7号 濤 0 40na 0 20na 0 25in 0 12nl 0 25nl 12 na

8号 濤 1 05nl 0 20nl 0 2 nl 0 04n] 0 35nュ 0 06nぅ



第11表 土墳一覧表 (1)

遺構名 上端長軸 短  軸 中端長軸 短   軸 下端長軸 短   軸 深   さ 備 考

1号土羨 1.23m 0.61m 1 12m 043m 0.40m

2号土竣 ネ,120m 0.69m 1 3m 0.56m 0.34m

3号土竣 172m 1.43m 157m 1.33m 0.22m

4号土残 1,75m 1.53m 157m 128m 0 16m

5号土壌 1.88m 1.85m 1 77m 1 68m 0 15m

6号土羨 135m 率

'1.00m

1.25m 094m 010m

7号土残 lm以上 0,97m 095m以 上 09m 0 16m

8号土残 245m 0,95m 228m 076m ネ々0 09m

9号土残 1 09m
ツ
085m 09m 0,64m 029m

10号土壌 120m 1 03m 107m 075m 014m

H号土残 1,77m 1.29m 1 47m 1 20m 0 84m

12号土壌 1 53m 1 26m 129m 1 08m

13号土壌 1 67m 1 38m 1 15m 1 13m 1 20m 106m 074m

14号土残 1 04m 1 02m 1 37m 142m 1 08m

15号土壌 1 47m 1.38m 1 07m 104m 0 80m

16号土残 280m 245m 2 30m 212m 2_22m 220m 074m

17号土残 1 26m 112m 080m以上 0,90m

18号土残 1.23m 085m 098m 061m 081m 038m 0,821れ

19号土装 085m 064m 054m 039m

20号土媛 1 76m 157m 1 80m 1 50m 1 67m 1 19m 0.68m

21号土装 1 80m 1 69m 136m 1 26m 1 35m l 18m 0,86m

22号土痰 1 70m 125m 155m 0 96m 121m 1 19ni 084m

23号土羨 1 74m 1.65m 1 56m 1 46m 145m 145m 1 06m

24号土装 1 72m 1.24m 1 23m 089m 032m

25号土羨 1.41m 1 20m 107m 103m 1 1lm 1 00m 0 84m

26号上羨 1 69m 161m ] 1,33m 062m 床直上クルミ出土

27号土羨 2.14m 202m 1 45m 1 3m,攻 |を 072m

28号土羨 1 23m 推125m 087m 091m 1 81m 1 72m 0.80ni

29号土残 086m 082m 0 32m 032m 0 62m

30号上羨 082m 0,78m 066m 0 57m 0 44m

31号土羨 146m 1,1lm l 17m 074m 047m

32号土羨 097m 079m 0 83m 069m 0 28ni

33号土羨 106m 094m 0 76m 082m 034m

34号土接 0 72m 0.48m 0 72m 0 39m 0 07m

35号土羨 lm以上 1,06,ユ  I 0 9m'ユ li 0 76m,ユ |: 034m

36号 土羨 08m 0 53m 068m 042m

37号土羨 1 26m 1 12m 1 07m 0 85m 0 461n 墓 躾

38号 土簑 1 32m 1 20m 093m 087m 075m 墓崚



第11表 土壌一覧表確)

遺構名 上端長軸 短  軸 中端長軸 短  軸 下端長軸 短  軸 深   さ 備 考

39号土羨 0.80m 0,74m 0.49m 0 44m 037m 墓 渡

40号土渡 1,70m 1 39m 1.49m 1.39m 116m 1.03m 082m 墓坂

41号土渡 1 58m 1.57m l 41m 0,98m 072m 065m 077m 墓残

42号土痰 0,92m 0.65m 0.53m 0.50m ?,030m 塞残

43号土羨 1,00ni 0.88m 0,70m 0,76m 0.22m

44号土羨 1.36m 1.30m 094m 072m 048m

45号土残 1.40m 1.32m 1 1 23m 0 12m

46号土羨 145m 〕6m以上 1.13m 05m以上 0.31m

47号土羨 140m 1.00m l 21m 0.81m 038m

48号土羨 092m 051m 0,76m 0.34m 0.12m

49号土猿 1 30m 098m 1.04m 075m 0,64m

50号土壊 1 18m 1 02m 0,95m 087m 075m

51号土羨 1 84m 推ヒ1.64m l.64m 135m 045m

52号土装 推 1.00m 064m 026m

53号土躾 1.73m 1.63m 1.48m 1 32m 1 32m 0 86m 0,76m

54号土残 l.74m l.68m 1 32m 1 028m

55号土残 25m以上 063m 21m以上 038m 022m

56号土残 107m 098m 109m 1 05m 096m 0,93m 0.64m

57号生装 2.02m 1 74m 2 12m 2 07m 121m

58号土羨 091m 061m 0.10m 0.52m 025m

59号土羨 1 12m 0.69m 104m 053m 0,70m

60号土装 1.72m 1.41m 1.61m 133m 0.38m

61号土残 0.92m 0.90m 0.58m 057m 0.55m

62号土嫉 0.79m 077m 0.68m 064m 0 38m

63号土壊 0.95m 079m 076m 0.69m 0.40m

64号土壌 098m 062m 082m 率

'0 55m

039m

65号土羨 075m 052m 061m 0 46m 0.59m 035m 040m

66号土壊 084m 0,71m 064m 0.56m 049m

67号土装 107m 0.71m 0 73m 058m 026m

68号土渡 134m 0_97m 0,92m 076m 寵,0.20m

69号土崚 1.Hm 064m 062m 029m 028m
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ス
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石

錐

ス
ク
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＋
石
錐
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エ
ス

・
エ
ス
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ュ

打

製

石

斧

釣

針

形

石

器

石

核
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工
の
あ
る
劉
片
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細
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あ
る
剣
片 片

磨

製

石

斧

有
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石 石

石

皿

凹

石

磨

石

敵
石

（
ハ
ン

マ
ー

ス
ト

ー

ン
）

凹

十

磨

凹

十

敵

磨

キ

敲

凹

十

磨

十

高支

板

】犬

磨

石

珪

ヒ

木

礫 :計

一Ｘ

早

期

計 7 l 11 5 yl 1 1 14 l ] 1 2
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期

遺

構

名

又

は

区

名

石

鏃

尖

頭

器

石

匙

】犬

石

器

ス

ク

レ

イ

パ

|

石

錐

ス
ク
レ
イ
パ
ー
十
石
錐

ピ

エ
ス

・
エ
ス
キ

ー

ユ

打

製

石

斧

釣

,十

形

石

器

石

核

二
次
加
工
の
あ
る
剣
片

微
細
劉
離
痕
の
あ
る
劉
片 片

磨

製

石

斧

有

溝

砥

石

砥

石

石

皿

凹

石

磨

石

敵
石

（
ハ
ン
マ
ー
ス
ト
ー
ン
）

凹

+

磨

凹

+

敲

磨

+

敲

凹

十

磨

十

敲

板

】犬

磨

石

珪

木

際

細
来
暗
』
搬 計 l 2 2 ユ 2 1 1 4 8 11 3 8 4 1 1 ユ 2

縄
文
時
代
中
配

1竪

3 5 1 2 1 3 l 5 6 ユ 1 3 1 4

近

世

以

降

計 1 2 2 3 1 2 2 7 l 1 2 3 2 1 5
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時

期
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名
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鏃
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匙
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石

器

ス

ク

レ

イ

パ

1

石
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イ
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十
石
錐
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エ
ス
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ー

ユ
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製
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斧

釣

針

形

石

器

石

核

二
次
加
工
の
あ
る
制
片

微
細
劉
離
痕
の
あ
る
劉
片

象」

片

磨

製

石

斧

有

溝

砥

石

砥

石

石

皿

凹

石

磨

石

敲

石

（
ハ
ン

マ
ー

ス
ト

ー

ン
）

凹

+

磨

凹

+

敲

磨

十

敲

凹

十

磨

十

敲

板

耳犬

磨

石

珪

木

礫

表

土

包

合

層

計 5 1 7 2 2 1 4 1 8 ll14 5 17 l 1 ユ l 2

総 計 6 2 l l 122 5511 l 1 4 2 9 3 4 3 2 9

第12表 は、本遺跡より出土 し発縄文時代に属する石器の集計表である。本遺跡は複合遺跡で

あるので、原則として各時期の遺構ごとに石器の種類別に集計するという方法を用いた。遺構

外出上の石器に関しては6m× 6mの区単位に集計した。



第13表 縄文時代の石器属性表(1)

石鏃属性表

実沢1図 No 出土区 層位 石  質 長さTal 幅 m
'ど

さ(m耐 重量9) 破   fll 素材打点位置 加工】犬況 備 考

第65図 ] A-3  第 4層 流 紋 宕 125 基削
`右

両面

第65図 3 1-8  第 1層 珪 質 頁 岩 26 0 16 5 12 尖端 基部両端 両面 付着物 あ り

第47図 16 21号 上 残 珪 費 頁 岩 Z1 5 11 先 端 左 下 周 辺

第58図 3 9号 住 居 跡 柱 穴 珪 質 ス 岩 t2 5 0 5 両 面

第58図 2 9号 住 居 跡 珪 質 頁 岩 210 19 先端 両面 付着物 あ り

第 58図 4 9号 住 居 跡 珪 質 員 岩 19 0 基部両端 両面

第65図 2 H-7  表  土 黒 曜 石 180 75 32 先端 両面

第30図 7 5号住居跡 P■ 73埋 土 珪化凝灰岩 26 5 14 2 5 6 下 両 面

第79図 1 57号 土 躾 珪 質 頁 岩 60 先端 基言

`

両 面 付着物 あ り

尖頭紳 性 表

実測図No 出土区・層位 石  質 長さ価耐

“

畠lm耐

'7さ

価耐 重量む) 破   損 素材打点位置 加工状況 備

第77図 1 46号 土 壌 チ ャ ー ト 65 5 125 7 0 51 両面

第41図 5 1-6 第 3層 珪 質 頁 岩 (410) 50 27 基剤j 両 面

第65図 4 H-5  攪   乱 珪 質 貢 岩 (410) 60 67 先端 両面

第65図 5 G-9  攪  乱 珪 質 貢 岩 68 0) 5 0 4 3 両面

石 匙 属 性 表

実測図No 出土区・層位 石  質 長 さm 0こ 価耐
'∵

さ

“

耐 重量勺) 破  工i 素材打点位置 川1工 状況 備 考

第41図 6 H-5  第 3層 珪 質 買 岩 14 0 60 62 両面

第53図 1 27号 土躾 埋  土 珪 質 買 岩 71 5 4 6 6 0 両面

第53図 4 28号 土療 埋土上層 珪 質 頁 岩 24 5 85 89 と 片面

第58図 5 9号住居跡 埋 土 珪 質 買 岩 72 0 12 0 22 9 L 片 面

第62図 7 10号住居跡 埋 土 チ ャ ー ト 69 0 25 0 115 右 片面

第56図lo l号 竪穴遺構埋 土 珪 質 買 岩 19 0 5 5 5 1 周 辺

第56図 8 理土上層 珪 質 買 岩 11 5 左 同辺 二重パテ イナ

第65図 7 F-6  第 4層 珪 質 貢 岩 21 5 95 112 に 片 面

第 66図 11 E-5  第 4層 珪 質 買 岩 102 5 17 5 10 5 14 5 両 面

第65図 8 F-5  攪  乱 珪 質 買 岩 74 5 85 20 7 JI 用辺 二重バテ ィナ

ヘラ状狂器属性表

実測図No 出土区 層位 石  質 長さω 幅 m μ江さ価耐 重上9) 破  11 紫材す〕点位抵 加工軒犬況 備 考

第26図 7 3号住居跡埋± 1層 珪 質 岩 71 5 52 5 イ, 片 面 砂岩 (?)

第28図 3 4号住居跡埋± 1層 流 紋 岩 130 下 半両面

第28図 4 4号住居跡埋± 1層 珪 質 買 岩 (220) 100 61 基謝
`

両 面 ヘラ状石Prを 索材とした石ll,

第35図 1 1号土猿 埋上下層 珪化凝灰岩 610 1 両 面

第41図 7 H-5  第 3層 流 紋 岩 53 0 29 0 11 0 13 7 | 両 面

第58図 ] 9号住居跡 埋 土 珪 質 頁 岩 35 5 25 5 11 0 106 左 片 面

第71図 2 1号溝  埋  上 珪 質 貢 岩 35 5 ド 片面

第66図10 D-4  第 1 層 珪化凝灰岩 64 3 30 5 14 1 両 面

石錐属性表

実測図No 出土区 層位  1石  質 長 m 幅 m ,ア (耐 重 性衛)
失緒那

部
形

鮒
面

失
断 破11 素材 |〕 点位置 朋1工 状 況

第53図 3 28号 土壌埋土上層 1珪質貢岩 19 5 5 70 ド 先端部両面 基部周辺

第53図 2 埋± 2a層 珪質買岩 1 5 0 0 35 □ る 用  辺

第62図 6 10号 住居跡 埋土 珪質頁岩 3 5 1 5 先端 両  面

第65図 6 I-9 第 2層 珪質買岩 6 1 5 1 O 60 ※先瑞摩滅
'tl 

辺

スクレイ 将一属性表

実測図No 出土区 層位 石  質 長さ嗣 中ごlmm 〕ギさ価Ifl 重量衛) 破  11 川工状 況 備

第28図 5 4号住居跡埋± 1層 珪 質 貢 岩 64 0 16 5 片面

第41図 8 H-4  第 3層 砂 岩 370 52 0 120 片面

第66図 13 C-7  第 2層 珪 質 頁 岩 790 185 75 7 両面

第66図 9 H-10  授 乱 珪 質 買 岩 47 0 23 0 110 165 画面 二重バテ イナ

第67図 17 縄 乱J-9 王 髄 41 5 90 117 冊辺 ウ ンド・ オパ~ル ?



第13表 縄文時代の石器属性表似)

実測図No 出土区・層位  1 石   質 1長 さ硼 1 幅ml厚 さ鰤 1重量6)1 破  損 1 加工状況 1   備     考

第67図 14 H-5  第 1層 1凝灰質シル ト岩 1 305 1 335 1 H5 1 126 片 面 折れ面あり

第32図 6 7号住居跡埋土上層 1凝灰質 シル ト岩 1 720 1 375 1 245 1 549 索材は石核 ヽ

石錐+ス クレイパー属性表

実測図No 出土区 層位  1石  質 1長 さ価 1幅鰤 1厚 さ価 1重量6)1尖 響音[ 尖繕部 緋蓄砂 破 損 素材打点位置 加工状況 備  考

第49図 5 25号 土疲 埋  土 1珪質頁岩 1 540 1630 1 130 1464 1 写費 △
△ 下 周 辺

第66図 11 C-7 第 4層上面 1珪質頁岩 1480 1 640 1 190 1360 △
△ 上 片 面

ピエス・ ェスキーュ属性表

実測図No 出土区 層位 石  質 長 さ耐 幅 wal 厚 さ側 重量り 備 考

第30図 6 5号住居跡 埋± 2層 流 紋 岩 31 0 160

第30図 9 粘 上 岩 22 0 12 5

第30図 8 床   面 粘 土 岩 1 4
|

第30図 8 粘 上 岩 29 0 12 0 35 0 7 可

第32図 7 7号住居跡 床  面 珪 質 頁 岩 40 0 22 5

第62図 8 10号住居跡 P■ 18埋 土 珪 質 頁 岩 53 0 17 0

釣針形・磨製石斧属性表

実測図No 出土区・層位  1 石 質 長さml幅鰤 1厚 さ鰤 1重量6) 加工状況 備 考

第53図 5 9号住居跡 埋 土 1珪 質 買 岩 35 0 両面 釣針形 を呈する

第7]図 ] 1号濤  埋  土 1不    明 3801110 70 小形磨製石斧

石核属性表

実測図No 出土区・層位 石 質
作 業 麗 最 終 劉 離

面の大 きさ
剖 離 角 備   考

顕 位置関係 加撃方向 打   面 大 きさ (長 ×幅×厚 )

第56図 9 1号竪穴遺構底面 五  能 2
表裏

(a、 b)

a、 ↓ヽ 自 然 面 (250)× 410× (388) 不  明 不明
34 89

b、 ↓ 不 明 (270)×316× (388) 不  明 不明

第67図 15 I-8 第 1層 珪質頁岩 2 a、 c面
自 、 b面 580× 596× 210 168× 253 72°   70° 93 99

裏面は自然面C、   ↑ 183× 550×600

〕-10第 1層 流 紋 岩 3 A tx c面

a、 →エ 自、 b、  c 524× 554×465 18 6× 10 3

98 19第67図 16 b、 十一 530× 490× 365

b、 abの 稜 526× 351× 550 30 3× 27 2

礫 石

実測図No 出土区・層位 石  質 長 さロ 幅鰤 厚 さ(耐 重量9) 凹  痕 摩  痕 打 痕 傭 考

第32図 1 5号住居跡埋■ 1層 花筒FAE緑 岩 31 5 1473 両  端

第34図 5 7号住居跡埋± 1層 安 山 岩 (1090) 76 5 510 670 8 右 倒 辺 半欠、受 熱

第34図 1 埋   土 安 山 岩 59 0 37 0 206 7 表  面

第24図 7 1号土妓 底  面 花向閃緑岩 95 5 82 5 57 0 734 2 及 1 裏 1 両   面

第38図 1 5号土残 最 下 層 安 山 岩 5 64 0 37 0 373 3 表 2、 裏 ユ 下  瑞

第38図 2 6号土残 埋  土 安 山 岩 (800) 45 5 328 2 右 側 辺 半 欠

第53図 6 30号 土残 底  面 安 山 岩 360 0 265 0 表   面 整形 される

菊62図 5 10号住居跡 床 面 溶 岩 104 5 204 5 表面全体凹状 に摩痕

第71図 3 1号 濤 埋  土 安 山 岩 (1095) 64 5 33 5 311 7 表 2 裏 3 一端欠

第67図 18 E-5  表   採 花 闇閑緑 井 102 0 57 0 734 2 表多数 裏   面

注 1、 時間的制約によってすべての石器の属性表を作成することはできなかった。本表は、本報告書に実測図

・写真図版を掲載した石器についてのみの属性表である。

注 2、 石鏃、尖頭器、ヘラ状石器は石器の中軸線の長さを計測 した。石匙はつまみ部を上にした場合の最大長

を長さとした。その他の石器は、最大長をもつ部分を長さとし、それに直交する最大の長さを幅として計測

した。

注 3、 素材打点位置の上下左右は、主要剥離面が表現されている実測図の上下左右である。

注 4、 石核属性表での a、 b、 cは実測図に表示される a、 b、 cである。また「自」は自然面を表わす。
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